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　この世界に全能なる人間などいない。

　王もその例外ではなく。







序章　英えい雄ゆうの今







「学校？」

「そうそう」

　アストが聞き返すと、陽気な声が返ってきた。

「同じ年とし頃ごろの子供たちが集まってね、一いつ緒しよに教育を受けるんだ。街にある初等学校とか、学者が開く私し塾じゆくとか、魔ま術じゆつ師しの学院とか、種類は色々だけど」

　話し相手は雄ゆう弁べんに語るが、しかしその姿は見えない。

　この声は遠えん距きよ離り通信用の魔ま道具を通じて流れてきているのだ。本来は手鏡の鏡面に遠方の相手の姿も映るのだが、今は手鏡そのものは懐ふところに押おし込んであるので、くぐもった音声だけがアストの耳に届いている。

「ふうん。俺おれには縁えんがないな」

「奇き遇ぐうだね。私も実は行ったことがないんだ」

　相手のけらけら笑う顔を想像しながら、アストはかじかむ両手を握にぎりしめた。

　今、アストは灌かん木ぼくの茂しげみに身を潜ひそめている。重ね着した野戦服の上から動きやすい革かわ鎧よろいで身を固め、手には分厚い革の手て袋ぶくろを嵌はめているのだが、真冬に数時間も身を伏ふせていればどうしても身体は冷える。

「機会があったら、君もいつか学校に行ってみるといい。面おも白しろいかもよ」

「……そうだな」

　アストは小さく白い息を吐はき出だした。

　もっとも今のところ、そんな未来はまったく思おもい描えがけなかったが。

「――さて、推測通りならそろそろのはずなんだけど」

　交信相手……大陸一の強国、バルテノム皇国の皇子セドリックの声が鋭するどさを帯びた。

「今、見えた。東の方角から近づいてくる。旗は赤地に金の斧おの」

「我わが従弟いとこの旗だね。情報通りだ」

　今までも大声で話していたわけではないが、アストはかすれるような小声で答える。

　やがて、アストの眼前に絶望的な光景が広がった。

　敵、敵、敵だ。

　動きやすい革鎧や、斃たおした敵からはぎ取ったらしい不ふ揃ぞろいな防具を身につけた歩兵がいる。馬上には板金鎧に身を包つつんだ指揮官がいる。その合間には食しよく糧りようや武具を積んでいるらしい荷車が連なり、彼かれらは号令のもと隊列も乱さず、粛しゆく々しゆくと行軍していた。

　このあたりの道は狭せまく、その両側は切り立った崖がけとなっているため逃にげ道みちはない。奇き襲しゆうを仕し掛かけるには絶好の地形である。

　ただし周囲が崖ということは、兵を伏せておける場所も多くはないということだ。仕掛けるのであれば少数精せい鋭えい、機き敏びんに動ける兵でなければならない。

「数はどのくらいに見える？」

「八百……いや、千」

「そうか。……悪いね」

　セドリックの呟つぶやきがアスト側にも漏もれ聞こえてきたが、いまさらだ。

　いかにアストが魔術師であり、戦場でも名が通り始めたとはいえ、単独でこれだけの敵を相手にするというのは正気ではない。つまりこんな無む茶ちやな作戦を立てねばならないほど、セドリック側には余よ裕ゆうがないのだ。

　セドリックは故バルテノム国皇の嫡ちやく子しだが、今の立場は反逆者である。国内に彼に従う貴族は少なく、となれば意のままに動かせる兵も限られる。

　アストの他ほかにもあちこちに兵は伏せてあるし、知ち恵えも絞しぼってあるが、アストがもっとも危険な場所に立たなくてはならないことに変わりはない。

「……この戦いが終わったら」

　立ち上がろうとするアストに、ふとセドリックが声をかけた。

「私たちが勝ったなら、その時には君は〝英雄〟だ。大手を振ふって好きなことをしたらいい。城を建てるなり美び姫きを侍はべらすなり、学校に行ってみるなり」

「さっきの話か」

　アストはうんざりした顔をする。

「まあ、それよりもこっちが先だな」

　そしてアストの身体がぼうっと白い光を帯びる。光は地面に伝わり、一気に伸しん張ちようした。

　領域ドメイン――魔術師の支配する絶対領域だ。

　赤茶けた土肌はだ、かつて山道が舗ほ装そうされていた名残なごりの煉れん瓦がが、たちまち処女雪のごとき白に輝かがやく。行軍中だった敵兵たちはいきなり足あし下もとの色が変わったことに騒そう然ぜんとした。

「魔術師!?」

「待まち伏ぶせされたのか！」

「落ち着け、敵の位置を確かく認にんしろ！　弓兵……」

　魔術師は強力な駒こまではあるが、魔ま術じゆつにかかりきりになる都合上、魔術の行使中に襲おそわれればひとたまりもない。そのため魔術師には護衛を付けるのが常なのだが、千人が相手では数人の護衛がいたところで役には立つまい。

　たかが魔術師一人に不意を突つかれたところで脅きよう威いではない、そう敵は考えたはずだ。

「……白い領域って、まさか」

「何か知ってるのか？」

「詐さ欺ぎみたいな魔術師が……この間他の隊の奴やつらが言ってたんですよ！　魔術の剣けんでこっちの陣じんに突っ込んでくる奴がいるとか――」

　崖の上でその引きつった声を聞いたアストは、苦笑いしつつさらに領域を拡大した。

　アストを中心に広がる白い円は、山の斜しや面めんに生える木々、小川、敵軍の殿しんがりにまで及およんだ。だが狭い街かい道どうに押し込められている敵兵たちにそれを把は握あくする術はなかっただろう。

　敵は千人近い上、街道に沿って細長く展開している。それらをすべて呑のみ込むとなると、領域の広さはいったいいかほどのものか。

　魔術師の力量、魔術の威い力りよくは領域面積に比例する。ならば――

「行くか」

　そしてアストは白はく亜あの領域に魔ま法ほう陣じんを描き、魔術を発動した。

　街道の上空に出現した無数の光球は、正確に荷車を避よけて敵兵だけに降り注いだ。敵が機敏に動き回っていたならこうはいかなかっただろうが、狭い道で動きが制限されているからできる真似まねだ。これでかなりの数の敵兵が倒たおれた。

　とはいえ魔術が発動するまでに盾たてを構えていた者も多く、彼らはいまだ健在だ。

　だが彼らが息をつく間もなく、街道のあちこちで悲鳴が上がった。他の場所に伏せていた味方の兵たちが突っ込んだのだ。

　アストも素す早ばやく魔法陣を書かき換かえ、新たな魔術を発動した。

　伸のばした手の中に火花が散り、身みの丈たけ以上もある長大な大剣クレイモアが出現する。

　仲間たちに遅おくれを取るまいと、アストも崖から滑すべり降おり――







　人が近づいてくる気配にアストは目を覚ました。

「……あー」

　呻うめき、何度か瞬まばたきを繰くり返かえすうちに視覚と思考がはっきりしてくる。自分が今いるのは山間の戦場ではない。中ちゆう途と半はん端ぱに春の日差しが差し込む、薄うす暗ぐらい厨ちゆう房ぼうの土間だ。

　あの戦いはもう四年も前のことだ。一年以上前に戦争は終わり、セドリックは新たなバルテノム国皇となった。アストもまた〝英雄〟と呼ばれるようになったが、その賞賛を手放しに受け取れない身となってしまった。

　最後の戦いでアストは領域を――魔術師としての基き盤ばんを失い、侵しん奪だつ者となったからだ。

「……本当に学校に来ることになるとは思わなかったな」

　まだ少々眠ねむ気けの抜ぬけきらない頭で、アストは夢の中の会話を反はん芻すうする。

　あのときセドリックはアストを励はげますつもりであんなことを言ったのだろうが、結果としては半分くらいしか叶かなわなかった。アストは名声を得たが美姫を侍らす身分にはならなかった。好き放題して遊ぶこともなく、そのくせなぜか学校に来ることになった。

　それも魔ま力りよくを失った後になって魔術師たちの学院に。

「アスト、寝ねていたのですか？」

　そこで、ひょこっと小さな金色の頭がアストの前に顔を出した。

　貴族趣しゆ味みの人形を思わせる少女である。

　緩ゆるく波打つ金きん髪ぱつも、寝ぼけ眼まなこのアストを映す大きな碧あおい瞳ひとみも。手足はまだ細く女性らしい丸みに欠けていることも、俗ぞく臭しゆうのなさに拍はく車しやを掛かけているだろうか。

　乳白色の肌に、どこかから走ってきたらしくわずかに朱しゆが乗っている。頬ほお紅べにとは違ちがうその色とかすかな息づかいが、少女に人形にはない瑞みず々みずしさを添そえていた。

　リトフィア・ラム・バルテノメア。アストの同級生にして、戦後に再会したセドリックの妹である。

「……君か」

「珍めずらしいですね、アストがこんなところで居い眠ねむりなんて」

「昨日遅おそかったからか……我ながら気が緩んでるな」

　アストは土間にそのまま座すわり込み、壁かべにもたれるというだらしのない姿勢である。目の前には皮を剥むいた芋いもと包丁が置きっぱなしになっていた。

「ところで、何かあったのか？」

「今年の教室クラス振り分わけがさきほど発表されたので、アストにもお伝えしようと」

「……そうだった」

　言われてようやく思い出す。今日から新学期が始まるのはわかっていたのに、リトフィアが呼びに来てくれなければ初日から遅ち刻こくするところだった。

「俺たちはどうだった？」

「わたしたちは今年も一緒の教室です。……アストもわたしも、第一教室だそうです」

「へえ」

　アストは素す直なおに感心した顔をした。

　この学院では成績順に所属教室が決まる。最上位の学生が第一教室、下に行くほど数字が増えるというわけだ。一年時は二人とも最下位の教室だったから、一足飛びに上まで辿たどり着ついたことになる。

「よかったです、今年もアストと一緒にいられて。それに第一教室だなんて」

「君も頑がん張ばったからな」

　アストはともかく、最近までリトフィアは落ちこぼれだった。アストのもとで必死に勉強したことと、二ヶか月げつ前に起きた泥人形ゴーレムの竜の襲しゆう撃げき事件での働きが評価されたのだろう。

「……はい」

　アストにくしゃくしゃと頭を撫なでられ、リトフィアは気持ちよさそうに目を細めた。

「それからエルゼさんも同じでした」

「まあ、あのベルゲン公女はそうだろうな」

　襲撃事件の際にともに戦ったもう一人、エルゼはもともと優等生だ。あの一件がなくとも順当に第一教室に配属されていただろう。

　そこで学院の中心に据すえられた鐘かねの音が聞こえてきた。

「始業時間です。アスト、そろそろ行かないと」

「ああ」

　アストは手早く厨房を片付け、リトフィアに制服の裾すそを引っ張られて走り出す。とはいえ速度はリトフィアに合わせてごくゆっくりだ。
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「……本当に、来ることになるとは思わなかったな」

　アストはもう一度呟き、鐘を鳴らし続ける尖せん塔とうを見上げる。

　それは不快な気分ではなかった。







第一章　私情の王







　幸せな幼少時代だったのだと思う。

　歴史ある家の娘むすめとして生まれ、優やさしい両親は自分にさまざまなことを教えてくれた。

　あるとき自分は図書室に忍しのび込み、父の蔵書を勝手に読んでいた。母は自分を見つけるなり驚おどろいたものだ。

「マリノ、あなたは頭が良いのね」

　考えてみれば、五歳さいにも満たない子供が研究書を読んでいたのだから当然だが。

「でも、この魔術のことはもう誰だれも覚えていないし、使えないのよ」

　たちまちしょんぼりしてしまった自分を慰なぐさめるように、

「その代わり、簡単な魔術から少しずつ勉強しましょうね。大だい丈じよう夫ぶ、あなたならすぐにどんなことでもできるようになるわ」

　その一言に自分は一も二もなく頷うなずいた。

　それから父母は日々の務めの合間を縫ぬって魔術を教授してくれた。父母はともに魔術のたしなみがあったし、当時の自分は新しいことを知るのが単純に楽しく、両親と一緒に過ごせるのが嬉うれしかった。

「……まあ、ここに小さな太陽がやってきたみたい」

　初めて魔術の発動に成功したとき、中空に浮うかぶ小さな光と床ゆかに広がる橙だいだい色いろを見て、父母はことのほか喜んだものだ。

　けれど穏おだやかな時間はそう長くは続かない。

　あるとき父は動乱に巻き込まれ、屋や敷しきも強きよう襲しゆうを受けた。家人が悲鳴を上げて逃げ惑まどう中、父母はどうにか自分だけは逃がそうとしてくれた。

「あなたが大きくなったところを見られないのは残念だけれど」

　呆ぼう然ぜんとするばかりの自分に父は指から指輪を抜いて渡わたし、母は頬ほおをそっと撫でながら、

「あなたが大きくなったら、私たちがあなたを愛したように、今度はあなたが別の誰かを愛してあげて。そんな素す敵てきな人になってくれたら、嬉しいわ」

　そして月のない夜、父母は家ごと燃えさかる炎ほのおの中に消えた。







　――自分が母の言葉を実じつ践せんできたのは、それから数年後のことだ。




＊＊＊＊




　アストはかつて傭よう兵へい団に拾われた孤こ児じだった。

　幼いなりに覚悟を決めて仲間の孤児たちと別れた次の日から、荒あらくれ者ものの傭兵たちにどやされる日々が始まった。もともとアストの領域ドメインを見込んで声をかけられたので、魔術の修しゆ行ぎようの厳しさも生半可なものではなかった。

　その怒ど濤とうの日々のことを、アスト自身は〝呑み込まれた〟という感覚で記き憶おくしている。

　対してセドリック直属の騎き士し団だんに編入されたときは、略式ながら叙じよ任にんの儀ぎ式しきがあった。お決まりの文句を唱えるだけのものだったが、自らの意志で騎き士しとなるのだという自覚は与あたえてくれたように思う。

　そういえば徴ちよう集しゆうした農民兵を村に帰す際、簡単な行事を行っておくことは必要なのだとセドリックが言っていた。儀ぎ礼れいを経へずに農村に戻もどった者は、戦場気分が抜けずに家族や隣りん人じんと諍いさかいを起こす確率が高いらしい。

「……まあ、入学式がそこまで切実なもんだとは思わないが」

　目の前で粛々と進む式典を眺ながめながら、アストは周囲に聞こえぬよう呟いた。

　学院の入学式である。

　本来ならこうした行事は校舎正面の広場とバルコニーを使って大々的にやるものなのだが、先日、学院が巨きよ大だいな泥人形ゴーレムの竜に襲われた際に半はん壊かいし、まだ修復作業中なのである。

　そのため会場は校舎内の広間ホールに演えん壇だんを設しつらえ、椅い子すを並べただけの簡素なものだ。

　学生全員を押し込むには広間は少々手て狭ぜまだが、もともと校舎は王おう侯こう貴族の館やかたと見まごうばかりの豪ごう勢せいな建物なので、これはこれで荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きである。

　学長や聖堂からやってきた聖職者の訓辞を、真新しい制服に身を包んだ新入生たちは肩かたを寄せ合いながら神しん妙みような面おも持もちで聞いている。

　アストは転入生なので入学式に出たことはないが、軍の新兵もこんな怯おびえた様子だったと思えば微ほほ笑えましい光景であった。

「……しかし、まだやるのか」

　退たい屈くつな式典は学院生活にはつきものだが、今日は特に長い。居眠りをせずに耐たえている新入生たちは、さすが大半が貴族や豪ごう族ぞくの出身だけはある。

　と、新入生の後ろに並んだ在校生たちがかすかにざわめく。

　聖職者と入いれ違いに演壇に上ったのは、生徒会長アルヴィン・アーチボルトだった。

『皆みなさん、まずは入学おめでとうございます』

　朗々たる声は魔術で拡張されて広間じゅうに響ひびき渡った。

　そして始まったアルヴィンの挨あい拶さつはごくありふれたものだったが、話し方が上手うまいのかお偉えら方がたの説法よりは面白かった。新入生の少女などは早くも頬を赤らめている有様だ。

「……相変わらずですね、あの人」

　しかしアストの横でリトフィアはげんなりした顔をしていた。リトフィアとアルヴィンは親しん戚せき同士なのだが、彼かの女じよはアルヴィンをひどく苦手としている。

『――この学院は魔術師の育成のみならず、研究においても随ずい一いちです。それに学生の中にも、既すでに優すぐれた業績を残した魔術師がいます』

　演壇から聞こえた言葉にアストは顔を上げた。なんだか嫌いやな予感がする。

『アスト・パラダンという名を聞き知っている方は多いでしょう。数年前までバルテノム皇国の騎士団にいた人物ですが、現在はこの学院に在ざい籍せきしています。……皆さんにもぜひ優れた上級生を手本として……』

「何考えてるんだあいつはッ」

　声を荒らげることもできず、小声でアストは呻いた。

『せっかくですので、皆さんにもご紹しよう介かいしておきましょう。――二年生、第一教室のアスト・パラダン。こちらの演壇に来なさい』

　人に命令することに慣れた、よく通る声だった。

　有う無むを言わさぬ口調、しかも教室まで明言されてしまっては逃のがれようもない。学生たちの視線がいっせいに第一教室の面々に向けられる中、アストは隣のリトフィアの頭をぽんぽんと撫でてなだめてから、ゆっくりとした足取りでアルヴィンの隣に立った。

「何のつもりだ、おい」

「言った通りです。新入生に目標を示してやることは必要かと思いまして」

　拡声魔術に声を拾われないようこそこそと会話する。

　アストとて注目されること自体は慣れている。広大な領域を持つ少年魔術師は、戦場では何かと目立つ存在だったからだ。ただアルヴィンのようにそれを楽しむ余裕はない。

　壇だん上じようからは新入生の顔がよく見えた。唖あ然ぜんとしてアストを見上げてくる少女、なぜか睨にらみ付つけてくる少年。いずれも育ちが良さそうではある。

　――がたん、と広間に異音が響いた。

　突とつ如じよとして発生した騒そう音おんに、広間にいる学生たちがいっせいに一点を振り向むく。

　アストも眉まゆをひそめた。新入生の列のただ中に一人、いきなり立ち上がった学生がいる。制服からして女学生、水を思わせる薄青い髪かみが特とく徴ちよう的てきだ。

「君、今すぐ座りな……」

　式典中の唐とう突とつな行動に居並ぶ学生たちがざわめき、脇わきに控ひかえていた講師が叱しつ責せきを飛ばしたが、その少女は聞く耳を持たない。あまつさえ椅子を蹴けって席を立ち、新入生の列を飛び出してしまった。

「……まさか」

　アストは呻く。あの霧む氷ひようの色の髪には見覚えがあった。あんな小さな頭を昔、よく撫でてやった気がする。もっとも当時は自分も彼女も薄うす汚よごれていたが……

　いつの間にか、件の少女が目の前にいた。

　たちまち演壇まで駆かけ上あがってきたのだ。

「うわっ!?」

　その小さな身体に全力で抱だきつかれ、アストは思わずふらついた。

「おやまあ」

「アスト!?」

　隣のアルヴィンがなぜか楽しそうな顔をし、在校生の列からリトフィアの悲鳴が飛んでくる。アストはかろうじて二人まとめて転びそうになるのを堪こらえ、駆け寄よってマリノを取り押さえようとする講師たちを手で制した。

　その間も少女はアストの身体にぎゅっと両手を回し、胸に顔を埋めている。

「……あのさ」

　そのまま動こうとしない少女にアストはおずおずと声をかけた。

「とりあえず今は離はなれてくれないか。――マリノ」

　ぺしぺしと水色の頭を軽く叩たたく。ややあって小さく頷く気配があり、少女……マリノはようやくアストから離れた。

　アストはなおも困こん惑わくしつつマリノを見下ろす。

　マリノは握った拳こぶしを小さく震ふるわせながら、目め尻じりを赤く染め、大おお粒つぶの涙なみだを浮かべていた。

　その姿――仕草と表情をアストはよく知っている。

　だが、どうして孤児だった彼女がここにいるのか。

「本当に、……マリノなのか」

　おろおろしながらもアストは腰こしを落とし、マリノの顔を下から覗のぞき込もうとする。幼い少女を相手にするときの昔の癖くせだ。

　マリノの肩に手を伸ばしたアストを彼女は涙でぐしゃぐしゃになった顔で見つめ、

「痛てっ!?」

　力いっぱい足を踏ふみつけられ、不安定な姿勢だったアストは思わずよろけた。

「ちょっ……」

　広場に居並ぶ学生たちのざわめきに混じって聞こえた声はエルゼだろうか。横ではアルヴィンすら驚いた顔をしている。まさか、あのアスト・パラダンに不意打ちを食くらわせることのできる人物がいるとは。

　マリノは仁に王おう立ちでアストを見下ろしている。昔はアストがよくマリノの手を引いて歩いていたものだが、今はその逆だ。

　マリノの頬を大粒の涙が伝って胸むな元もとに落ちる。

　花びらの色の唇くちびるから、風に溶とけて消えそうなかすかな声が紡つむぎ出された。

「どうして帰ってきてくれなかったの」

　バルテノムの戦乱が終結した後、アストは日ひ雇やとい仕事で暮らすばかりで故郷に戻ることはなかった。孤児のマリノたちがまだその街にいるという保証もなかったし、〝英雄〟から侵奪者と成り果てたことにアスト自身が戸と惑まどっていたせいもある。

「……ごめんな」

　不意打ちのような再会に、アストはそう呟くのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　傍かたわらで様子を見ていたアルヴィンが苦笑して講師に何か伝えたようだった。そして、

「感動の再会らしいのはわかりましたが、続きは後でやっていただけますか。なにしろまだ入学式の途と中ちゆうでしてね」

「あ」

　言われてアストははたと我に返った。そういえばここは壇上だったのだ。

「アスト、大だい丈じよう夫ぶです……」

「落ち着いて、殿でん下かまで式を乱さないで。あれはどう見ても痴ち情じようのもつれ……」

　在校生の列からはなおも聞き覚えのある声が聞こえてきている。在校生の列から飛びだそうとするリトフィアを取とり押さえるエルゼの姿が容易に想像できた。

　アストは慌あわてて立ち上がろうとしたがマリノはそれを拒こばみ、ぎゅっとアストの頭を抱いて学生の列を睨み付けた。今の彼女には広間にいる全員が自分とアストを引ひき離す敵に見えているのかもしれない。

「マリノ……」

　これも自分が故郷を振り返ることすらしなかったせいだろうか。しかしその前に、

「お前、大きくなったなあ」

　自分の顔に押しつけられるふかふかした感かん触しよくに、アストはしみじみ言った。

　今度は殴なぐられた。







　アストは天てん涯がい孤こ独どくだが、たった一人だけ家族と呼べる人物がいるとしたら、それはかつてともに過ごした少女だった。

　親も家もない路地裏の暮らしは厳しいものだったが、彼女にだけは自分のわずかな食事を分けても惜おしいとは思わなかったものだ。

　制服姿のマリノを見つめ、アストはなおも信じられない気分だった。

　ここは学院内の喫茶室カフエである。騒然としたまま入学式が終わった後もマリノはアストから離れようとはしなかったため、せめて落ち着いて話せる場所へと連れてきたのだ。

　アストとマリノの隣にはそれぞれリトフィアとエルゼがいる。リトフィアに道連れとばかりに引きずってこられたエルゼは、ソファの隅すみで居い心地ごこち悪そうにしていた。さらに少し離れてにやにやしているアルヴィンもいるが、こちらはなぜ付いてきたのかも不明だ。

「アストの妹さん……ですよね？」

「血は繋つながってないけどな」

　見知らぬ人間に囲まれ、目の前のマリノはさすがに落ち着かない様子だった。

　それでも背を伸ばしてきちんと座る姿に頼たよりなさはなく、その物もの腰ごしは洗練されている。本物の姫ひめ君ぎみであるリトフィアたちと並んでも見み劣おとりしないほどだ。

　色素の薄い髪を一ひと房ふさだけ結ゆわえ、深い緑青の目は少しつり上がっている。

　意志の強さを感じさせる瞳に比して、表情は茫ぼう洋ようとして感情があまり読み取れない。そのせいか、じっと見つめられるとまるですべてを見み透すかされたような錯さつ覚かくすら覚える。

「……大きくなったなあ」

　十年も経たてば成長期の少女は様変わりしていそうなものだが、マリノはかなり昔の雰囲気を残していた。

　記憶の中の彼女と変わった部分があるとしたら……まあ、胸だ。

　全体としてはまだ幼い印象なのに、胸の膨ふくらみだけがやけに豊かだ。制服のコルセットでさらに強調されたそれは彼女の無表情と奇き妙みような均きん衡こうを保っている。

　マリノは小さく首を傾かしげ、リトフィアとエルゼをちらりと見つめた。

「……お友達なの」

　その仕草そのものは小動物めいて可か愛わいらしいのだが、視線の強さと表情の乏とぼしさのせいでまるきり二人を観察しているかのような風ふ情ぜいだ。

「え、あの」

　案の定、その抑よく揚ようのない声こわ音ねにリトフィアは一いつ瞬しゆんぎくりとした顔をした。

「初めまして。わたしはアストと同じ第一教室のリトフィア・ラム・バルテノメアです」

　それでも戸惑いながらもぺこりと頭を下げたのが、リトフィアの礼れい儀ぎ正ただしさだろう。第一教室のくだりが少々自じ慢まんげなのは致いたし方かたないところか。

「同じく、エルゼ・フォン・ストルディン。よろしく頼たのむ、アスト・パラダンの妹殿」

　差し出されたエルゼの手を、マリノはしばし目を彷徨さまよわせてから取った。

　その様子をアストははらはらしながら見つめている。なにしろマリノは相手が誰であろうと愛あい想そ良く振る舞まうということがない。

　ややあって、マリノの顔はふたたびアストに向けられた。

「……あの軍人があなただとは思わなかった」

「……悪い」

　じっと見つめられ、アストは黙だまってうなだれた。

　アストという名は珍しいものではないし、パラダンの姓せいは騎士となる際にセドリックが適当に付けたものだ。そのため魔術師アスト・パラダンの噂うわさは耳に入っても、マリノにはそれがかつての兄のことだとわからなかったらしい。

「しかしマリノ、お前はなんでこの学院にいるんだ？」

　学院は優れた魔術師の卵を積極的に受け入れるという建前だが、実際は学生のほとんどが王侯貴族や豪ごう商しようの出身で、孤児にはかなり敷しき居いの高い場所である。アストは戦乱で功績を上げるという例外的な経けい緯いを辿ったのだがマリノはそうではあるまい。

　その問いに答えたのはマリノではなくアルヴィンだった。

「今の彼女はウェズレー男だん爵しやくのご息女、マリノ・フォン・ウェズレーです。おそらく養女として男爵家に入られたのでしょう？」

　マリノはアルヴィンを眉を寄せて眺めてからこくりと頷く。

　入学時には魔術師としての素質とともに身元も厳しく審しん査さされる。考えてみれば、孤児が学院に来るとしたらそうした名家の養子となるしかないだろう。

「マリノが養女？」

「ここではマリノ嬢じようのような学生は珍しくありませんよ」

　魔術師としての才能、すなわち展開できる領域の面積は遺伝する。王族や貴族が古くから魔術師を一門に取り込んできた結果、名門の一族には魔術師となる者が多い。

　ただし遺伝といっても〝ある程度〟であって、大魔術師の子供の領域が必ずしも広いわけではないし、複雑な魔術体系を修められるとも限らない。

　魔術師を抱かかえていることは貴族たちの権力基盤のひとつでもある。魔術師となることは家か督とくを継つげない次男や三男の出世手段である一方、一族に才能のある者がいない場合は素質のある子供を養子とすることがままあるのだ。

「おそらく聖堂の仲立ちによるものでしょう？」

　ふたたびマリノは頷く。天てん帝ていを頂点に戴いただく聖堂は魔術師との繋がりが深く、政府や各地の貴族とも連れん絡らくを取り合っている。魔術師を養子にする場合、ほとんどは聖堂が斡あつ旋せんするのだそうだ。

「確か、マリノ嬢は筆記試験では一位だったはずです。新入生には英才教育を受けてきた者も多いですから、彼女の出自を考えればこれはかなりのものです。養父の期待にも立派に応こたえることと思いますよ」

　アルヴィンには珍しい手放しの賞賛だった。もっともマリノ自身は興味はないと言わんばかりに無反応だが。

「ところで、なんであんたがそれを知ってるんだ」

「僕ぼくはあらかじめ新入生名めい簿ぼに目を通していますから」

　アストに睨まれたアルヴィンはしれっと肩をすくめ、

「兄きよう妹だい揃そろって優ゆう秀しゆうとは、まったく羨うらやましいことだ」

　エルゼはマリノに気づかれぬよう、アストにだけ皮肉げな視線を向けていた。

「ところで皆さん、紅茶は召めし上がらないんですか？」

　アルヴィンが言う。ここは喫茶室カフエなので、アストたちの前には入店時に注文した紅茶が並べられているのだが、話に夢中でそれに手を付けるのも忘れていた。

「そ、……そうですね」

　エルゼが決まり悪そうな顔でカップを手に取る。

「ああ、勘かん定じようを気にしているのならご心配なく。兄妹きようだいの感動の再会を祝して、ここの支し払はらいくらいは僕が持ちますよ」

「……あんた、面白がってるだけだろ」

「いいえ滅めつ相そうもない」

　じろっと睨むアストにアルヴィンはまたもそらっとぼけた。

　実を言えば喫茶室カフエはアストにはあまり近寄りたくない場所だ。学院には富ふ裕ゆう層そうの子し弟ていが集まっているせいか、食堂や喫茶室カフエの食事にはかなりの高値が付けられているのである。

　言われるままアストは紅茶を喉のどに流し込んだが、とうてい美味うまいとは思えなかった。

「お前も飲むと良い。この生徒会長殿が馳ち走そうしてくれるって言うし」

　アストが促うながすと、マリノはおずおずとカップを小さな手で包み込んだ。

「砂糖も入れるか？　お前、確か苦いの苦手だろ」

　アストがひょいと卓たくの端はしに置かれている小こ瓶びんを取って渡してやろうとする。

　だが、マリノはアストの手をぱしんと小さな音とともに払はらいのけた。

「……マリノ？」

「……親切は不要」

　その言葉にアストは凍こおり付き、リトフィアたちも困惑した顔をした。

　アストを見つめるマリノの顔は凪ないでおり、何の感かん慨がいも感傷もないように見える。

　だがそうではないのだと、アストの記憶の一部がちりちりと警告を発した。

「……何をしていたのか、まだ聞いてない」

　アストがわざわざ語るまでもなく、〝英えい雄ゆう〟アスト・パラダンの戦功はマリノも聞きき及んでいるはずだ。しかしマリノが言っているのはそのようなことではあるまい。

「……俺おれは」

「一度も帰ってきてくれなかった」

「それは……その、どんな顔をして会ったらいいのか、わからなくて」

「手紙もくれなかった」

「俺もあちこち戦場移動してたから……」

「ずっと待ってた」

「……悪い」

「私のことも、忘れてたの」

　その一言にアストは表情を凍り付かせた。

　瓶びんを手にしたまま身じろぎもできないアストの前で、マリノはがたんと立ち上がる。

「待て、マリノ、違……」

「ごきげんよう、先輩」

　最後にそう言い捨てて、かつかつと小さな足音とともに喫茶室カフエから立ち去ってしまった。

「……アスト」

　気き遣づかわしげにリトフィアが声をかけてきたのは、それからだいぶ後のことだった。

　だがアストは彼女に応える余地もない。ただ呆然と、喫茶室カフエの扉とびらと手にした瓶を交こう互ごに見つめていた。







「なるほど、彼女がアスト・パラダンの妹君ですか」

　アストたちを見送ってから、アルヴィンはひとり喫茶室カフエのソファに身を沈しずめた。

「これから彼女が慌ただしいことにならないよう祈いのりますが」

　他人を意のままに操あやつるには、身内を盾に脅おどす、または籠ろう絡らくするのが常道だ。

　たとえばバルテノムの戦乱中、セドリックの弱点はリトフィアだった。しかし孤児のアストにはそうした血けつ縁えんやしがらみがない。アストが身ひとつで名を上げたことは、政治的に見れば必ずしも悪いことではないのである。

　しかし今、マリノが学院にやってきた。

　もうじき天帝選考が始まると囁ささやかれているこの時期に。

　天帝は後こう継けい者しやを指名することだけは許されていないため、天帝ユーヴァが逝せい去きよした時点で次代の天帝選びが始まる。各国とも既にひそかに候補者の選定に入っているだろう。

　アストは間ま違ちがいなく有力候補の一人だ。その彼かれと繋がりを作っておきたい連中は少なくないはずで、彼らがマリノに近づく可能性はきわめて高い。

「新入生に何かしら混じっているとは予想していましたが、さすがに妹が出てくるとは思いませんでしたからねえ」

　学院はどの国からも独立しており、中立性を保つために外部との連絡も厳しく制限されている。学外の家族に連絡を取るのにも面めん倒どうな手続きが要いるような場所なのだ。

　ただしそんな学院にも、年に一度、外部から大勢の人間がやってくる時期がある。

　言うまでもなく入学式だ。

　姿を消していたはずの〝英雄〟が姿を現したのが三ヶ月前、泥人形ゴーレムの竜を破は壊かいしてのけたのが二ヶ月前。外部にどれだけアストの存在が知られているかはわからないが、入学が決まっている我わが子こに言いい含ふくめてから学院に送り出すには十分な時間だ。

　さきほどの入学式で、新入生たちは何を思ってアストを見上げていたことやら。

「では、お手並み拝見といきましょうか。この程度をご自分で捌さばけないようなら、そもそも天帝の地位には相応ふさわしくありませんし」
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　入学式の翌日から、学院ではすぐに講義が始まった。

　将来有望な学生たちを無む駄だに遊ばせることはしない、という方針らしい。アストたちの第一教室でもさっそく魔ま術じゆつの講こう釈しやくが行われている。

「……さすが第一教室ってところか」

　教室にはリトフィアのように昨年からの同級生もいるが、ごく少数だ。同級生の大半は去年も上位にいた学生で、彼らはぴりぴりした空気を漂ただよわせながらノートにペンを走らせている。

　この静かな緊きん張ちよう感に満ちた空気はアストも嫌きらいではない。必死で教科書を追いかけるリトフィアの隣で、アストも軽く身み震ぶるいした。

「――じゃあ、リトフィア。遺失魔術について知っていることを説明してちょうだいな」

　教きよう壇だんの講師がぴっと白はく墨ぼくを向けてきた。

　講師と言ってもまだ若い女性だった。年ねん齢れいは二十代後半と言ったところか。枯かれ草くさのような褪あせた色の髪をぼさぼさのまま後ろでくくり、東方からの舶はく来らい品ひんの眼鏡をかけ、肩に引っかけた白衣はあちこちが薬品で汚よごれている。

　学院には学生のほかに研究者も多く、彼らが専門講義を受け持つこともある。身だしなみに気を遣つかう貴族出身の学生たちもさすがに講師が相手ではとやかく言えない。

　というより、学院にいるとそうした風ふう体ていの研究者はたびたび見かけるので、いちいち眉をひそめていては身が持たないのかもしれないが。

「は、はいっ」

　リトフィアは上うわ擦ずった声で返事をしてからがたがたと席を立った。

「ええと、……既に方法論が失われている魔術のことです。……わからないのは魔ま法ほう陣じんの構成だったり、その他の魔術を使うための条件だったり……」

　ここまでは予習の成果だ。しかし、

「では、その例をひとつ挙げてみて」

　次の質問でリトフィアは詰つまった。

　リトフィアは今にも泣き出だしそうな表情で隣のアストをちらりと見たが、アストは苦く笑しようして首を横に振ふった。

　アストの魔術は傭兵団の魔ま術じゆつ師しに手て当あたり次し第だいに習ったものなので、細かなことは山ほど知っているのだが、実戦に役立たない分野の知識はごっそり抜けていたりする。

　今回、苦境に立たされたリトフィアを救ったのはエルゼだった。

「魔ま道具」

　リトフィアの後ろの席に座るエルゼが、彼女にしか聞こえない小さな声で囁く。

「あ！　……ええと、魔道具も遺失魔術のひとつです。封ふう命めい晶しようを作ったり、それと魔術を組み合わせて魔道具を作るのは、……それ用の魔術で行われたと言われています」

　封ふう命めい晶しようとは虫や小動物を琥こ珀はく状の石に閉じ込め、それが持つ魔ま力りよくを引き出して利用するものである。領域から魔力を吸い上げることなく魔術を使えるが、現在では製造法は失われており、残存する魔道具と組み合わせることしかできない。

「良いでしょう。座っていいわよ」

　ようやく放ほう免めんされたリトフィアは席に腰を下ろすなりぐったりと机に突つっ伏ぷした。

　もっとも講師はエルゼがひそかに助けたことに気づいているようだったが。

「さて、遺失魔術ってのは文字通り昔に使われてた魔術なわけだけど。そもそも魔術っていうのは、古代に神々の声を聞くための試みとして始まったもので……」

　板書と同時進行で説明し始めた講師の声にアストも集中する。今まで雑多な教わり方しかしてこなかったため、実のところ筋道だった説明はあまり得意ではないのだ。

「……講義ってのも面おも白しろいもんだよな」

　呟つぶやき、アストはノートにペンを走らせた。







　一年生と二年生の教室はそれぞれ二階と三階に分かれている。

　つまり学年が上がるほど上の階の教室を使うことになる。立場が上になるほど階段を上る手間が増えるわけで、アストとしては逆ではないかと思うのだが、学生たちにとっては高層階に陣じん取どることがある種の権けん威い誇こ示じであるらしい。

　それはともかく、アストは講義が終わるなり二階の教室に向かった。

「君までついてこなくてもいいんだぞ？」

「いいえ、わたしも行きます」

　アストの横を歩くリトフィアはなぜか力いっぱい答えた。

　つい先日まで出入りしていたので二階の教室の配置は把は握あくしている。マリノは一年の第一教室。試験で一位を取った彼女は当然ながら上位の教室である。

　教室を覗き込むと、室内ではまだ講義が行われていた。

「長引いてるみたいだな」

「そうですね……」

　引き返すのもなんなので、二人はそのままこっそり隙すき間まから講義の様子を眺めてみる。

　入学式からまだ数日ながら、既に本格的な講義が行われていた。室内のぴりぴりとした緊張感は二年の教室とまったく変わらない。

「ではウェズレー、問五を解いてみろ」

　アストには聞き慣れない名で呼ばれたマリノが頷き、教室の前方に進み出る。

　黒板に書かれた数学の問題はアストから見ても難解だった。魔法陣の形で物理現象を制せい御ぎよするには複雑な計算が必ひつ須すで、これについていけない学生からどんどん落第していく。

　かつかつと軽快に白墨を叩き付ける音が響く。

　見るからに面倒くさそうな計算を、しかしマリノはたちまち終えてしまった。

「早いですね……」

　リトフィアは感心したような、ちょっと悔くやしいような複雑な表情を浮かべる。アルヴィンが「マリノは筆記試験で一位だった」と言っていたのは嘘うそではなかったようだ。

「ところでアスト、わざわざ様子を見に来なくても……」

「いや……まあ、そうなんだけどな」

　そこで教室の中では講師が終わりを告げ、学生たちががたがたといっせいに席を立つ。

　廊ろう下かに出てきた一年生たちは、いずれもアストたちに奇き異いな、あるいは好こう奇き心しんに満ちた目を向けながら通り過ぎていった。なにしろあの入学式からまだ数日である。

　アストとマリノが血の繋がらない兄妹、というより幼おさな馴な染じみであることはたちまち校内に知しれ渡っていた。喫茶室カフエでの会話に聞き耳を立てていた者がいたか、アルヴィンあたりが吹ふい聴ちようして回ったのだろう。アストとしても余計な勘かんぐりがないだけ助かる。

「妹さんにご用ですか？」

「いや、ええと」

　気を利きかせた一年生がアストに声をかけてくる。いつもならありがたい気遣いなのだが、今ばかりは余計なお世話だった。

　アストが彼に応対する間に、マリノはもう片方の扉から教室を出て行ってしまった。

　最初からこうなることがわかっていたかのような素す早ばやい動きである。

「マリノさ……、あれ？」

　マリノを呼んでこようと教室を振り返かえった一年生だけが、訳がわからないといった様子で首を傾げていた。

「また逃にげられてしまいましたね……」

　リトフィアはため息をついた。

　こうなっては仕方がない。とぼとぼと階上の教室に戻りつつアストは肩を落とす。

　マリノの態度がそう冷たいとは思わない。アストとて、たとえば昔に自分を捨てた親がいまさら現れたからといって仲良く親子として暮らす気にはなれない。アストが昔と同じように振る舞おうとしても、マリノからは欺ぎ瞞まんにしか見えないだろう。

　なぜ故郷に帰らなかったのかと問われれば、どんな顔で会えばいいのかわからなかったからだ。ただ〝英雄〟となった後ならまだしも、すべてを失った後になって。

　ただそれはアストの言い訳でしかなく、マリノが耳を貸すことはないだろう。

　たぶん、必要なのは時間だ。

　長い別べつ離りの時間を埋められるだけの新たな何かが。

「また明日も行くよ」

　階下に向けてアストは呟いた。







　ある日の午後、魔術の実技演習があった。

　学院の校舎や食堂、図書館はいずれも瀟しよう洒しやな建物だが、その隣には赤茶けた土が剥むき出しの演習場が広がっている。森を円形に切り拓ひらいて造られた学院の、その広大な敷しき地ちのほとんどは実はこの演習場だ。

　演習場はいくつかの区画に区切られている。そのうちのひとつで、第一教室の学生に講師が厳おごそかに告げた。

「今日は魔術であれを動かしてもらう」

　講師が指さした先には直径二、三メルトルもあろうかという巨きよ岩がんが鎮ちん座ざましましていた。

　おそらくこの演習のために近くの森から魔術で切り出してきたのだろう。間近から見上げるとちょっとした山が現れたかのような威い圧あつ感だ。

「今置いてある場所から、あちらの印の上にまで動かせば合格とする。方法は自由、一人当たりの時間は五分。名乗り出た者からやってもらうが、いない場合は私から適てき宜ぎ指名する。……それから、アストは最後だ」

「わかりました」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔の講師にアストは黙って頷うなずいた。

　この課題は魔術の威い力りよくそのものもあるが、岩の形状を観察し、適切な箇か所しよに力を加えて動かす判断力を問うているのだ。アストは土木工事に魔術を使った経験も多いので、実演すればそれは答え合わせになってしまう。

「さて、では始めるとしよう」

　さすが第一教室の学生たちは自信満々だった。我先にと手を上げ、他の学生が指名されるとあからさまに悔しそうな顔をしている。

　技術もなかなかのもので、移動させることに成功した学生が何人もいた。

　エルゼも序じよ盤ばんで合格したうちのひとりである。彼女は地面すれすれで圧縮空気の破は裂れつを起こし、見事に大岩を転がしてみせた。

「あの、次はわたしがやりたいです……」

　そして大半の学生が挑ちよう戦せんを終えた頃ころ、リトフィアがおずおずと手を上げた。

　去年の彼女が演習で縮こまるばかりだったことを思えば格段の進歩だ。まだ自信なさげなのは変わらないが。

「良し。ではリトフィア、やってみろ」

　一同が見守る前でリトフィアは赤く輝かがやく領域を広げた。演習場を覆おおい尽つくさんばかりのその広さに学生がいっせいに感心した顔をする中、リトフィアは足あし下もとに魔法陣を描えがいて魔術を発動させる。

「雷石斧ウコンバサラ？」

　リトフィアの手の中に火花が生じ、やがて金属質の輝きを帯びる。数秒後、リトフィアの手の中には岩からそのまま切り出したかのような斧おのが握にぎられていた。

　リトフィアの得意とする……というより使いこなせる数少ない魔術、魔ま剣けんの生成だ。彼女はこれを振るって巨きよ大だいな泥人形ゴーレムの竜と戦ったこともある。

　しかしでかい。柄の長さは小こ柄がらなリトフィアの背せ丈たけの数倍、刃はに至っては目の前の岩より大きい気すらする。魔術のおかげでリトフィア自身は重さを感じていないはずだが、もはや武器とすら言いづらい状態だ。

　細かな出力調整ができないリトフィアは、おそらく威力を大きくすることだけを考えてこんな巨大な斧を造ってしまったのだろうが。

「……もしかして、物ぶつ騒そうなこと考えていないか」

　雷石斧ウコンバサラで岩を横からぶっ叩けば勢いよく転がるのではないか、とか。

「行きますっ！」

　景気よく宣言してリトフィアは雷石斧ウコンバサラを振りかぶった。

　彼かの女じよの背後にいた数名の学生が、巻まき添ぞえを食らいかけて慌てて左右に避ひ難なんした。そんなことはつゆ知らず、リトフィアはさきほどのおどおどした表情が嘘のようにきっと目を見開いて、

「全員逃げ、いや伏ふせ――」

　横薙なぎに振り抜ぬかれた雷石斧ウコンバサラは岩を動かすどころか完かん膚ぷ無なきまでに打うち砕くだき、同時に発せられた電光と爆ばく風ふうが演習場を荒あれ狂くるった。
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　食堂の厨ちゆう房ぼうにこっそり他人を入れるのは、リトフィアに続いて二人目だ。

「あまり奥おくに行くなよ」

　リトフィアに続いてとことこと厨房に足を踏み入いれたマリノにアストは釘くぎを刺さす。

　入学式からおよそ一ヶか月げつ後、ようやく厨房まで誘さそい出すことに成功したマリノは、最初にリトフィアをここに招いた時ほど戸惑ってはいなかった。

　厨房の主でもある料理人コツクのメアリは他人に厨房を荒らされることをひどく嫌う。アストも使用人のために残してある食材だけを使い、小型のストーブだけで調理することを条件に、黙もく認にん……というかお目こぼししてもらっている状態だ。

「すぐに作るから、しばらくそこに座すわっててくれ」

「マリノさん、ここが空いてます」

　リトフィアは慣れた様子で木箱のひとつに腰を下ろし、マリノにも隣となりの木箱を手で示したが、マリノはふいと横を向いて壁かべにもたれただけだった。

「さて、今日は何が残ってるかな……と」

　貯蔵庫を覗き込むアストを、偏へん食しよく気味のリトフィアがびくびくしながら眺ながめている。

「肉が少しと、キャベツと……」

「あの、ニンジンは？」

「今日もあるぞ」

　ニンジン嫌いはまだ治っていなかったらしく、リトフィアががくりと肩かたを落とした。

「あ、あと橙だいだいもひとつあるな」

　アストの呟きにマリノがぴくりと肩を揺ゆらした。

「あの、橙が何か？」

　不思議そうなリトフィアの声にアストは泣き笑いのような顔で振り返り、

「……昔、こいつと一度だけ食べたことがあるんだ」

　橙は大陸南方の暖かい地域でしか採れない果物である上、新しん鮮せんな野菜や果物を手に入れられるのは裕ゆう福ふくな貴族や商人に限られる。皇族のリトフィアにはさほど珍めずらしいものではないだろうが、孤こ児じだったアストたちには縁えん遠どおい食べ物だった。

　それにもうひとつ、橙には特別な思いもある。

「さてと」

　野菜を洗おうとしたアストの肩を、いつの間にか近づいてきたマリノがつついた。

「何だ？」

「……私が作る」

「手伝ってくれるのか？」

　アストはぱっと顔を輝かせたが、マリノはふるふると首を横に振る。

「……もしかして、お前が夕飯作りたいのか？」

　マリノはこくりと頷いた。

「しかしお前、料理なんてできる……」

　言いかけたところでアストは足を踏まれ、思わず呻うめいた。

　昔一いつ緒しよに暮らしていた頃は、マリノは五、六歳さいだったためにアストがいつも簡単な食事を作ってやっていた。しかし考えてみればアストと別れた後もマリノは街で暮らしていたのだから、ひととおりできて当然である。

「お前、いいのか？」

「……私が作ったほうが早い」

　マリノはみなまで言わせるなとばかりにふいと視線を逸そらしてしまった。

　彼女が自分たちのために何かしてくれるというなら、それより他に望むものはない。

「ええと、なら任せた」

　まな板の前の立ち位置を譲ゆずるとマリノはそこはかとなく自慢げに頷いた。

　マリノは並べられた食材を前にしばし考え込んでから、野菜を洗って細かく切り刻み始めた。アストほどの速さはないがその手つきは危なげない。

　野菜の次に肉の塊かたまりを削そぎぎ切りにし、それでみじん切りにした野菜を包つつみ込んでいく。

「ほれ、皿」

　アストがひょいと横から差し出した皿に、マリノは野菜の肉巻きを並べていった。

　その動作はごく自然で、ぬっと皿が目の前に出てきたことへの驚おどろきはない。

　長い時間が経ってもなかなか身体に染しみこんだ癖くせは抜けないものだ。特にマリノに表情がないぶん、アストはマリノの細かな仕草を観察するのに慣れている。言葉がなくとも相手に合わせるくらいは朝飯前だ。

　たぶん、それはマリノも同じだった。

　アストがストーブに火種を放ほうり込み、火が回ったところでマリノがどんと鉄てつ鍋なべを置いた。マリノがそこで肉巻きを揚あげている間に、アストは付け合わせのチーズを切っておく。

「…………」

　無言で立ち回るマリノとアストを、少し離はなれた場所からリトフィアが見つめている。

　彼女はマリノと違ちがってころころと表情が変わる。暗がりのせいで見えづらいが、今のその顔はひどく落ち込んで、何か見てはいけないものを見てしまったかのようだった。

　肉巻きが揚がったところで、薄うす切ぎりにしたパンに葉菜とともに挟はさみ込む。チーズと水、さきほどの橙を添そえれば完成だ。

「美味おいしそうです……」

　複雑そうな表情をしていたリトフィアではあったが、ほかほかと湯気を立てる食事の誘ゆう惑わくには勝てなかったか、うっとりした顔でとことこと近づいてきた。

　特にナイフやフォークを使う料理ではないので、三人はそれぞれ適当な木箱に腰こしを下ろして皿を膝ひざに乗せる。

　アストは〝英雄〟の名声を得て、マリノは貴族の養女となって、ともに孤児だった昔とは大きく変わったはずだ。しかし今なお自分たちがいるのはランタンひとつの薄うす暗ぐらい部屋であり、椅い子すも使わず食事をしているのがなんだかおかしかった。

「それでは……って、あの」

　リトフィアが食前の祈りを捧ささげる横で、マリノはさっさとパンに齧かじり付ついてしまう。リトフィアはしょんぼりしつつも行ぎよう儀ぎ良くパンを口に運んだ。
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「野菜がたくさん入ってますけど……でも、美味おいしいです」

「へえ……」

　アストも数口齧って感心した顔をした。

　アストが厨房からもらえる食材はあくまで一人分である。これで三人の腹を満たすため、マリノは肉に刻んだ野菜を混ぜてかさ増しするという工く夫ふうをしていた。肉は数枚の薄切りしか入っていないのだが、揚げてあるおかげで物足りなさは感じない。

　アストがよく作る戦場の食事とは違うが、これも庶民の知ち恵えではあろう。夢中で食べているリトフィアが気づいているかはわからないが。

「美味い美味い」

　そう言ってマリノの頭を撫なでてやろうとするも、またもやその手は振り払われる。

　ただ半眼でアストを見つめるその顔は目め尻じりが下がり、頬ほおはかすかに赤かった。

「……美味いよ。本当に」

　かすれた声で呟き、アストは三分の一に割られた橙をひとくち齧る。

　爽さわやかな酸味もさることながら、橙の小ささ……皆みなで分け合ったその形が、きっと何よりも郷きよう愁しゆうを誘うものだった。

「なあ、マリノ。夕飯ついでにもうひとつ頼まれてもらっていいか？」

　アストが尋たずねると、マリノは静かに顔を上げた。
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　アストがマリノと出会ったのは故郷の街の大通りだった。

　当時のアストは薄うす汚よごれた子供で、人目につかぬようこそこそと街を歩き、ゴミを拾ってわずかな日ひ銭ぜにを稼かせぐのに必死だった。自分自身が生き延びるのに精せい一いつ杯ぱいで、他人のことなど気にしている余よ裕ゆうはない。

　追われている少女を見たときも、最初は間ま抜ぬけな奴やつがいるとしか思わなかった。

　どうやら市場で売られている林りん檎ごに手を出したらしい。まだ五歳を過ぎたばかりと見え、今にも捕つかまりそうだったが、意外にもちょこまかと逃げ回まわっている。

　路地裏の浮ふ浪ろう児にも共同体コミユニテイはあり、だいたいの面子は知っているし、仲の良い者とつるんで行動したりもする。だが少女の顔に見覚えはなかった。

　それは珍しいことではない。力ちから尽つきた者から消えていくしかないのに、この貧しい街で飢うえた子供の数は増える一方なのだから。

　だからその少女――マリノを助けるつもりなどなかった。

　アストがひそかに物もの陰かげから様子を見守るその前で、とうとうマリノは襟えり首くびを掴つかまれる。

「おとなしくしろ、このガキがッ」

　出店の主らしい男に怒ど鳴なりつけられ、マリノは両手を振り回して抵てい抗こうする。

　アストの目の前でマリノは地面に叩たたき付けられ、その手から林檎がこぼれ落ちた。幼女の背中を足で踏ふみつけながら、男は林檎を拾い上げて鼻を鳴らす。

「ふん、油断も隙すきもありゃ……」

　そこで男は何かに気づき、目を細めて琥こ珀はく色いろの何かを拾い上げた。

　男の手の中で指輪に嵌はまった石が光るのと同時、マリノがびくりと動いた。必死で男の足の下から逃のがれようとするのだが、大の男に踏みつけられては逃げ出せるわけもない。

「……もしかして、こいつはテメェのか」

　マリノが目を見開く。その声なき悲鳴はなぜかアストの耳に鮮せん烈れつに響ひびいた。

「薄汚ねえガキのくせにこんなもん持ちやがって。うちの商品を盗ぬすもうとした罰ばつだ、こいつは俺がもらっておいてやるよ。どうせこいつもどこかから盗んだんだろ……」

　このときなぜ自分の身体が動いたのか、アストは今でもよくわからない。

　とにかくアストは物陰から男の前に飛び出し、真正面から話しかけた。

「ねえおじさん、もうその子を放してあげてよ。林檎は取り返したし、その指輪はもともとその子のものでしょ」

「あ？　何だテメェ、こいつの兄貴か何かか？」

　男は胡う乱ろんな顔でアストをも睨にらみ付けてきた。みすぼらしい親なし子など話す価値もないと言わんばかりだ。

「……まあ、そういうことでもいいけど」

「うるせえよ。だいたいこの林檎はもう売り物にならねえよ。こっちは損したんだよ！」

「だったら、僕がその林檎の代金を払う。それでいいでしょ」

　アストの懐ふところには一日溝どぶさらいをして得たわずかばかりの小こ銭ぜにがあった。

　アストが差し出したそれを男はあっという間に奪うばい取とってから、

「……っ!!」

　足下のマリノにますます体重をかけて踏みつける。

　マリノはもう呼吸も苦しいらしく、涙なみだを浮うかべたその顔が蒼そう白はくになっていた。

「ちょっとおじさん、林檎の代金は……」

「あ？　知らねえな。あの小銭はあれだ、テメェみたいなクズより俺様にぜひとも役立てて欲ほしいってんで献けん上じようしてくれた金だろ？」

　男はマリノの背をぐりぐりと詰なじりながら、アストを下げ卑びた笑えみで見下ろした。

「このガキは市場の品を盗んだ掏摸すりだ、きっちり官憲に突き出してやらねえとな。んで、テメェもその仲間ってなら大罪人だ」

　そして男の手の中にはマリノの指輪とアストの小銭が残るというわけだ。

　男はマリノを踏みつけたまま、アストにも手を伸のばしてきた。

「――ッ！」

　男の手がアストの胸むな倉ぐらを掴む寸前、アストは被っていたボロ布を跳はね上あげた。

　視界を奪われた男が一いつ瞬しゆんたたらを踏む。その隙にアストは飛び出し、男の足を狙ねらって体当たりした。うまい具合に男は尻しり餅もちをつき、マリノがその拘こう束そくから逃れる。

「逃げるぞ！」

　アストの手を借りて立ち上がったマリノは、しかし一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。彼女がちらりと見た先にあるのは、男の手に今なお握られたあの指輪だ。

　馬ば鹿かを言うなと叫さけびたかった。あれがどれだけ大切か知らないが、命あっての物種だ。

　さきほどからの言い争いを聞きつけてか、周囲に人が集まりつつある。こんなところに留とどまるなど自殺行こう為いだったが、

「くそっ！」

　アストは罵ば声せいを吐はいて立ち上がりつつある男に向かい、懐からさらに小銭を一枚取り出して投げつけた。これでもうアストは無一文だ。

　案の定、男は目の前に降ふってきた小銭に飛びついてアストたちから意識が逸れた。

　その一瞬の隙にアストは石を拾い上げ、男の頭に投げつける。額を押おさえてよろめいた男の手から、アストはかろうじて指輪だけをもぎ取った。

「待てこのクソガキッ!!」

　アストはなかばマリノを突き飛とばすようにして側の細い路地に飛び込む。

　大通りはともかく路地裏は浮浪児の領土だ。しかしアストが息をついたのは、なおも十分以上もマリノの手を引いて走り続けてからだった。
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「お二人の故郷では……その、慈じ善ぜん事業のようなものはなかったのですか？」

　アストがひとしきり昔話をした後、リトフィアがおずおずと尋ねてきた。

「残念ながら、あの街はろくなもんじゃなかったな」

　いまさら生まれを嘆なげくつもりはないが、リトフィアにそう答える顔はいつの間にか泣き笑いのようにかすかに歪ゆがむ。

　各地には領主の運営する救貧院があり、貧しい人々のために炊たき出しを行っている。もしくは領内の聖堂の修道女たちが孤児たちの面倒を見たり、地域によっては聖堂内の学校で初等教育を受けさせることもある。

　アストも幼い頃は聖堂にいたが、虐ぎやく待たいに耐たえかねて逃げ出してからは近寄りもしなかった。慈善事業といったところでその実態は土地ごとに大きく異なる。

「……すみません」

「別に、君が悪いわけじゃない」

　リトフィアもそうした事例を知ってはいるだろうが、皇族として生まれた彼女には実感は持てないだろう。

「その後は、マリノさんとはどのように……」

「とりあえず、仲間のところに連れてったんだ」

　有り金を捨ててマリノを助けたアストは、マリノを孤児の集団の一員とした。幼いマリノが一人きりで生きていけるわけがなかったからだ。当初は仲間は非力なマリノの面倒を見るのを嫌いやがったが、やがて彼女が役に立つことに気づいた。

「久しぶりに見たな」

　演習場に広がる橙色の光にアストは目を細めた。

　二人が見つめる前ではマリノが領域を展開している。人によって領域の色は違うが、マリノのそれは明るい橙だ。

「あの橙なんですね」

「……ああ」

　アストや孤児たちはマリノが魔術を使えることを知り、驚くとともにひどく喜んだ。

　むろん幼いマリノが使える魔術はごく簡単なものだけだった。それでも毛布もなく寒さに耐えるしかない冬の夜、薪まきもなしに燃える小さな炎ほのおがどれだけ暖かかったことか。

「俺おれに最初に魔術を教えてくれたのもあいつだしな」

「そうなんですか!?」

　領域は誰だれしもが持っているものだが、それを展開して魔術の土台とするにはコツが要る。魔術師になりたければまずその訓練をしなくてはならない。

　マリノは言葉や身み振ぶり手て振ぶりを駆く使ししてアストにそれを教えてくれた。結果としてアストは広大な領域を展開できるようになり、故郷を出ることになったのは皮肉な話だが。

　対して今、マリノの足下に広がる領域はそう広くはなかった。

　最大でも半径十数メルトルといったところか。そこらの魔術師よりは上だろうが、魔術師の最高学府たるこの学院にやって来るにしては心こころ許もとない。

　ただし橙の領域に描き出された魔法陣はきわめて複雑で精せい緻ちなものだった。アストは他人の魔法陣を一瞬で読んで効果を推測することができるが、彼ですら思わず目を凝こらせて考え込んだほどだ。

　二人が見守るその前でマリノが魔術を発動する。

　魔法陣から何本もの光の線が浮かび上がり、空中にさまざまな模様を描いていった。円や多角形といった単純なものから大陸の簡単な地図まである。

「……すごい」

　魔術は魔法陣で構築してやらなければいけないため、紙に落書きするのとは逆に、幾き何か学がく模様ならば楽だが不規則な形には複雑な計算が必要になる。魔術はそう派手なものではなかったが、マリノの力量と研けん鑽さんのほどを知るには十分だった。

　領域を消して二人のもとに歩いてきたマリノをアストは拍はく手しゆで出で迎むかえる。

「さすが、俺の魔術の師し匠しよう」

　マリノは特に返事を寄よ越こさなかったが、片かた腕うでで身体を抱だく仕草をアストは覚えていた。

　仲間たちが褒ほめてやるとよく彼女は毛布や手近なものを抱きしめていたものだ。ただ、今はコルセットの上の膨ふくらみが余計に強調されて目に毒な感じになっているが。

「なら、次は俺の番だな」

　マリノと入れ違いにアストは演習場の真ん中に立った。

　妙みような気分だった。まさかこんな風にマリノに魔術を披ひ露ろうする日が来るとは。

「強くなりたかった……か」

　リトフィアは昔せき日じつのアストを見て「強くなりたい」と願ったと語った。ならばたぶん、自分が最初に強さを望んだのはマリノと出会ったあのときだ。

　記き憶おくにあるのは、屈くつ辱じよくと少女を助け出した小さな達成感。

「では、わたしが」

　リトフィアがちらりとマリノを見た後に進み出て、目を閉じて領域を展開した。

　領域を失ったアストは単独では魔術を使えない。他ほかの魔術師の領域を解かい析せきして乗っ取ることで初めて魔力を得ることができる。この裏うら技わざがあるがために領域を持たない者は侵しん奪だつ者と呼ばれて忌いみ嫌われるのだ。

　リトフィアが地面に広げた赤く輝く領域にアストは手のひらを押し当あてる。そこから流れ込んでくるのは魔力であり、魂たましいの心象イメージであり、言葉にならないリトフィアの感情めいたものであったりした。

「……っ」

　領域――可視化した魂の境界線を侵おかされれば、人は本能的に防ぼう御ぎよしようとする。抵抗と膨ぼう大だいな情報を処理する負ふ荷かにアストは顔をしかめ、リトフィアも意識が混こん濁だくしたらしく足をふらつかせる。

　それでもリトフィアが抵抗をできる限り抑おさえ込んでくれたため、アストはどうにかリトフィアの領域を我わがものとすることができた。

「な？」

「……本当に奪った」

　マリノはかつてのアストの領域を知っている。アストの身体のことはあらかじめ話してあったが、生来の白ではなく赤い領域に立つアストの姿を見ては驚きを隠かくせないようだ。

　アストがマリノを振り返ると、マリノの顔は遠目にもわかるほど血の気が引いていた。

「本当に、……もうないの」

「終戦直前に死にかけたときにな。理由はわからないが」

　アストは苦い笑みを浮かべ、

「それでも、お前に教えてもらったことを全部失ったわけじゃないさ」

　領域を失ったとしても知識と経験はまだアストの手にある。だからこそ侵奪などという技も使えるのだし、そもそも今こうやって生きていること自体、マリノに力を与あたえられたからでもある。

「本当に、お前のことを忘れたことはなかったんだ」

　自分が魔術師であるということこそが、アストにとっては家族マリノとの何よりの絆きずなだった。

　アストはそう信じていたが、これもマリノには言い訳としか聞こえないだろうか。

「……ごめんな」

　何度目かの謝罪をアストは口にした。

「お前の言うとおり、終戦後に落ち込んでる間にでも帰ればよかったんだな。手紙だってもしかしたら一通くらいは届いたかもしれない。セドリックに頼たのめばお前や他の奴らの居場所だってわかったかもしれないのに」

　呟き続けるアストに向かってマリノは歩き出し、やがてその歩みが小走りになる。

　自分を見上げてくるマリノに、昔と同じようにアストは身を屈かがめて視点を合わせた。

「……ずっと、寂さびしい思いをさせて悪かったな」

「……ん」

　頭に手を置くと、マリノは小さく頷いた。

「今度、あの街を出てからの話もするよ。ずっと一緒にいられなかった分、これからはこの学院で一緒だ。初めてだよな、同じところで勉強するの」

「……うん」

「まさか、お前の料理を食べられるとは思わなかった」

「……今度は兄さんが作って」

「ああ」

　自分の胸に頭を埋めるマリノの背中を撫でながら、アストはぽつぽつと語りかける。

　そして、少々憮ぶ然ぜんとした顔で駆かけ寄よってきたリトフィアに軽く手を上げた。

「手伝ってもらって助かった」

「……いいえ、たいしたことでは」

　なにしろ足下にはまだリトフィアの領域が展開されたままなのである。解放リリースする暇ひまがなかったと言えばそれまでだが、魔ま術じゆつを使わずとも侵奪はそれだけで負荷がかかる。

　消去され、地面に吸い込まれるようにして消えていく赤い光を見つめつつ、マリノはこんなことを口にした。

「……兄さんは天てん帝ていになるの」

　ある意味、それは学院においては失しつ笑しようものの質問だ。ここは天てん帝てい直ちよつ轄かつの魔ま術じゆつ師しの養成所であり、次代の天帝候補を見いだす場所なのだから。あまつさえ、そう遠くないうちに天帝選考が始まると囁ささやかれる昨今である。

　すべてを見み透すかすかのようなマリノの緑青の瞳ひとみが、静かにアストを見み据すえる。

「目指すよ」

　アストはごく短く答えた。

　初代の天帝は自分と同じ、自ら領域を持たない侵奪者だったのではないか――以前の戦いでアストはそう推測した。天帝選考に身を投じることでその真実の一いつ端たんくらいは掴めるかもしれない。

　天帝選考では大陸じゅうから優すぐれた魔術師が集まり、鎬しのぎを削けずることになる。いかにアストが元〝英えい雄ゆう〟とはいえ一ひと筋すじ縄なわではいくまい。ただ、それを目指すことに――その過程には価値があるのではないかと思える。

　決然としたアストの言葉にマリノは小さく頷く。

　だが次に彼女が発した問いはアストを面食くらわせた。

「……天帝になったら」

　もしも帝冠に、大陸すべてを睥へい睨げいする玉座に手が届いたなら。

　それはあまりに途と方ほうもなく、現実味が持てない想像だった。

「天帝になったら……何でもできるなら？」

「……そう」

　実を言えば、アストの人生において選せん択たく肢しはそう多くなかった。

　必要であるかどうかの判断はできる。合理性に基もとづいて優先順位を付けることもできた。ただそれらを抜きにして、好きに選べと言われるとアストは戸と惑まどってしまう。

　戦場においては生き延びるために必要か、命令であるか否いなかさえ考えればよかったからだ。それ以外の思考は入る余地がなかった。

　だから、大陸すべてを意のままにするというのが想像がつかない。

　当代の天帝ユーヴァの姿を思い出す。この大陸でもっとも偉い大だいな人間の正体は、抜け殻がらのような老人だった。すべての支配者であるがゆえにすべての人々を救おうと思し索さくし、その果てに無む為いに行き着いた男。

　しばし考えた末、アストは口を開いた。

「そうだな。……たとえば、あの街に孤こ児じ院いんを建てるってのはどうだ」

　かつての自分たちのような、惨みじめな思いをする子供たちが少しでも減るように。

　それは天帝の為なすべきこととしてはあまりにもささやかだろう。今のところ各国はおおむね平へい穏おんを保っているが、紛ふん争そうの火種や社会の歪みもあちこちにあるし、それより優先すべきことも多いはずだ。だが、

「俺がもしも天帝になったなら、だけどな」

　自信なさげに付け加えたアストだが、なぜかマリノは満足そうに頷いた。

「いいのではないですか、それで」

　傍かたわらで聞いていたリトフィアも微ほほ笑えんで首しゆ肯こうする。

「王なんてみな自分勝手なものです。何を優先しようが……それを一存で決められるからこその王です。酒池肉林をやったり、過去には毎日使用人に穴を掘ほらせるのが趣しゆ味みなんて人もいましたし」

「……もしかして君の先祖か、それは」

　リトフィアの実家、バルテノメア家は大陸でもっとも古い王族である。千年以上……初代天帝以前から国を統治してきた家いえ柄がらだから、中にはそんな変な人物もいたらしい。

「そもそも武力で皇位を奪った兄様こそ、私情の塊のような国皇ではありませんか」

「そう言えなくもない、のか？」

　かつてセドリックがアストを擁ようして叛はん乱らんを起こしたのは、さもなければ殺されるという瀬せ戸と際ぎわまで追おい詰つめられたからだ。酒池肉林と同列に扱あつかえるわけではないにしろ、確かにそれも私情には違いない。

「天帝選考で勝利したなら、好きなように振ふる舞まえばいいんです。天帝となる機会チヤンスはすべての魔術師に平等にあるのですから。その結果が酒池肉林でも、それはそれで平等です」

「いや俺は酒池肉林をやるつもりはないからな？」

　アストはそこだけは断固としてリトフィアに主張した。

「……〝英雄〟になって、遠いところの人になったと思った」

　胸むな元もとから聞こえたマリノの呟つぶやきに、アストははっと彼女を見下ろした。

「マリノ、お前……」

「……でも兄さんのままなら、学院ここでも一緒にいる」

　そしてマリノはふたたび意志の強さを感じさせる瞳にアストを映した。

「兄さんが王様になるなら、きっと私が……家族が必要だから」







第二章　託たく宣せんの巫み女こ







　大陸の覇は者しやたる天帝ではあるが、その実、すべて好きなように振る舞えるわけではない。

　天帝になったからとて俗ぞく世せのしがらみは切り捨てられないからだ。

　歴代の天帝によって定められた公務や責務は山のようにあるし、各国の王は陳ちん情じように来るし、配下の聖職者たちがあれやこれやと言ってくる。

　それに血けつ縁えんだ。

　王おう侯こう貴族は政略結けつ婚こんを繰くり返かえした結果、複雑な縁えん戚せき関係で結ばれている。高貴な血筋の魔術師たちから選せん抜ばつされる天帝もまた然しかりだ。

　つまり帝てい位いに即ついたからとて、母国や縁えんのある国の意向は無視しづらい。

　逆に言えば、自国の魔術師を天帝に据すえられれば国家間交こう渉しようにおいてきわめて有利になる。バルテノムほどの大国ならともかく、ほとんどの国にとって自国から天帝を輩はい出しゆつすることは悲願なのだ。

　しかし今回、アストは有力な候補者でありながらそうした背景を持たない。

　この場合、選択肢は二つ。アスト個人に取り入る術を模も索さくするか、アストをどうにかして天帝選考から排はい除じよすることである。

　天帝選考では、前の天帝が逝せい去きよした時点で各地から優ゆう秀しゆうな魔術師が集められる。各国と有力な魔術師の組織がそれぞれ自派の優ゆう秀しゆう者しやを推おす形だ。

　アストはひそかにセドリックと連れん絡らくを取り合っているが、公的な立場はバルテノムから離れている。現状、彼かれを推す組織があるとすれば最高学府たるこの学院だろう。

　つまりアストを学院から追放さえできれば、天帝選考から除外できる可能性がある。

　アストとて、そうした自分の立場を理解していないわけではなかったのだが……

「……さすがに、これは予想できなかったな」

　掲けい示じ板ばんに張り出された通達を前に、アストは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

「どういう意味なんでしょうか、これは……」

「いや、文字通りだろう」

　リトフィアの呟きにいささかやけっぱちに答える。理り屈くつとしてはきわめて単純だ――あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしいが。

「……毎年のことなの」

「いいえ、去年はこんな告知はなかったはずです」

　まだ学院の慣習をよく知らないマリノに、アストに代わってリトフィアが答えた。

「臨時の学費徴ちよう収しゆうだなんて……」

　この学院は聖堂によって運営されており、各国の学校と違って学費はかからない。天帝の権けん威いと政治的中立性を保つためというのが理由だ。

　しかしその原則が破られた。

　名目上は「講義と実習にかかる諸経費」となっているが、学生側に選択肢はなく、なにより「期日までに所定の金額を納められない場合は退学」と記されているときた。

「あの、この額はそんなに高いものなのでしょうか？」

「俺にはな」

　あからさまに苛いら立だった顔のアストにリトフィアがおろおろしている。彼女に非はないので申し訳なくは思うが、今はちょっと勘かん弁べんして欲しい。

　このご時世、王侯貴族と庶民の暮らしはあまりにも違う。貴族の姫ひめ君ぎみが使う手巾ハンカチが庶民の年収に匹ひつ敵てきする、などといった話は数え上げたらきりがない。それはひとつの国がさらに二つに分かれていると言っていいほどのものだ。

　要するに提示された金額は皇族のリトフィアたちにとってはたいしたことはないが、アストには致ち命めい的てきなほど高かった。

　少なくとも、食堂の厨ちゆう房ぼうで下働きをして日々の生活費を補ほ填てんしている彼には即そく座ざに出せない金額である。

「……こっちの都合をよくわかってらっしゃる」

　学生の大半は富ふ裕ゆう層そうの出身だ。例外、つまりこの通達に引っかかりそうな学生はアスト一人。どう考えてもアストを学院から排除しようという策である。

「儚はかなかったな、天帝への道……」

　刺し客かくが差し向けられるというのであればいくらでも退けてみせよう。しかしいかな〝英雄〟と言えど、悲しいことに懐事情はいかんともしがたかった。

「あ、あの、アスト？」

　思わず遠い目をしたアストは、マリノに足を踏んづけられてはっと我に返った。

　どうやら意表を突つかれすぎて思ったより動どう揺ようしていたようだ。

「……どうするの」

「うーん」

　アストは腕うで組ぐみして考えこんだ。

　大陸の覇者を決める天帝選考への妨ぼう害がい工作としてはあまりにもせせこましいが、これは明らかに学院自治への干かん渉しようであり、事態は深刻である。とはいえアストに調べの付くものではなく、政治はセドリックやアルヴィンの領分だ。

「とにかく、金をどうにかするしかないか？」

　アストがやるべきはこの火急の危機を乗り切ることである。支し払はらい期き日じつはおよそ一ヶか月げつ後。うかうかしていると本当にこの学院から追い出されてしまう。

「セドリックに頼んだら何日かかるかな」

　バルテノム国皇ならこのくらいの金はわけなく工面してくれるだろう。だがリトフィアが渋しぶい顔で首を横に振った。

「おそらく無理です。……それも規則上、問題視されると思います」

　学院は政治的中立性を維い持じするためにいくつもの手を打っている。バルテノムの人間でないアストがセドリックから金を受け取ったら、それこそ癒ゆ着ちやくだの何だのと追つい及きゆうされる可能性が高い。

「なんつう面めん倒どうな……」

　マリノを振り返ると、彼かの女じよは無言でじっとアストを見つめていた。

　さぞかし呆あきれているだろうと思ったが、その目は思ったよりも真しん剣けんだった。アストがどのような結論を出すか見み極きわめようとしているかのようだ。

　選択肢はないではない。今のマリノや姫君であるリトフィアはそれくらいの金は持っているはずだ。しかしこれはアスト自身の問題であり、対価を支し払はらうならともかくただ泣きつくなどという真似まねはできない。

「厨房で給金を前借りできるとして……」

　がりがりと頭を掻かきながら脳のう裏りで何度も暗算を繰り返すアストを、不意にリトフィアがにこにこと笑って見上げてきた。

「何か案があるか？」

「ええ」

「本当か!?」

　アストは思わず身を乗り出だした。リトフィアはいきなりアストの顔が近づいたのに目を白黒させ、かすかに頬を赤く染める。

　そして彼女は満面の笑みで言った。

「みんなで働くというのはどうでしょう」







　扉とびらを開けるとそこは修しゆ羅ら場ばだった。

　アストは厨房での雑用をひととおり終えた後、足早に校舎の一角に向かった。

　生徒会が管理している空き部屋のひとつを、アルヴィンに頼んでしばらく借りたのだ。狭せまい上に窓には牢ろう獄ごくよろしく鉄てつ格ごう子しの嵌はまった部屋で、そのせいで長いこと放置されていたようだが、この際文句を言ってはいられない。

「悪い、遅おそくなった……」

　しかしアストは片足を踏み出したままの体勢でしばし硬こう直ちよくした。

　糸や糸巻きボビン、縫ぬい針ばりに編み針、布やリボンに至るまで、テーブルから床ゆかからあらゆるところに散乱している。刺客に襲おそわれて死しに物もの狂ぐるいで抵抗したかのような有様だ。

　血が飛び散っていないことだけがせめてもの救いといった惨さん状じようである。

「何があったんだ!?」

　アストは愕がく然ぜんとして少女たちのもとに駆け寄った。

　先にこの部屋にいた三人の少女のうち、エルゼはなぜか壁かべに引っかかっていた。

　優等生ながら武芸にも通じ、いつもは野生の獣けもののようなしなやかさを感じさせる少女なのだが、今は干ひ涸からびて放置された案山子かかしのように四し肢しを投げ出してぐったりしている。

　アストは慌あわててエルゼを抱き起おこし、ぺしぺしと軽く頬を叩いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「わ……私の力が足りなかった。我が未熟を心から恥はじ……」

「あんたたち、いったい何をやってたんだ」

「殿でん下かが……まさか、ここまで不器用だとは」

「エルゼ？　おい、ベルゲン公女、しっかりしてくれ!?」

　エルゼは床に座すわり込んだリトフィアを指さし、ふたたびがくりと力尽きた。

「なあリトフィア……俺は確か、君たちとこの部屋で仕事をするって聞いてたんだが」

　エルゼをそっと床に横たえ、アストは今度はリトフィアに声をかける。

　リトフィアは冷たい石造りの床にぺたんと尻しりをつき、両手をついてうなだれていた。少し前までは学内でも落ちこぼれで弱音を吐くこともあった彼女だが、ここまで打ちひしがれている姿は見たことがない。

「ううう、すみませんすみません」

　ぶつぶつ虚こ空くうに向かって呟いているが、その謝罪は誰に向けたものかもはっきりしない。正直ちょっと……いやだいぶ不気味だった。

「今は無理そうだな、これは」

　アストはリトフィアから事情を聞くのも諦あきらめ、三人目ことマリノを振り向むいた。

　マリノは部屋の隅すみにじっと佇たたずみ、アストたちを見つめている。

　その姿はいつも通りの静せい謐ひつな観察者で、泣いたり干涸らびたりといったことはない。アストは思わずほっとしたが、よく見れば目め尻じりが下がってどことなく困っている様子だ。

「お前たち、何をやってたんだ？」

「……内職」

　マリノは淡たん々たんと答えたが、その声も切れ味に欠けていた。

　――掲示板に通達が出た後、アストはまずアルヴィンに直じか談だん判ぱんに行った。

　そこで学費について問いただしてみたのだが、生徒会長とはいえ学生の立場では運営の問題にまで口出しできないらしかった。アルヴィンもおかしな話だとは思っているようで、何かわかったら連絡するとは約束してくれたが。

　一方、「働けばいい」と言ってのけたリトフィアは厨房のメアリのもとに行った。

　当初、彼女はアストと一いつ緒しよに厨房で働けばいいと思っていたようだ。しかしマリノはまだしもリトフィアは料理などしたこともないお姫ひめ様さまである。雇やとってはもらえなかった。

　だがリトフィアから事情を聞いたメアリは、伝手つてを頼たよって彼女たちにもできる仕事がないかと探してみてくれたのだ。

「確か……今日から手巾ハンカチを縫う、とか聞いたんだが」

「……そのつもりだった」

「つもりだった、ってなあ」

　メアリ――そしてリトフィアに代わって内職の段取りを付けたエルゼによれば、主婦が家事の合間に針仕事をして家計の足しにすることはよくあるのだという。

　高貴な女性が身にまとうドレス、それにふんだんに使われる刺し繍しゆうやレースは、大勢の職人が気の遠くなるような時間をかけて縫い上げたものである。ある貴族の愛あい妾しようが襟えりに付けていたレースは、別べつ荘そうひとつと同じ値段だったなどという話もあるくらいだ。

　長らく職人たちはそうした高度な技術を独どく占せんし、王侯貴族のために美しい芸術品を織り上げてきた。

　しかし最近はギルドによる技術の独占が崩くずれてきていること、また庶しよ民みんもそうした贅ぜい沢たくを真似たがることから、彼らのための安価な品も多く出回っているのだとか。

　床には布に紛まぎれるようにして仕様書らしき紙も散らばっている。この指示通りに手巾ハンカチを縫い上げて納品すれば、いくばくかの金がもらえるという寸法だ。

「なんだか爆ばく発はつしてないか、この糸玉」

「……リトフィアさんが触さわったらそうなった」

「…………」

「……見ているしかなかった」

「……そうか……」

　今アストの目の前に散乱している布や糸は内職のための材料である。これもそう高品質なものではないが、売り物となるべきものをこんなに粗そ雑ざつに扱って良いのだろうか。

「っと、大丈夫か？」

　アストはふらふらと身体を起こしたエルゼに駆け寄って手を貸してやる。

　なおも心ここにあらずといった様子の彼女を抱き起こし、水を汲くんできて飲ませてやると、エルゼは人ひと心地ごこちついたとばかりに大きく息を吐いた。

「恐おそろしいものを見たのだ」

　ようやくエルゼはぽつぽつと語り始める。

「殿下が……縫い針には何度も何度もやっても糸が通らず、編み針を渡わたしてみたら片かたっ端ぱしからひん曲げ、糸巻きは手にしたとたんに破は裂れつさせ、その挙げ句……」

「わかったもういい」

　俯うつむいてぶつぶつ呟き続けるエルゼをアストはどうにかなだめて落ち着かせた。

　考えてみれば、何もない廊ろう下かですらたまに勝手に転んでいるリトフィアである。そんな不器用な彼女が針仕事などできるわけがなかった。

「ところで、あんたは縫い物ものできるんだな」

「貴様、馬鹿にしているな!?」

　アストの感想にエルゼは喚わめいた。

「針仕事は女の嗜たしなみだからな。どこの家に嫁とついでも恥ずかしくないようにと、母上や姉上たちに仕込んでもらったのだ」

　えっへんとエルゼは胸を張ったが、その表情はすぐに剣けん呑のんになった。

　彼女には以前婚こん約やく者しやがいたのだが、箔はくを付けるための戦で敗走して引きこもりと化してしまった。その婚約者を叩たたきのめしたのはアストを含ふくむセドリックの軍である。

「貴様のせいで私の花はな嫁よめ修しゆ業ぎようはすべて無む駄だとなったのに、その私がどうして貴様の金策の手伝いなどと……」

「わ、悪いな」

「勘かん違ちがいするなッ、これは私が貴様をぶちのめす前に貴様が学院から去るなどということがあってはならないからなのだ！」

　ふたたびエルゼは噛かみつかんばかりに喚いた。

　落ち込んだり遠い目をしている少女たちはひとまず置いておいて、アストは散らかりまくった糸や布を手て際ぎわよく片付けていった。縫い針はおろか串くしほどの太さがある編み針まで曲がっているのを見て、改めて空そら恐おそろしくなったりもしたが。

「……手伝う」

　マリノがアストの動きを真似るように散らばった糸を拾い集め、

「うう、すみませんすみません……」

「ま、まあ、人間、得意不得意があるさ」

　なおもぐんにゃりとした顔のリトフィアをアストは必死で慰なぐさめた。その言葉がどこか投げやりだったのは見み逃のがして欲ほしいところだ。

「さて、本題に戻っていいか？」

　ようやく部屋を元の状態まで戻してから、アストは改めて少女たちに向き直る。

　リトフィア対策はおいおい考えるとして、まずは本来の作業を進めなくてはならない。

「ああ。……そうだな、私がやってみせるから殿下は見ていてくれ。貴様もだ」

「は、はい」

　言ってエルゼは素す早ばやくレース用の糸を左手に巻き付け、編み針を右手に掴つかんだ。

　レースの作り方は何種類かあるが、今回は一本のかぎ針……先せん端たんが軽く曲がった編み針で細く頑がん丈じような糸を編み、布の四辺を縁ふち取どっていく方法だ。

「凄すごいですねえ……」

「……へえ」

　アストとリトフィアは揃そろって目を見張った。

　エルゼが目にも留まらぬ速さで小さく手を動かすたびに、たった一本の糸が複雑に絡からみ合あい、花や蔓つるをあしらったレースとなって少しずつ手の中から現れてくる。

「なんか、魔ま法ほう陣じんみたいだな」

「どこが」

「いや、細かい図案の組み合わせでできてるところとか……」

　即物的なアストの比ひ喩ゆは女じよ性せい陣じんにはいたく不評だった。

　魔法陣もまた複雑な図案をしているが、その中身は雷かみなりや風といった属性を定める図形、球や矢といった形状を指定する箇か所しよ、規模や撃うち出す方角を定める模様の組み合わせで構成されており、慣れた者ならおよその効果を推測することができる。

　アストは何人か貴族の知ち己きもいるが、ほとんどが戦場で知り合った相手であり、貴婦人のドレスになどお目にかかる機会もなかった。繊せん細さいなレースを見るのも初めてなのだ。

　ともあれエルゼが編んでみせたレースは、装そう飾しよく品ひんに縁のないアストでも思わず感心するくらいの出で来き映ばえだった。

　純白の糸で編まれたレースは、濃こい色の布に重ねればその細かな模様が浮うかび上あがってさぞ映はえるだろう。なるほど世の女性が血ち眼まなこになって求めるのもわかる気がする。

　きりのいいところで手を止め、エルゼはふたたびアストたちに向き直った。

「――とまあ、仕上げの部分はこんな感じだ」

「悪いが、俺はこれは無理だぞ」

「誰も貴様に期待なぞしておらん……ではなくて、そもそも貴様のための金策だろう、貴様がやらずにどうするッ」

　ぶつぶつ言いながらもエルゼは仕様書を見ながら作業工程を整理し、簡単なものと複雑なものに分けていく。

　できるだけ難しい部分をエルゼに回し、リトフィアには簡単な作業をやってもらうことにする。時間の余よ裕ゆうがない以上は効率よく進めなければ間に合わない。

　実のところ、アストがこの部屋に来るまでにその打ち合わせを済ませておいてもらう予定だったのだが、確かく認にんの意味もあってリトフィアに針と糸を渡してみたらあの惨状が生まれたらしい。

「そして問題は貴様とマリノ嬢じようなのだが……」

「俺はざっと縫うくらいはできるぞ。マリノは？」

「……同じく」

　ひとまずアストとマリノが雑多な作業を受け持つことで役割分担は終わった。

　四人はこれも生徒会から借りた椅い子すに腰こし掛かけ、それぞれの作業を始める。

「まずはこの布を三十センテに切って……」

「あの、アストは縫い物ができるのですか？」

　アストが仕様書と睨にらめっこしながら手を動かし始めたところで、おずおずとリトフィアが尋たずねてきた。なお彼女は当分針を持つことを禁止され、今のところ整せい頓とん係である。

「まあ、昔よくやらされたしな」

　華か美びな服とは無む縁えんだったが繕つくろい物程度ならできる。旅に暮らす傭よう兵へいや行商人は服が破れたら自分で直さなくてはいけないし、仲間たちの服を繕うのも下したっ端ぱの仕事だ。

「この針だって安くはないからな。一本なくしたら一日飯抜ぬきだった」

　アストがしみじみ述じゆつ懐かいする横で、さきほど針をへし折ったリトフィアは遠い目をした。

　さて仕様書によれば、布の数カ所に薔薇ばらの花の刺繍を施ほどこさなくてはならない。

　とはいえ職人による芸術品ではないのでごく簡単なものだ。さきほどエルゼが披露したレース編みと違ちがって、図案を見れば刺さし方はおよそ見当が付く。

「セドリックに話したら大笑いされるんだろうな……」

　ぶつぶつ言いながらアストは赤い糸を手に取った。

　まさかいまさら針仕事をすることになるとは思わなかった。ここは魔術師の学院のはずなのだが、皿洗いだの縫い物だの、生活感あふれることばかりやる羽目になっているのは気のせいだろうか。
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「……うまく行ってるといいんだけどな」

　しばし奮ふん闘とうした後、アストは刺繍を終えた布を目の前にかざしてみた。

　しかし問題はこれからなのだ。

「うん？　早いな、もう終わったのか」

　エルゼが身を乗り出してアストの手元を覗のぞき込んでくる。

「さて、出来はどんなもの……」

　エルゼは言いかけたところで沈ちん黙もくした。

　リトフィアはしばらく窓まど際ぎわでいじけていたが、不ふ穏おんな気配に近づいたらしくのたのたと近づいてきた。エルゼの後ろから縫いかけの刺繍を覗き込み、困こん惑わくした顔で呟く。

「変というか……なんだか怖こわいです」

　その呟きにエルゼがこくこくと力いっぱい頷うなずいた。

「またか……」

　アストは頭を抱かかえて呻うめいた。

　実はこう言われたのは初めてではない。昔も敵の装備や布ふ陣じんを説明するのに簡単な絵を描かいて見せることがたびたびあったが、そのたびにこんな反応が返ってきた。

「これはどうなって……ええと、四よ隅すみに赤い糸で薔薇、その左に緑の糸で葉」

　エルゼはなおも困惑した顔で仕様書とアストの刺繍を見比べ始める。

　要件はすべて満たしているのだ。簡素化された薔薇の図案も、それを彩いろどる葉も。アストの絵が下手なわけではなく、描かれているのが薔薇であることはきちんとわかる。

　それでもなお、どこかが歪ゆがんでいるのだった。

　ただ、どこがとまではわからない。わかったらアストは昔から苦労していない。

「……昔から絵は下手」

　マリノが横でぼそりと言った。

　彼女は問題のアストの作品に目もくれず、いやもしかしたらちらりと見るくらいはしたのかもしれないが、ひとり黙もく々もくと針を動かしている。

　子供の頃ころ、アストはマリノや他ほかの幼児に絵を描いてやったことも何度かある。しかし彼らを慰めるための絵は逆に泣き声の大合唱を引き起こし、「頼むから描いてくれるな」と仲間たちから懇こん願がんされたのだった。

「自覚があるなら手を出さなければよかった」

「……だが、俺おれが何もやらないわけには」

「材料を無駄にするよりまし」

　正論ではあるが容よう赦しやのない意見に、アストはがくりと肩かたを落とした。

「しかしどうしたものかな。安物とは言えさすがにこれでは納品できまい。こんな手巾ハンカチを贈おくり物にされた日には、恋こい人びとや夫ふう婦ふの絆が崩ほう壊かいしかねん」

「わ、わたしはアストが手作りしてくれたものなら嬉うれしいです！」

　リトフィアはなおも健け気なげにそう力説したが、作りかけの手巾ハンカチを握にぎるその目はなんだか泣きそうだった。

「うーむ……ん？」

　やがてエルゼが何かに気づいた様子で、アストの隣となりのマリノの手元に目をやった。

　三人が悩なやんでいる間もマリノは我関せずといった風ふ情ぜいでちくちくと刺繍を続けている。その成果として、彼女の目の前には既すでに美しく薔薇が咲さいた布が何枚も積まれていた。

「早いな、マリノ!?」

「……ずっとやってたから」

　アストと同じ図面を元にした刺繍のはずなのだが、マリノのそれは彼女の性格を反映してか一糸乱れぬ縫い目めだった。エルゼによれば量産品の手巾ハンカチとしては十分すぎる出来だそうで、彼女がこの速さで仕上げられるなら願ったり叶かなったりだ。

「いや本当にお前がいてくれて良かった……」

「……退いて。邪じや魔ま」

　感謝のあまりマリノの手を取ろうとしたアストはまたもや彼女に振り払はらわれた。

「……マリノさんも刺繍ができるのですね……」

　その横ではリトフィアがまたもや床に手をついて落ち込んでいる。マリノが不器用なことを期待していたわけではあるまいが、裁さい縫ほうができないのは結果として彼女だけだった。

「さて、この仕事は私とマリノ嬢で片付けよう。……というか我々しか戦力にならん」

「面めん目ぼくない」

「すみません……」

　腰こしに手を当てて宣言したエルゼにアストとリトフィアが揃って頭を下げる。

「だが正直、手巾ハンカチ一枚の売値などたかが知れている。並行して他の仕事もしなければ期日には間に合わんだろうな」

「そっちはなんとか頑がん張ばってみるよ」

　渋い顔のエルゼにアストはぎこちない笑えみで頷いた。

「殿下はまあ……」

「すみませんすみませんお役に立てなくて……せめて掃そう除じくらいは」

「あああ、殿下、それはまだ作りかけなのだ針を触らないでッ!?」

　なぜかリトフィアとエルゼがきゃあきゃあと二人して糸玉を追いかけ始めた。

　それを一瞥してから、マリノはちらりとアストを振り返った。やはり針を動かしつつ、

「……兄さん」

「何だ？」

「これで天帝になれるの」

「……努力すれば、たぶん」
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　学院には学生のほか、魔ま術じゆつの研究者も数多く在ざい籍せきしている。

　入学してから三年までは専門講義で見かけるだけだが、四、五年になると専せん攻こうごとに研究室にも籍せきを置いて研究者の指導を仰あおぐことになる。学生の大半は五年で学業を終えて帰国するが、優秀な……そして故郷で出世するつもりのない一部の学生はそのまま研究を続け、やがて後進の面倒を見ることになるのだ。

　各国から集まった選よりすぐりの研究者もまた、魔術の最高学府としての学院の地位に寄き与よする一員なのである。

「おや、こんにちは。ところで君、今日こそ解かい剖ぼうされに来てくれたの？」

「今日も明日も勘弁してくれませんか」

　しかしアストが知る限り、研究者という人種はおしなべて変人である。

　転入直後からアストには研究者の熱い視線が注がれていたが、侵しん奪だつ者だと知られてからはますますひどくなった。これはまだ平和的な挨あい拶さつで、実際にメスを持って迫せまってこないだけましなほうだ。

「そりゃ残念。じゃあ今日は何の用なの？」

「ウルスラ女史は在室ですか？」

「ウルスラ？　ああ、三日くらい前にそこらへんを歩いてた気はするけど」

「……わかりました、行ってみます」

　そんな会話を傍らのマリノは淡々と眺ながめていたが、そこはかとなく呆れ顔がおである。

「入りますよ」

　ノックしても返事がないのでアストは勝手にドアノブに手をかけた。鍵かぎはかかっておらず、軽い手て応ごたえとともに扉が開く。

　研究棟とうにずらりと並ぶ、個人に与あたえられた研究室のうちのひとつである。案の定と言うべきか、室内は古びた本に定規に円規コンパス、怪あやしげな薬品の瓶びんまでもが無造作に転がっている……というより床に降り積もっていた。

　この部屋の主たる人物もまたなかば堆たい積せき物ぶつに埋うもれかけていたが、やがて入り口に佇むアストたちに気づいたらしく、気さくに手を挙げて応じてきた。

「お、来たね」

「頼たのまれていたとおり、妹も連れてきましたよ」

　アストに促うながされてマリノがひょこっと研究室を覗き込んだが、多少顔が強こわばっていたのは仕方あるまい。

「おお、君が噂うわさの入試一位の才さい媛えんか。いやまた可か愛わいい子じゃないの」

「……！　……！」

　はたして飛び出してきた研究者に抱きつかれ、マリノは無言で悲鳴を上げた。

　マリノは両手をばたばた振り回まわして抵てい抗こうしたが、研究者はびくともせずにマリノをがっちり捕とらえて頬ほおずりを続ける。

「あの、こいつが怯おびえてるんでそろそろ離はなれてくれませんか」

「えー、せっかく可愛い子とお近づきになれたと思ったのに」

　アストがマリノから研究者を引ひき離した後も、研究者はぶつぶつ文句を言っていた。

「だったらもう少し気を遣つかってやってくれませんかね……」

　心底残念そうにマリノを見つめる研究者は、まだ若い女性だった。

　眼鏡をかけてぼさぼさの金きん髪ぱつを後ろでくくり、薬品で汚よごれた白衣を肩に引っかけたその姿は、先日第一教室で講義をしたときとまったく変わっていない。というより、アストは彼女のこれ以外の格好を見たことがない。

　よく見れば肌はだは白いし顔立ちも整っているのだが、この風ふう体ていと目の下にくっきり浮かんだ隈くまのせいで美人という印象は欠片かけらも持てなかった。

「あー、ごめんねマリノちゃん。あたしはウルスラ・バーネル。専門は……色々だけど、最近やってるのは魔力が特定の有機的結けつ晶しように及およぼす永続的変化、……要するに魔ま道具ね。あ、気楽にウルスラお姉さんって呼んでちょうだいな」

　マリノは目を瞬またたかせる。マリノにはあらかじめウルスラの名を伝えてあったので、ようやく合が点てんがいったようだ。

「……マリノ・フォン・ウェズレーです」

　マリノはかぼそい声で呟き、ぺこりと頭を下げていた。

「それじゃ、どこから手伝えばいいですか？」

　アストたちがこの研究室を訪おとずれた理由は金策、というか小こ遣づかい稼かせぎのためである。以前からウルスラと面識のあったアストは、この研究室の片付けを手伝う代わりに謝礼をもらう約束を取り付けたのだった。

「あー、とりあえずそこの本をまとめてもらえる？」

「わかりました」

　しかし自分から引き受けたこととはいえ、この悲ひ惨さんきわまりない研究室はいつになったら片付くことやら。つくづく金を稼ぐというのは楽ではない。

「……私はこっち」

　マリノはアストと同じように散らばった本を拾い集め始めたが、

「あー、いいのいいの、マリノちゃんはそんなことしなくて。こっちいらっしゃいな」

「……でも」

「そんな力仕事は男にやらせときゃいいのよ。女の子は私とお茶しましょう、お茶」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだから、いいから行ってこい」

　実はマリノを連れてくることも『片付け』の条件に入っていた。兄としては妹を売ったようで少々心苦しい。許せマリノ、と心の中で小さく呟つぶやく。

　まあウルスラは変人だが腹黒い人間ではない。マリノを悪いようにはしないだろう。

「でさ、マリノちゃん、聞きたかったのはこの遺失魔術の論文についてなんだけど……」

「マリノはまだ入学したばかりですよ」

　マリノが成績優秀なのは確かだが、専門的内容についていけるほどではあるまい。

　アストは苦笑いで口を挟はさんだが、しかし当のマリノは小さく眉まゆを寄せてウルスラから渡された論文に目を通している。

「たぶん……わかる」

「本当!?」

「……昔、似たものを読んだ」

　アストよりもむしろウルスラが驚おどろいた。くわっと目を見開いてマリノの肩に手を置き、

「じゃあさ、これどう思う!?　ここの遺失魔術の属性がどうのってところなんだけど」

　ウルスラに質問攻ぜめにされ、マリノは目を白黒させながらもぼそぼそと答えている。

　それを横目に見つつ、アストは首を傾かしげる。

　マリノは英才教育を受けた人間ではない。入学前に男だん爵しやく家にいたことはあるにしろ、ほとんどは独学のはずだ。専門家のウルスラと同じ知識をいったいどこで身につけたのか。

　そういえばマリノは、アストと出会う前から簡単な魔術は使えたが。

「……あれ」

　ひとしきりウルスラと話した……というよりウルスラが一方的にまくし立てるのに疲つかれたところで、マリノはふと近くの棚たなに置かれた木箱に目を留めた。

　部屋のほとんどのものが中身を剥むき出しにして乱雑に積まれている中、その箱だけはきちんと所定の場所にしまわれており、埃ほこりも積もっていない。

「それ？　ああ、興味があるんだったら見ても良いよ」

　ウルスラのお許しが出たところで、マリノは背せ伸のびして木箱をひとつ抜き出した。

「封ふう命めい晶しよう？」

　小さくも頑丈なその箱には琥こ珀はく状の封ふう命めい晶しようが数個綿にくるまれて収められていた。

　ウルスラの専門は魔道具だから、その動力源たる封ふう命めい晶しようがあってもおかしくはない。小指の爪つめほどの石ひとつで庶民の年収に匹敵する、あまりに高価な試料ではあるが。

　マリノはその半はん透とう明めいな石を光に透すかしながら観察している。

「お前、封ふう命めい晶しようを見たことがなかったか？」

「……ひとつだけ持ってる」

　そう言ってマリノはごそごそと胸むな元もとから指輪をひとつ取り出した。

　アストはそれに見覚えがあった。出会ったときにマリノが取とり戻もどしたがった指輪だ。

「魔道具だったのか、それ」

　指輪や腕うで輪わの形をした魔道具は数多く残されており、たいていは使い捨てで炎ほのおや爆発を引き起こすだけの単純なものだが、起動が速い上に魔ま術じゆつ師しでなくとも使えるので護身用として貴人に重宝されている。

「……ん？」

　そこでアストはかすかに違い和わ感かんを感じた。

　魔術の気配――とでも言うべきか。領域ドメインで魔ま力りよくを練り上げるときと似た感かん触しよくである。

　もっとも魔力そのものは不可視であり、魔術師が感じる手応えもあくまで自覚症しよう状じようで実体はないと言われている。研究室で魔道具に囲まれているのをそう感じただけだろう。

「何の魔術が入ってるの？　護身用ならまあ……」

「……わからない」

　昔から大切にしているとはいえ、マリノ自身も詳しよう細さいは知らないようだ。

「私が調べてあげよっか？　起動方法くらいならわかるかもよ」

「……間ま違ちがって、というか面おも白しろがって起動しないでくださいよ。使い捨てなんですし」

「あ、そうか」

　呆れたように口を挟んだアストの向こうで、大事な指輪を壊こわされてはたまらないとばかりにマリノはふたたび胸元に指輪をしまった。

「そういやさっきの話だけど、遺失魔術の属性ってのはその封ふう命めい晶しようを作るのにも……」

「……どういうことです？」

　引っかかるものを感じて、アストはふたたび口を挟んだ。

「何って、この間の講義でやったじゃない。魔道具を作る魔術も遺失魔術の一種だって」

「……あ」

　とっさに思い出せなかった。リトフィアが答えに窮きゆうしたときのことだ。

「ここから先はもっと先の学習過程カリキユラムなんだけど、よろしい、〝英えい雄ゆう〟君に敬意を表して個人授業をして差し上げましょう。――属性ってのはわかるでしょ？」

「はい」

　領域にはそれぞれ癖くせのようなものがあり、魔術師はみな得意な系統とそうでないものを持っている。リトフィアが雷、エルゼが風といった具合だ。

　ただしあくまで癖なので、属性の違う魔術が使えないわけではない。たとえばリトフィアの雷石斧ウコンバサラは雷と土の魔術の組み合わせである。

「で、だ。……封ふう命めい晶しようとか魔道具の製造方法はずいぶん昔に散さん逸いつしたとされているけど、それはそれ用の魔術の資料が残ってないってだけじゃなくて、その魔術を使える人間がそもそも少ないらしいんだよね」

「つまり、特定の属性を持つ人間しか使えない？」

「そういうこと。……あ、その本はそこの棚に入れてちょうだい」

「そもそも棚に空きがありませんよ！」

　アストはばたばたと研究室を走り回りながら会話を続ける。

「そういえば、遺失魔術はもともと巫女みこのものだったとか」

「そうそう。――神様の声を聞く資格のある人間はなかなかいなかったってことだね」

　魔術とはもともと、天上の神々の託たく宣せんを得るために始まった。

　現代の魔術は論理的、科学的に構築されているが、古来の魔術は神がかり的な意味合いが強かった。訓練さえ受ければ誰だれでも扱あつかえる今の魔術と違い、そんな曖あい昧まいな魔術を使いこなせる者はそうはいない。

　いわば特権階級の彼かれらは神官や巫女として聖堂で人々の尊敬を集めたという。

「ただまあ、託宣とか遺失魔術ってのは危険な行こう為いだったらしくてね。ただでさえ貴重な巫女なのに、魔術での死亡率は高かったらしいときた」

「そりゃ、そんな魔術は遺失して当然ですね」

　アストは呆あきれたように言った。不確実な上に危険とあっては遺失魔術が廃すたれるわけだ。

「……それに、動物だの人間だのを閉じ込めて魔力源にするなんて代しろ物ものだ」

　しばらく前の泥人形ゴーレムの竜との戦せん闘とうで、アストは人間の少女が封じられた巨きよ大だいな封ふう命めい晶しようをかろうじて取り外した。ウルスラと個人的に親しいのも、その封ふう命めい晶しようの解かい析せきを担当しているのが彼かの女じよだからである。

「あれはまだそのままですか」

「まだぜんぜん目め処どが立たないねえ。……君には悪いけど」

「いえ、俺が謝あやまってもらうことではないですけど」

　そしてアストはマリノの手の中の封ふう命めい晶しようを見つめ、ぽつりと付け加えた。

「巫女があんな悪あく趣しゆ味みなものを作ったんだとしたら、神もろくなもんじゃないですね」

「おや、君にしてはずいぶん剣呑な物言いだね」

「俺もこいつも、神ってものを信じたことがないんで」

　アストもマリノも、神どころか自分を庇ひ護ごしてくれるはずの親すらいなかった身だ。

　ウルスラは目を細めてアストたちを見つめ、ぽんと手を叩いた。

「そうだ、そんな不信心な君たちにはもっとえげつないものを見せてあげよう」

「結構です」

「ええと、そこの天てん秤びんの下に積んである箱の中なんだけど……あ、天秤の扱い気をつけてよ、それ精密機械なんだから」

　アストが埃まみれになって発はつ掘くつした小さな箱からウルスラは何かを取り出だし、アストにぐいっと押おしつけてくる。

「封ふう命めい晶しよう？」

　さきほどマリノが眺めていたものとは違うが特とく徴ちよう的てきな琥こ珀はく色いろは同じだ。違いと言えば、こちらは二つ……ひとつの石を分ぶん割かつしたものらしいということか。

「その割れ目をよく見てごらん」

　マリノもひょこっと横から顔を出し、アストの手元を覗き込んでくる。

　そして二人は同時に顔をしかめた。

　封ふう命めい晶しようには必ず虫や小動物が封じ込められている。二つに割られた封ふう命めい晶しようの断面には、虫の腹部の断面までもがくっきりと見て取れた。小さな虫なのでわかりづらいが、中身が動物の場合は骨や内臓までもがはっきり確認できるのだろう。

　死体に狼狽うろたえるような感性はとうの昔に失ったが、敢あえて見たいものでもない。マリノは動どう揺ようしなかったが、ここにいるのがリトフィアだったら悲鳴を上げていただろう。

「封ふう命めい晶しようってのは中身を核かくにして魔力を凝ぎよう縮しゆくさせたものなわけだけど、石の状態でしかできないことっていうのもあってね。それがそのひとつ」

「石にして固めて胴どう体たいを叩き割わるのが？」

「そうそう。割られた封ふう命めい晶しようは基本的に片割れと引き合う性質を持つようになる。なんせ元々は自分の肉体だしね」

　そこまで聞いてアストは反射的に懐ふところに意識をやった。上着の裏にはセドリックから借りた魔道具、遠方との通信用の手鏡を忍しのばせてある。

「封ふう命めい晶しようを割ってそれぞれ魔道具に入れると、ふたつでひとつの魔術を組み込めるようになる。これがけっこう便利でね、どれだけ距きよ離りが開いても発動するし」

「……よく知ってます」

　アストは呻くように答えた。

　一方、マリノはアストの手から割れた封ふう命めい晶しようを抜き取ってなおも観察している。

　――ぴしり、と小さな音がした。

　いつの間にか、マリノの手にした封ふう命めい晶しように何本もヒビが入っていた。その音だ。

「マリノ、それから手を離せ！」

「待って待って、マリノちゃん、ちょっとそれ持ったまま領域展開してみてくれる？」

「ちょっとあんた……」

　アストは声を荒あららげたがウルスラの耳には入ってもいない。よく言えば研究者らしい、悪く言えば見境なしの好こう奇き心しんを発揮して、ウルスラはマリノと彼女が手にした封ふう命めい晶しようを代わる代わる眺めてからノートとペンを構える。

「そんな真似まねをしたら危険でしょう！」

「何言ってるの、こんなこと今まで見たこともないのよ？　大発見の機会じゃないの！」

「せめて演習場に行くとか、そもそもマリノを巻き込まないでくださいよ！」

「今しか起こらない現象だったらどうしてくれるの、あんた責任取ってよね!?」

　当のマリノは言い合いを始めたアストとウルスラをしばし無言で眺めていたが、やがてアストの言うとおりにそれを側の机に置こうとする。

　しかしわずかに間に合わなかった。

　マリノの手の中で二つの封ふう命めい晶しようが粉々に砕くだけ散ちり、マリノの領域と同じ橙だいだい色いろの光となって研究室じゅうに広がる。

「何なにっ!?」

「マリノ！」

　アストは反射的にマリノの腕うでを引いて身を伏ふせる。動転したウルスラは足あし下もとに転がった瓶を踏ふんで転びそうになるも、勝手知ったる自分の研究室でぎりぎり棚に掴まっていた。

　研究室には封ふう命めい晶しようの他にも研究用の魔道具がいくつも保管されている。橙色の光をまともに浴びて、そのうちのひとつが突とつ如じよとして閃せん光こうを発した。

「マリノ、領域を消せ……」

「……何もしてない」

　確かにマリノはさきほど領域を展開してはいなかった。

　そうする間にも、魔道具が今度はきいいいいんと高音を発し始めた。音のみならず、室内の空気がびりびり震ふるえているのがはっきりわかる。

「うわあ、私ってば天才、これってさっき言ってたあれじゃない!?」

「あれって何です！」

「あれよあれ、遺失魔術の」

　さきほどの話。遺失魔術は特定の属性が――巫女でなくてはならないということか。

「……まさか」

「魔道具に干かん渉しようしてるってことはそうじゃないかな！」

　目の前では今なお橙の光が明めい滅めつを繰くり返かえしている。領域とは別の形とはいえ、この色の光はマリノと何かしら干渉しているとしか考えられない。

　アストの腕の中で当のマリノは目を回してぐったりしている。

　しかしそれでも魔道具の暴走はおさまりそうもなかった。

「あれはいったい何の魔道具なんです!?」

「ええっとー、確か声を拡大するんだったかな！」

　式典でよく使われる魔術だが、いちいち魔術師が仕事をしなくていいので便利らしい。

「なら、少なくとも物理的な被ひ害がいは出ないですね！」

　研究棟を爆ばく破はなどしてしまった日には損害がいくらになるか考えたくもない。なにせ、わずかばかりの学費で追おい詰つめられている身なのである。

　とにかく、そう危険な魔道具ではなさそうだ。ならば近づいても問題はあるまい。

　暴走を止めるべく、アストはマリノをウルスラに預けて魔道具に歩み寄っていく。

　そのとき、ばたん！　とすさまじい音を立てて研究室の扉とびらが開いた。

「アスト、無事ですか!?」

「……リトフィア？」

　予定では今、リトフィアはエルゼに裁縫を習っているはずだった。目を丸くするアストの前で、彼女はぜえはあと肩で息をしながら室内に飛び込んでくる。

「足下に気をつけ……」

「うきゃうっ!?」

　瓶に足を取られてのけぞった彼女を、アストはぎりぎりのところで抱だき留とめた。

「す、すみませ……」

「ところで君、どうしてここに来たんだ？」

「だって……アストとそこの先生の声が、校舎じゅうに響ひびき渡わたってますから」

　リトフィアの言葉にアストは思わず目を剥いた。

　暴走した魔道具は光と騒そう音おんを発するのみならず、しっかり本来の性能も発揮していたらしい。それも見境なしに近くの物音を拡散するという形で。

「とにかく今すぐ止めないとまずい……」

　断続的な発光と高音のせいで頭がくらくらしてきた。リトフィアは立ち上がろうとしてすぐ近くに飛び出していた本の角に頭をぶつけ、またもやひっくり返る。彼女を支えていたアストもものの見事に巻き込まれた。

「きゃあっ」

「……てて」

　そしてアストは身体を起こそうとしてとんでもないことに気づいた。

　二人でもつれ合って転がったせいで、アストはリトフィアの身体を組くみ敷しくような体勢になっていた。リトフィアの制服のスカートはめくれ上がって白い太ふと腿ももが露わになり、なにより自分の片かた腕うでがリトフィアの身体の上に置かれている。

　腹と……コルセットによって持ち上げられたささやかな胸の膨ふくらみに。

「悪……」

　アストは慌あわてて退こうとしたが、そこで後ろから近づく気配を感じた。

「何をしているの」

　いつの間にか回復したらしいマリノが、器用に転がった道具を避よけて立っていた。いつもと同じ静せい謐ひつなる無表情のはずなのに、その姿は歴戦のアストをして思わず息を呑のむほどの迫はく力りよくだ。

「ちょうど良かった、リトフィアに手を貸してやって……」

「いやらしい」

「アスト、ちょっと肩を貸してくださ……あんっ」

「不潔」

「君もそろそろ退いてくれ！」

　――結局、アストが魔道具を停止させたのはさらに十分後のことだった。




＊＊＊＊




「アスト・パラダン。学長がお呼びです」

　放課後、厨ちゆう房ぼうに向かっていたアストは足を止めて振ふり返った。

　呼び止めてきたのは見覚えのない女学生だった。いや、確かアルヴィンの後ろにいるところを見かけた気がする。とすれば生徒会の関係者か。

「学長が？」

　数日前にウルスラの研究室で起こした騒さわぎは、損害は少なかったためにかろうじて説教だけですんだ。拡声の魔道具は使い物にならなくなったが、ウルスラは「迷めい惑わくをかけた」と言って約束していたよりも多めの賃金を支し払はらってくれたくらいだ。

　しかしリトフィアやマリノと言い合う声が学院じゅうに中ちゆう継けいされたせいで、同級生からの視線が冷たくて冷たくて仕方がない。

『この学院では切せつ磋さ琢たく磨まする仲間としての男女の交友を禁じてはいませんが、同時に風紀というものもありましてね？』

　事後処理のためにやってきたアルヴィンはにこやかに言ったものだが、その目はどう見ても笑っていなかった。

　そんなわけでアストとしては嫌いやな予感しかしない。

「今えらい忙いそがしいんで、急ぎでないなら後にして欲ほしいんだが」

「可か及きゆう的てき速すみやかにとの伝言です。……大聖堂から枢すう機き卿けいがお見えになっています」

「枢機卿？」

　アストは眉をひそめた。
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　枢機卿とは聖職者の役職のひとつで、天てん帝ていのすぐ下に座し内務や各国との交こう渉しようを取り仕切る立場である。特に現在の天帝ユーヴァは政治を放ほう棄きして久しいから、実際に聖堂を運営しているのは彼らのはずだ。

「なんで枢機卿がわざわざ俺を呼ぶんだ？」

「理由までは伺うかがっていません。とにかく今すぐいらしてください」

　天てん帝てい直ちよつ轄かつのこの学院に聖職者がやってくるのはおかしなことではないが、そんなお偉えら方がたに自分自身が呼び出される理由など、ろくなものが思いつかない。

「二年のアスト・パラダンをお連れしました」

　学長室や大会議室のある区画に来るのは転入時以来だ。

　女学生が叩たたいたのは学長室の隣の応接室の扉だった。中からの「入れ」という返答を確かく認にんした後、女学生はアストに扉の前の立ち位置を譲ゆずる。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、アストはドアノブに手をかけて応接室に足を踏み入いれた。

「――君がアスト・パラダンか」

　応接室は以前に案内された学長室とよく似た部屋だった。毛足の長い絨じゆう毯たん、部屋の中央に置かれたゆったりとしたソファ、そして壁かべに掲かかげられた天てん帝てい紋もん章しようの旗。違いは公的な書類を収めた戸棚キヤビネツトや机がないことくらいか。

　その貴族の邸てい宅たくさながらの華か美びな部屋の中に、一人の男が佇たたずんでいる。

　男は聖職者がよく着る黒の僧そう服ふくに身を包つつみ、肩に竜を縫ぬい取った緋ひ色いろのマントを羽織っていた。竜は天帝と聖堂だけが使用できる紋もん、緋色は枢機卿にのみ許される色である。

　年ねん齢れいはせいぜい三十代前半と見え、枢機卿としてはかなり若い方だ。神経質そうな面おも差ざしではあったがなかなかの美男子である。

　この枢機卿の意向なのか、学院の応接室なのに学長や講師の姿はない。

「はい、猊げい下か」

「私はコルネリオ・ラ・ルチアだ」

　目を細めるコルネリオにアストはまずは型どおりの挨拶をした。

「君の武名は大聖堂にも届いている。いずれ会いたいものだと思っていたが、まさかこの学院でそれが叶うとは思わなかった」

　そう言いつつコルネリオは愛あい想そ笑わらいのひとつもしない。

　アストは辛しん抱ぼう強づよくコルネリオの言葉を待った。アストから話しかけることは不敬に当たるし、なによりコルネリオの真意がわからない。

「いったい何の用かとでも言いたげな顔だな」

　慇いん懃ぎんに腰を折るアストの姿を見てコルネリオはようやくかすかに笑い、そして言った。

「他の者から聞いていないのか？　――この学院を襲おそった竜、その詳細を知りたいのだ」







　学院を巨大な泥人形ゴーレムの竜が襲ったのは、およそ二ヶか月げつほど前のことだ。

　魔道具の竜は千年近く前……数代目の天帝が造り、戦場で利用したものだとアストは推測した。巨大な竜が敵を屠ほふる様を見た人々はまさかそれが人造物だとは思わず、神々の加護が天帝にあるものと信じたのだろう。

　ただしこの推測をアストは学院側に報告していない。それなのに枢機卿がやってきたということは、正解か、真実はそう遠くないところにあるのかもしれない。

　けれどもまったく嬉しくない。

　それが正しいならコルネリオの要件は竜、ひいては天帝の真実の隠いん蔽ぺいに決まっている。

「……それに、そもそもあの事件の原因だって」

　周囲に聞こえないようアストは口の中だけで呟く。

　泥人形ゴーレムを起動したのは学生だったジェレミアだが、天帝ユーヴァに恨うらみを持つ彼を唆そそのかし、泥人形ゴーレムの在処ありかを教えたのは聖堂の人間ではなかったかとアストは疑っている。

「さて、どこから話をしようか」

　応接室のソファに悠ゆう然ぜんと身を沈しずめ、コルネリオは口を開いた。

　手元の小卓たくに広げた書類に目を落としながら、

「私は現在、秘ひ儀ぎ院の副長官を務めている。竜……あれだけ巨大な魔道具が発見されることは滅めつ多たにないことで、その素す性じようには私たちも大いに興味を持っているのだよ」

　秘儀院とは歴代天帝の業績の喧けん伝でんや検証、そして聖堂保有の魔道具を管理する部署である。つまり聖堂の魔ま術じゆつ的てきな側面を一手に引き受けているということだ。

　そんなところの幹部が自らやってきたというのだから、聖堂がどれだけ泥人形ゴーレムのことを気にしているかが知れようというものである。

「あの竜によって学院もかなりの被害を受けたと聞いた。先に報告は受け取っているが、私の目で直接確認することは必要だと思ったのでな」

　コルネリオは来訪目的……おそらくは表向きの理由を語った上で、

「その恐おそるべき竜を最終的に破は壊かいしたのは君だと聞いた。報告書には目を通したが、改めて本人から詳くわしい話を聞かせてもらいたい」

　そう言いつつもコルネリオは探さぐるような目つきを隠かくそうともしない。

　泥人形ゴーレムの竜はいわば天帝の歴史や遺失技術が詰まった箱ブラツクボツクスだった。竜と対たい峙じしたアストがそのどこを見、何に気づいたか――それこそが尋じん問もんの目的というわけだ。

「俺おれ……私が見聞きしたことは、既すでにすべて学院に報告してあります」

「だが間近で相対した君にしかわからないことも多いだろう。そうだな、たとえば竜の鱗うろこは攻こう撃げき魔ま術じゆつを弾はじき返したと聞いたが、それは具体的にどのように……」

　聖職者にも魔術に通じた者とそうでない者がいるが、コルネリオは前者のようだ。そうでなければ秘儀院の幹部などは務まらないだろうが。

　コルネリオに報告書の細かな点について尋たずねられるたび、アストはなるべく正確に答えた。竜そのものは全校の学生が目もく撃げきしているし、リトフィアたちと口裏を合わせる余よ裕ゆうもなかったので、下手にごまかすとボロが出て逆に怪しまれる。

「それに天てん帝てい猊げい下かをお助けしたのも君とベルゲン公国の公女だと聞いた。我々としては君には感謝してもしきれないのだ、アスト・パラダン」

「身に余るお言葉です」

　慇懃に頭を下げながら、来た、とアストは思った。

　天帝の御み業わざ、伝承にあるような大陸すべてを支配する力が今の天帝にはないという事実こそ、枢機卿たちが隠しておきたいもっとも重要な秘密のはずである。

　それを知っているのはアストとエルゼ、そしてアストが連れん絡らくしたセドリックだ。今のところアストたちがその情報を得た証しよう拠こはないはずだが、もし聖堂に把は握あくされたらそれこそ自分たちの命はない。

「あの事件の後、天帝猊下のお身体は……」

「大聖堂にお戻りになられてからは数日ほど寝込まれたが、今は回復なさっている。……今まで通り精力的に公務もこなされている」

　コルネリオの言葉は明らかな皮肉だった。ユーヴァが無気力なのは周知の事実とはいえ、枢機卿がこうもあからさまでいいのだろうかとアストはひやりとしたものを感じる。

　それからもしばらく聞き取りは続いたが、やがてコルネリオは大きく息を吐ついた。

「……さて、今日はこのくらいで終わりにしよう。手間を取らせたな」

「いいえ、猊下のお役に立てたならそれ以上の喜びはありません」

　必死で言葉を選んでいたアストも内心息をついた。ひとまず今日いきなり拘こう束そくされるなどという事態は避けられたようだ。

「それにしても、さすが音に聞こえた魔術師だな。私も間近で見たかったものだ」

「私には幸運にも力を貸してくれる仲間がいただけです」

　これだけは嘘うそ偽いつわりないアストの本心だった。

　コルネリオはとんとんと卓たく上じように並べた書類を束ねつつ、

「そういえば、君は孤こ児じだったのだと聞いた。そこからセドリック国皇に見いだされ、戦場であの戦功を挙げたのだとか」

「はい」

　アストの経歴などは既に調査済みのようだ。別に隠しているわけでもないが。

　身構えたアストにコルネリオは苦笑いし、

「いやなに、私は二年前まで奉ほう献けん院にいてな。かつての君のような不運な子供たちを見かけることも多かったのだよ」

　さきほどの尋問よりはくだけた口調だった。

　奉献院は恵めぐまれない子供たちへの支し援えんや貧しい人々への炊たき出しなどを行う、いわば聖堂の表の部分を司つかさどる部署である。

「君ほどではなくとも、彼らの中にも優すぐれた能力の持ち主は多くいる。不運であったばかりに幼くして死んだり教育を受ける機会もないのは忍びなくてな」

　養育者探しにはいつも苦労したものだと、コルネリオはしみじみと語った。

　そうした慈じ善ぜん事業で実績を挙げたからこそコルネリオは秘儀院に栄転できたのだろう。天帝の御業に触ふれる秘儀院は聖堂の花形である。

　金にならないこれらの事業を敬遠する有力者は多いが、この話が本当ならばコルネリオは間接的なマリノの恩人とも言える。まさかコルネリオがマリノを見かけたということもないだろうが。

「……本当に、ありがとうございました」

　頭を下げたアストにマリノのことを知らないコルネリオは小さく首を傾げたが、やがて薄うすく笑った。

「私はただ、この地から少しでも不幸が減ればいいと思ったまでだよ」

　そしてコルネリオはアストを真正面から見つめた。

「私は今まで多くの魔術師に会ってきたが、侵しん奪だつ者はまだ話にしか聞いたことがない。ましてや君のようにその力を使いこなす者など」

　侵奪者は欠落者、隣りん人じんの領域を奪うばう盗ぬす人つと、生ける死者リビングデツドなどとも蔑べつ称しようされ、世間での印象はきわめて悪い。だがコルネリオの口調にそうした嫌けん悪お感は感じられなかった。

　もっとも孤児に手を差さし伸のべたコルネリオならそれも不思議ではないのかもしれない。

　立ち上がり際、コルネリオは言った。

「いずれ天帝候補となった君と会えるのを楽しみにしている。真に優れた者こそが、あの帝冠を戴いただく資格を持つのだから」







第三章　領土とち持たぬ海賊







　暗がりで、二人の男が話している。

「……だから、僕ぼくに協力しろと？」

「そうだ。君とてアスト・パラダンが邪じや魔まであることに変わりはないはずだな。これは君にとっても悪くない取引だと思うが」

「まあ、確かにいつか彼とは戦わなくてはいけませんし」

「ならば……」

「それは条件次し第だいですね」

　二人の男のうちアルヴィンは笑って即そく答とうし、もう一人はひそかに歯は噛がみした。王子とはいえまだ学生の身分でありながら、相手の足下を見るような態度を取るとは。

「……何が望みだ？」

「ご存じのことと思いますが、我わがアーチボルト家は数代遡さかのぼれば海賊という家いえ柄がらでしてね。略りやく奪だつした財宝、それに悪運でイングラムの王位を得たまでの話でして」

　アルヴィンの言うとおり、アーチボルト家の始祖は海賊たちを組織してその首領におさまった人物である。彼はその力を背景に当時のイングラム国王から私掠免めん許きよ、つまり交戦中の他国の船を襲って良いという認にん可かまで得た。

　大金と政治への足がかりを得たアーチボルト家が次に狙ねらったのは権力と王おう冠かんだった。一族の娘むすめを王おう侯こう貴族に嫁とつがせ、国内での政変を利用し、とうとう彼らは海賊から王にまで上のぼり詰めて現在に至る。

　これは大陸では誰もが知っている話だ。しかし直系の子孫のアルヴィンがけろりと言ってのけるとは思わなかったのだろう、話し相手は唖あ然ぜんとした。

　その表情の変化をアルヴィンはさも面白そうに笑い、

「そんなわけで我が家やの家訓は『戦って勝ち取れ』でしてね。財宝も権力も、己おのれの力で奪い取るから価値があります。あなたに協力してもそんな勝利は得られない」

　男はしばらく黙だまり込んだ。まさかこんな形で断られるとは思ってもみなかったようだ。

「それに、彼には我が婚こん約やく者しやについて思うところもありますし」

「……バルテノムの皇妹だったか？」

「ええ。彼女はどうやら僕より彼のほうが気に入っているようなので、その工作は女心を勝ち取るには向きませんから」

　肩かたをすくめたアルヴィンに、男はいくらか怪け訝げんそうな顔だ。

「確かにリトフィア皇女は今やセドリック国皇の数少ない親族だが、彼女自身は特に見るべきところもないと聞いたがな。あの竜事件では働きもあったようだが」

「今はまだ、ね」

　アルヴィンは薄い笑えみを浮うかべ、

「これでも僕は彼女に期待しているんですよ。いずれ大きく成長して、さぞ獲とり甲斐がいのある美び姫きになってくれるだろうとね」

　この言葉をリトフィア自身が聞いたら困こん惑わくするか、さぞ憤ふん慨がいしただろう。

　男はしばし考え込んだ。彼がやろうとしていることのためには、アルヴィンを抱き込むのがいちばん手っ取り早い。ならば、いかなる条件を提示すれば彼の歓かん心しんを買えるか。

「この取引が君自身の勝利のために役に立つとするなら？」

「……というと？」

「君とパラダンが戦える機会を作ってやる。天帝選考の前にあの男を存分に試ためすと良い」

「ああ、それはいいですね。彼と全力で戦えるというなら、願ってもないことです」

　初めてアルヴィンの目が興味深げに輝かがやいた。

「では、僕はいったい何をしたものでしょうか」

　どうやら取引は成立したと思っていいようだ。その変わり身の早さにいささか呆れつつ、男はいくつかの指示をアルヴィンに与あたえた。
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　アストが駆かけつけたときには既に手て遅おくれだった。

　厨房での下働きの合間にと図書館に向かって歩いていたところ、駆け寄よってきたエルゼに呼び止められた。彼女には珍めずらしく説明は要領を得なかったが、リトフィアに何かあったらしいということだけはわかったので、ひとまず急行した。

　だが喫茶室カフエに踏み込んだときには、すべてが破壊された後だった。

「リトフィア……」

『臨時休業』の札が掲げられた喫茶室カフエの中、虚きよ無むの中心に佇む少女をアストは見つめ、

「……今度は何をやったんだ、君は」

「うううううう」

　粉々に砕け散った皿やカップの中で、リトフィアはしゃがみ込んでめそめそと泣いていた。下手に動くと陶とう器きの破は片へんを踏んで危ないので身動きが取れないらしい。

　リトフィアはいつもの学院の制服ではなかった。

　丈たけの長い紺こんのワンピースの上に、純白の付け襟カフスとエプロンを付けている。彼女の特とく徴ちようであるふわふわした金きん髪ぱつを後ろに結ゆい上あげ、頭に純白のヘッドドレスを乗せていた。

　どう見ても貴族の邸宅の使用人メイドの格好だ。

　そしてこの喫茶室カフエで働く人間に与えられるお仕着せでもある。学内には学生や講師のほかに寮りようや食堂で働く人間も数多く、主人たちに接する立場の者は屋や敷しきの使用人を模した格好をさせられているのだ。

　清潔を是とする使用人の衣装には染しみができ、白い肌はだのあちこちにクリームが付着していた。いったい何があったのか……まあ、だいたい想像は付くのだが。

「いやー、このお姫ひめさんが手伝わせてくれって言ってきたから驚おどろきましてね」

　喫茶室カフエの奥おくから中年の男性が出てきた。アストには見覚えのある顔で、確かこの喫茶室カフエの管理者もとい店長だ。

　店長もアストの顔と立場は覚えていたらしく、ひとつ頷うなずいて箒ほうきを一本手て渡わたしてきた。

「お姫さんが自分で働くなんて話、聞いたことがなかったですからね。わしは何度もいいのって聞いたんですが、やらせてくれって言うからとりあえず店員ウエイトレスをやってもらおうと」

　アストと店長、ついでにエルゼも手伝って破片を片付けながら説明を聞く。
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　確かに雇やとわれ店長の立場では皇族に直に頼たのまれては嫌とは言えまい。

　見ればリトフィアの着ているワンピースは明らかに着き丈たけがおかしかった。余っていた服を貸してやろうにも、小こ柄がらな彼女に合うものがなかったらしい。

「……で、これですか」

「ええ」

　リトフィアはケーキの載のった皿を手にして歩き出したとたん、長すぎるスカートの裾すそを踏んですっ転んだというわけだ。

「すみませんすみません、わたしもお役に立とうとしたんですけど」

「いや君のその気持ちは本当に嬉うれしいんだが、えーと」

　粉々になった食器の山と店長の手前、慰なぐさめの言葉も歯切れが悪くならざるを得ない。

　リトフィアが自分のために頑がん張ばろうとしてくれたのはわかる。それでももし事前に聞いていたなら喫茶室カフエの店員などは全力で止めただろうが、アストもエルゼも自分の作業に手て一いつ杯ぱいでリトフィアが誰と交渉しているのかまでは知らなかった。

　そこで、からんからん、と入り口の鈴すずが鳴って一人の学生が入ってきた。

「申し訳ありません、今日はもう……」

「これはまた手て酷ひどくやられましたねえ」

　扉に掲げられた札を無視して入ってきたのはアルヴィンだった。おそらく喫茶室カフエで学生が起こした騒そう動どうを聞きつけて様子を見に来たのだろう。

「おや、ずいぶん面おも白しろい格好をしていらっしゃいますね、我が姫」

　スカートの裾を捌さばきながらおそるおそる立ち上がったリトフィアは、アルヴィンに無ぶ遠えん慮りよに見つめられ、顔を真っ赤にして睨にらみ返した。

「何があったのか……は聞くまでもないとして」

　アルヴィンはリトフィアにアスト、エルゼをぐるりと眺ながめてから、

「とりあえず、彼女をここで働かせるわけにはいきません。この喫茶室カフエは学生の憩いこいの場ですから、そう何度も閉店されたり皿を壊こわされると生徒会としても困りますので」

　生徒会長の身も蓋ふたもない裁定にリトフィアががっくりと肩を落とした。

「というわけで、この件の処理については後日また」

「い、いやまあ割れた食器さえ片付けば我々はどうとでも、はっはっは」

　いきなりアルヴィンから話を振られた店長は鷹おう揚ように笑ったが、その声はどうにも引きつり気味だった。

「とはいえアスト・パラダンの懐事情も存じていますし、君の志そのものは素す晴ばらしいものだと思いますよ。――それに敬意を表して僕からちょっとした仕事を紹しよう介かいして差し上げようと思うのですが、いかがです？」

　アルヴィンの言葉にアストたちは顔を見合わせた。







「ここが、学院の警備室？」

「ええ」

　リトフィアはアルヴィンの後に続き、薄うす暗ぐらい部屋におそるおそる足を踏み入れた。

　学生は滅多に出入りすることのない最上階、学長室や大会議室に近い一室である。贅ぜいを凝こらした館は見慣れているリトフィアであるが、その部屋は明らかに異質な場所であるのがはっきりとわかった。

　壁や扉は他の教室と比べて分厚く、扉を閉めてしまうとまったく外部の音が聞こえてこなかった。寮の個室ほどのごく狭せまい部屋には窓すらなく、調度品も置かれていない。

「こんなところに〝お仕事〟があるのですか？」

「ええ。ほら、これです」

　言ってアルヴィンは部屋の中央に据すえられた円えん卓たくを指さした。

「これが、学院の四方を見張る目ですよ」

　黒い木材でできた円卓は何の装そう飾しよくもなく、ただ板を組み合わせただけのように見えたが、近づいてみると天板に無数の小さな石が嵌はめ込まれているのがわかった。

　同心円状に並べられた石がランプの光を照り返してちらちらと光る。

「目……？」

「中央の小さな円がこの学院を表しています。いわばこの円卓は、学院とその周辺の地図と思っていただければ」

　この学院は広大な森の一部を円形に切り拓ひらく形で建てられている。

　そのため敷しき地ちの外周のほとんどは森に接しており、正門から延びる一本の道だけが外部へと繋つながっている。学生は外部との連絡を厳しく制限されているが、そもそも隣となりの街に出ることすら面めん倒どうな立地なのだ。

　ただし地形そのものは平へい坦たんなため、森の木々に紛まぎれて学院に近づくのは難しくない。

　だから外部からの侵しん入にゆう者しやを防ぐために敷地の外周は高い石壁で囲まれているし、警備兵や自警団が物見台から常に外を見張っている。

「ただ、しょせん人の目では限度はありますしね」

　確実に不ふ審しん者しやを捕ほ捉そくできるよう、周囲の森には魔ま道具が敷ふ設せつされているのだそうだ。

　円卓に嵌められた石がそれぞれ森に埋うめられた魔道具に対応しており、不審者――あらかじめ設定された重さと温度の動体を捕捉した場合は円卓の石の色が変わる。石の変化を追えば不審者の動きもわかるというわけだ。

「すごいですね……」

「ここは次代の天帝を見み出いだす学舎ですからね。このくらいの設備は持っています」

　バルテノメア家もいくつも魔道具を保有しているが、ここまで大がかりなものはなかったはずだ。さすが天帝直轄の学院と言うべきだろうか。

「では、これは？」

　リトフィアが指さしたのは円卓の縁近く、学院の北にあたる一点だ。

　石のほとんどは同じ大きさなのだが、ひとつだけ形と大きさの違ちがう石があった。

「それも監かん視し装置ですよ。ただそこには廃はい聖せい堂どうがありますから、その監視もしています」

「あの森に、廃聖堂があったのですか……」

「ああ、知らなかったんですね。上の学年になると調査に行ったりもするんですが、そういえば君はまだ二年生でしたか」

　廃聖堂とは文字通り、廃はい棄きされた聖堂の建物のことである。

　――神話の時代、この大陸には十数柱の神々がいたという。

　かつて人々は地方や一族ごとに違う神々を崇あがめ、祭る神ごとに聖堂を建てていた。同じ神を祭る聖堂同士で連帯したり、あるいは違う聖堂と争あらそうことも多かったらしい。

　しかし千年前に初代天帝が現れる。彼かれは自らを、主神ソティラスから御業と神々の乗騎たる竜を授さずかった〝地上の代理人〟と喧伝した。

　初代天帝はソティラスを祭る聖堂の頂点に立ち、各地の聖堂の統一にかかった。

　結果としてソティラス以外の神を祭る聖堂は力を失い、見捨てられてしまった。現在も神話に他の神々の名は残っているが、彼らに祈いのりが捧ささげられることはほとんどない。

「僕は一度行ったことがありますが、ほとんど建物の体もなしていない廃はい墟きよでした。そもそも封ふう鎖さされているので、外から眺めるくらいしかできませんでしたし」

「封鎖？」

「もう使われていないとはいえ、貴重な遺い跡せきですからね」

　現在、廃聖堂と認にん定ていされた建物はすべて聖堂の秘儀院の管かん轄かつ下に置かれている。研究者が許可を得て調査することはあるが、外部の人間は近づくことも許されていない。

「はあ……」

　まじまじと円卓を眺め、リトフィアは感かん嘆たんのため息をついた。

「それで、わたしは何をすればいいんでしょう」

　リトフィアがこの部屋に来たのはあくまで働くためだ。円卓を見せてもらうためでもアルヴィンと二人きりでお喋しやべりするためでもない。

「さきほど説明したとおり、森に不審者が現れるとそこの円卓の石の色が変わります。ですが常に誰だれかが円卓を見ていなければ装置の意味もありません。普ふ段だんは自警団が交こう替たいで見張っていまして、僕も時々当番に入っています」

　リトフィアはようやく納なつ得とくがいった。つまり自分に与えられた仕事とは、一定時間、ひたすら円卓と睨めっこしていることらしい。

　自分が思おもい描えがいていた〝仕事〟とのあまりの違いにリトフィアは肩を落としたが、

「学院の治安を担になう、重要な任務なんですよ？」

　アルヴィンは思いのほか真しん剣けんな顔で諭さとしてきた。

　そこでようやくリトフィアはアルヴィンの言動のおかしな点に気づく。

「そもそも、わたしがこの部屋に入っていいのですか？」

　リトフィアは入学して一年以上経たつが、監視装置があるということしか知らなかった。いわばこの円卓は学院の権けん威いと政治的独立を保つための切り札のひとつである。そう簡単に一いつ般ぱん学生に触れさせていいわけはないのだ。

「詳細を知っているのは学長と運営陣じん、学生からは生徒会と自警団ですね。装置の存在自体は伏ふせるものでもありませんけど」

　つまりアルヴィンの行こう為いは明らかな規定違い反はんなのだ。

　考えてみれば、円卓の監視……学院の警備に報ほう酬しゆうなど出るわけがない。生徒会も自警団も大勢の学生の中から選ばれた優ゆう秀しゆう者しやであり、彼らは誇ほこりを持って学院の治安維い持じに取り組んでいるのだから。

　約束してくれた報酬というのも、おそらく彼個人によるものなのだろう。

「言ったでしょう？　君の志への僕の敬意ですよ」

「……あなたは」

「僕としては、これで君が僕の愛に心打たれてくれればそれで十分なんですが」

「どうもありがとうございましたッ!!」

　リトフィアは喚わめき、アルヴィンを警備室から追い出だした。
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「模も範はん試合？」

　リトフィアの言葉にアストは鸚おう鵡む返しに尋ねた。

「はい。成績上位者の何人かが、聖堂からいらした方々の御ご前ぜんで試合をすることになるそうです。学生の技量を見てみたいとおっしゃったという噂うわさですけど」

　リトフィアもさきほど聞きき及およんだばかりでそう詳しい話は知らないらしい。

「なんだか急な話ですよね……」

「まあな……その試合に出場する学生ってのは決まってるのか？」

「はい、それは掲けい示じ板ばんに出ていました。確かアルヴィンに、五年のフィデリオ先せん輩ぱい……」

　アルヴィンの名を出したとき、リトフィアは複雑そうな顔だった。

　リトフィアが挙げた名は、アルヴィンを筆頭にいずれも昨年度の闘とう技ぎ大会の上位入賞者だった。確かに枢機卿に技を披ひ露ろうするならそうした人選になるだろう。

「……そしてアスト、あなたです」

「俺もか」

　闘技大会に出ていないアストまで指名したのはおそらくコルネリオだろう。彼が来校したのは竜事件の調査、もとい隠蔽のためだけだと思っていたが、いきなり学生を戦わせていったい何を知りたいのやら。

「アスト・パラダン、君も模範試合に出るんだって？」

「……ああ、そうみたいだな」

「凄すごいじゃないか、他の面子はみな上級学年だっていうのに」

　教室のあちこちでさきほどのアストたちと同じ会話が繰くり返かえされている。興奮した顔で駆け寄ってきた同級生にアストは苦い口調で答えた。

「だが、今の俺はな……」

「だからこそじゃないか。今は枢機卿までこの学院に来ているって話だし、大聖堂の方々は君の試合が見たいんだと思うよ。……領域ドメインがないまま竜を倒たおした君を」

「なんだろうな、たぶん」

　同級生の激げき励れいの言葉はありがたいが、それが真相とあっては嫌な予感しかしない。

　いっそ派手に負けてやったら、コルネリオは呆あきれ返るだろうがこれ以上の面倒は起こらないのではないだろうか。試合は命を賭とした戦いではないのだから、必ずしも勝ちを拾わなくてはならないものではない。しかしさらにいいがかりを付けられたら……

「……考えてたらきりがないな」

　アストはため息をついた。

「ところで、俺は誰と試合させられることになるんだろうな？　当日でないと……」

　その呟つぶやきにリトフィアと同級生が顔を見合わせた。

「……あの、ええと」

「殿でん下かに聞いてなかったか？　君の相手はあのアルヴィン・アーチボルトだってさ」

　アストは歯噛みした。コルネリオは何が何でもアストを全力で戦わせるつもりのようだ。







　コルネリオが来訪して一週間が経った日の午後、アストたちは演習場に集められた。

　模範試合は学校行事ではないので選せん抜ばつ者以外はいつも通りの講義のはずだったが、当日になってほとんどの講師が「見るのも勉強」とのたまったらしく、演習場の隣の区画は学生でごった返している。

「ははは、やっぱり戦には歓かん声せいがなくてはいけませんよね！」

「……楽しそうだな、あんた」

　にこやかに女学生の一団に手を振ふるアルヴィンに、アストはうんざりした顔をする。

「それはもう楽しみですよ。前回はとうとう君と相あい見まみえる機会はありませんでしたし」

　自分たちの試合はいちばん最後に行われる予定だが、大半の観客もとい学生の興味もこちらにあるらしく、早くもそこかしこから視線が飛んでくるのが肌で感じられる。

　ちなみにアストは上着を脱ぬいで動きやすい格好をしているが、アルヴィンはいつも通り一糸乱れぬ制服姿である。それだけで余裕が感じられるのが少々腹立たしい。

　むっつりと黙り込んだところで、ふと数名の学生の会話が風に乗って耳に届いた。

「ところで、なんであの二人なんだろうな？」

「そりゃ生徒会長にぶつけるなら〝英えい雄ゆう〟しかいないだろ」

「でもアルヴィンさんにはそのほうが都合が良かったかもな」

　ここまで聞いてアストはひそかに舌打ちした。

　この試合はコルネリオの仕し業わざだとばかり思っていたが、アルヴィンが糸を引いている可能性もあったのだ。アルヴィンならコルネリオにも意見を述べることもできただろう。

「あの二人、仲が悪いのか？」

「あれだろ、バルテノムの皇妹殿下」

「すごかったよな、この間の声」

　アストは頭を抱かかえた。ウルスラの研究室で魔道具が暴走したときのことだ。

「アルヴィンさんとリトフィア嬢じようは婚こん約やくが決まりかけてたって話だ。バルテノム内乱の前、ずいぶん昔のことらしいけど」

「でも二人とも入学してきたってことはその話は流れたんだろ？」

「だろうな。でも婚約者候補を目の前で取られそうになったら、腹は立つさ」

「挙げ句、あーんなことやこーんなことをしてるところを全校に中ちゆう継けいされたらな……」

　もう頭を上げる気力もなく、アストは突つっ伏ぷすしかなかった。

　まさかそんな噂になっているとは思わなかった。アルヴィンと仲良くする気は特にないが、色いろ恋こい沙ざ汰たに巻き込まれるのは心の底から勘かん弁べん願いたい。

「何か？」

　アルヴィンはにこやかにアストを見下ろしてくる。今の話が聞こえていたのか、どう考えているのかはその表情からは窺うかがい知しれなかった。

　アストが頭を抱える間にも、演習場では上級生同士の試合が行われている。

　さすが優ゆう秀しゆうな学生だけあって、試合はアストから見ても見み応ごたえのあるものだった。

　やがて片方の学生が泥どろに足を取られ、がくんと身体が沈んだ。動どう揺ようした隙すきに構築途と中ちゆうの魔ま法ほう陣じんが消失し、さらに魔ま弾だんを足あし下もとに撃うち込まれて身動きが取れなくなる。

「……やめ！」

　審しん判ぱん役やくの講師がよく通る声で宣言し、そこで試合は終わった。

「さて、次は僕たちの番ですね。行きましょうか」

「……試合、ね」

　爽さわやかに笑うアルヴィンの横で、アストは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま立ち上がった。







　試合は一対一で行われる。

　アストとアルヴィンの試合もそれは変わらない。――たとえアストが他人の領域を乗っ取らなければ魔ま術じゆつを使えない侵奪者であろうとも、だ。

「俺だけ明らかに不利だろう、これ」

「まさか、それでも僕のほうが不利ですよ。なにせ何度も実戦を経験したあなたと違って、僕は一いつ介かいの学生でしかないんですから」

　しれっと言って笑うアルヴィンを睨み付つけてから、アストは手にした剣けんを構えた。

　訓練用に刃はを潰つぶした長ちよう剣けんは、かつてアストが魔術で生成していた大剣クレイモアより刀身が短く幅はばも狭い。魔ま剣けんなら重量の調整も利くが今回はそうはいかないため、扱あつかいやすい重さの武器を選んだのである。

　試合は魔術の応おう酬しゆうが中心ではあるが、いちおう武器の持ち込みも認められている。剣が得意な魔ま術じゆつ師しはまずいないし、闘技大会でも見かけなかったが。

「――始め！」

　審しん判ぱんの宣告と同時にアストは地を蹴けった。

　魔術が使えない以上、今のアストの最善策はアルヴィンの魔術が発動する前に接せつ触しよくして倒すことである。アルヴィンがどれだけ剣を使えるかはわからないが、アストより上ということはあるまい。

「っ！」

　アストが斜ななめに振り下おろした剣は、アルヴィンに届く寸前で魔術の盾たてに跳はね返された。

　さすがに魔術の構築が速い。開始からまだ数秒だが、アルヴィンは足下に青く輝く領域を展開、いくつもの盾の魔法陣を並べている。

「やっぱり侵奪しないと始まらないか」

　魔術師の領域を侵奪しようとすると本能的に抵てい抗こうされる。主が認めた場合、そして完全な不意打ちの場合はその抵抗は軽減されるが、本来はそう簡単に成功するものではない。なにしろアルヴィンは既にアストの手の内を知っているのだ。

　おそらく強ごう引いんな力押おしになるだろうが、やってみないことには始まらない。

「……え？」

　アストが地面に手をついて解かい析せきしようとしたその寸前、ふっと青い光が消えた。

　次の瞬しゆん間かん、とっさに身を伏せたアストの真上で空気が唸うなる音がした。さらにアストは身体のバネだけで後退、一いつ瞬しゆん後に光の飛礫つぶてが飛来して地面に小さな穴を穿うがつ。

　魔弾だ。しかし今アストはアルヴィンの領域の外におり、アルヴィンの立ち位置からすると射角がおかしい。

　領域を一気に広げたのか、いやそれとも……

「っ！」

　音と気配だけを頼たよりに構えた剣と、高速でぶつかってきた拳こぶし大だいの鉄球が噛かみ合あった。

　威い力りよくまでは殺しきれず、アストはそのままずるずると数メルトルほど押し込まれる。かろうじて後ろに受け流した後、振り子このように旋せん回かいして戻もどってきた球を今度はぎりぎり柄尻で撃ち落おとした。

「……てて」

「これに反応しますか、さすがですね」

「あんた……」

　アストは絶句した。

　微ほほ笑えむアルヴィンの足下では、青の領域と魔法陣が光を放っている。

　ただしそれは領域の基本形である正円ではなく、細身の楕だ円えん形けいだった。しかもアルヴィンは自分自身を楕だ円えんの中心ではなく縁の近くに置いている。

　領域を正円以外の形に展開すること自体は可能だ。ただ魔法陣は必ず正円に近い形なので、領域をそれ以外の形にするのは幾き何か的に効率が悪い。さらに正円が半径の値パラメータだけ与えればいいのに対し、複雑な形の領域はそれだけ制せい御ぎよの手間が増える。

　要するに、わざわざ面倒な形で領域を展開した挙げ句、魔術の出力すらも落とすような真似まねをする魔術師はほとんどいない。

　強しいて言うなら、今アストの不意を突いたような使い方はないではないが。

「こう来るか」

　領域を侵奪するにしてもまず接触しなくてはならないが、アルヴィンが領域の形状を変えてくるとなると、それも一ひと筋すじ縄なわではいかないかもしれない。

「別に僕は形を変えているだけではありませんよ」

　アルヴィンが踵かかとで軽く地面を蹴るなり、青の領域はまた形状を変えた。

　さらに領域が細長く伸び、その中空にさきほどと同じ鉄球がいくつか生成される。

　アルヴィンの足下を基点として、青い光がさながら地を這はう獣けもののように高速で地面を駆け回まわる。同時にその上に浮かぶ鉄球が、空気を抉えぐる音すら立ててアストに向かってきた。

「このっ……」

　アストは敵の魔法陣を読んで魔術の種類や方角を推測することができる。ただ、それは領域ごと振り回されたのでは意味がない。

　とっさに身を投げ出せたのはただ経験の賜たま物ものだろう。アストの顔のすぐ横を高速で球が通り過ぎ、一瞬後、舞まい上げられた髪かみが空に散った。

「……あんた、この間の大会じゃこんな技わざ使ってなかったよな」

「僕の切り札のひとつですから、そう簡単に見せるわけにも。――それをそう何度も避よけられると、僕としても困るんですけどね」

「……よく言うぜ」

　冷ひや汗あせをかいたのは久しぶりだ。アストはふたたび長剣を握にぎり直したが、これを相手になまくら一本ではあまりに心こころ許もとない。

「可変……可動型の領域なんざ」

　領域とは魔術の効果範はん囲いであると同時に大地から魔ま力りよくを得る手段でもある。封ふう命めい晶しようのような魔力を蓄ちく積せきする手段がない現在、魔術師は魔法陣の制御と魔力の確保を常に並行して行わなくてはならない。

　領域ドメインをあれだけの速度で動かすとなると、得られる魔力はほとんどないはずなのだ。

　むろん慣れればそれらの作業にかかる時間を短縮できる。アルヴィンがやったのはとどのつまり、処理速度を極限まで上げただけなのだが……

「初めて見た、ここまでできる奴やつは」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　そう言うアルヴィンはいつもの含ふくみのある笑みではなく、本当に嬉しそうだ。

　アストは今まで多くの魔術師を見てきたが、ここまで器用な人間はいなかった。いや、

「俺相手でなきゃ意味がないんだ、こんなもん」

　アルヴィンが領域ドメインそのものを動かすなどという手段に出たのは、アストに侵しん奪だつされるのを避けるためだろう。盗とられないためには接触させなければいい、単純な理り屈くつである。

　以前からアルヴィンはアストと戦いたがっていた。その時のために考えておいたアスト対策がこれというわけである。

「アーチボルト家は海賊の家ですから、船の上で魔術を使う必要がありまして。原理は単純ですがコツは秘伝です」

「……なるほどな」

　不安定な領域ドメインで魔力を得るのは難しい。特に洋上では魔術師自身が常に動いているものだから、安定して魔術を使えないというのが定説だ。だからこそその技を可能としたアルヴィンの先祖は国王にまでのし上がれたのだろう。

　なにより最大の脅きよう威いは領域面積で魔術の威力を測れない点だ。伸しん張ちようさせた領域ドメインを振り回されれば、実際に魔術が効果を及ぼす範囲は何倍にも跳ね上がる。

「こっちも本気で相手してもらって光栄だよ、生徒会長殿どの」

　アストの呟きはあくまで苦々しかった。

「さて、試合中に喋ってばかりではコルネリオ猊げい下かも退たい屈くつでしょうし。そろそろ」

「っくそ！」

　そしてふたたび逃とう走そう劇げきが始まった。

　アルヴィンは領域ドメインを右に左に振り回しながら、何枚もの刃でアストに迫せまってきた。細長い領域ドメインにはびっしりと細かな魔法陣が列をなし、さながら蛇じや腹ばら剣けんのようだ。

　地面を目にも留まらぬ速さで疾る青い光の残像を目で追い、刃を受け流し、一瞬後の動きを予測して横に跳とぶ。

　攻こう撃げきは一方的に続いた。なにしろ今のアストには反はん撃げき手段がない。

「なんだか、……蛇へびに追い回されてるみたいだな、っと！」

　足下にぐねぐねと蠢うごめく青い光を従えたアルヴィンは、さながら蛇へび遣つかいのようだった。

「だが……、とっ」

　必死で逃にげ回るうち、アストにもアルヴィンの動きの癖くせが読めてきた。

　領域ドメインを自在に動かせたとしても、操作はどうしても自分の身体を動かす感覚が基本になる。アルヴィンと剣を合わせたことはないが、アストにはその流派までなんとなく見当が付いてきたくらいだ。

　そして――速いのはあくまで領域ドメインだけで、アルヴィン自身はほとんど動いていない。

　絶え間なく襲おそい来る刃を弾きながら、アストは必死でその時を待った。一瞬でいい、自分とアルヴィンの間に障害物がなくなる瞬間――

「……来た！」

　連なった刃が地面に食い込んだその直後。アルヴィンが新たな刃を生成するわずかな隙を見み逃のがさず、アストは手にした長剣を投げた。

　剣を誉ほまれとする正統派の騎き士しはまずやらないが、生き残ることが最優先の傭よう兵へいや斥せつ候こうはたまにこうした技を身につけていることがある。手のひらを柄尻に当てて押し出すようにして投じられた剣は、一直線にアルヴィンに疾った。

「っ!?」

　アルヴィンは動揺しつつもとっさに足下の領域ドメインを膨ぼう張ちようさせ、盾を生成して飛来した剣を叩たたき落とす。その反応速度はさすがだ。

　だが剣の軌き跡せきを追うようにしてアストも走り出していた。

　アルヴィンが剣を払はらいのけるのと同時、アストは青い光を踏ふんだ。そのまま手のひらも当てずに意識を集中し、アルヴィンの領域ドメインを侵奪にかかる。

「……!!」

「ぐ……」

　領域ドメインじゅうを青白い火花が走り回り、二人は同時に声にならない呻うめきを漏もらした。

　アルヴィンの見せた高度な技術とはあまりに違う、粗そ野やかつ原始的な戦いだ。ただの力押し、どちらの気力と根こん性じようが先に尽つきるかというだけの勝負である。

「このっ……」

　額にきつく皺しわを寄せるアストの前で、アルヴィンが秀しゆう麗れいな顔を歪ゆがめて膝ひざをついた。

　おおお、と遠くから観客の歓声が聞こえてきた。観客にはとうとうアルヴィンが屈くつしたように見えただろう。

　ふっとアルヴィンの抵抗が失うせ、身に馴な染じんだ感かん触しよくがやってきた。

「よし」

　侵奪が成功し、アストの身体に潤じゆん沢たくな魔力が流れ込んでくる。

　だがその目の前でアルヴィンが立ち上がりざま、踵を地面に打ち付けて魔法陣を描いた。

「っあ！」

　圧縮空気の爆ばく発はつだ。全方位に発せられたそれは受け身で防ぎきれるものではなく、今度はアストが吹ふっ飛とばされて地面に叩き付けられた。

「こうくるかよ、あの王子様！」

　アルヴィンは敢あえて抵抗を止め、アストに領域ドメインを乗っ取らせたのだ。

　領域ドメインを侵奪されたとしても自分の支配権まで奪うばわれるわけではない。アルヴィンは侵奪を防ぎきれないと判断するや、両者がともに魔術を使える場での勝負に切きり替かえたのだ。

「これは……なるほど、きついですね」

　苦しげに頭を振りつつもアルヴィンはにやりと笑い、

「では、いざ尋じん常じように勝負といきましょうか」

「……ああ」

　そしてまったく同時にふたつの魔法陣が浮うかび上がった。







「凄い……」

　目の前で繰り広ひろげられる戦いに、リトフィアは魅み入いられたかのように呟いた。

　自分たちとは次元が違う。さすが歴戦の〝英雄〟と言うべきだが、条件は有利とはいえそれに対たい抗こうしているアルヴィンもさすがだ。

　両手をきつく握って試合を見つめる彼かの女じよの隣には、マリノがいる。

　演習場の隅すみで人ひと混ごみに呑のまれかけているところをリトフィアが見つけたのだ。リトフィアが「一いつ緒しよに見ましょう」と誘さそったところ、マリノは無言で頷いてついてきた。

「……兄さんは強い」

　ふと、学生たちの歓声に掻かき消けされそうな小さな声が聞こえた。

　リトフィアは目を丸くする。彼女はアストがいるところではいくらか話すが、二人きりの今日は頷くか首を横に振るしかしてくれなかったのだ。

「……それに、あなたも」

「わたしですか？」

「……あなたも竜と戦ったと聞いた」

　確かに泥人形ゴーレムの竜と戦ったとき、リトフィアはアルヴィンの領域ドメインを押しのけ、竜にも何度か雷石斧ウコンバサラの一いち撃げきを食くらわせている。

「それはそうですが……」

　ただリトフィアとしては『強くなった』という自覚もあまり持てないのだった。第一教室に入れたのは嬉しいし、以前より成長したとは思っているが。

「……私も力が欲ほしい」

　眼前でアストとアルヴィンが散らす火花を見つめつつ、マリノはぽつりと言った。

「だって、マリノさんは成績優秀……」

　リトフィアはそこで思い出す。マリノは知識は多いが領域ドメインの面積はごく平へい凡ぼんだ。いかに複雑な魔術を制御できても、アルヴィンやリトフィアと比べると魔術の威力そのものは大きく劣おとる。

「強くなりたい……ですか」

　その感情には覚えがある。いや、今なおリトフィアが抱いているものだ。

「それは、アストのためなのですか？」

「そう。きっと必要になる」







　試合は拮きつ抗こう――いや膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

　アストもアルヴィンも、魔術の手数が多く判断も速い。相手に一瞬でも隙を見せるわけにはいかない。その結果、数え切れないほどの魔術を放ちながらもどちらも決定打にできずにいる。

「ちっ……」

　アルヴィンの炎ほのおの矢をアストは手にした大剣で切り払う。

　そのままアルヴィンに肉にく薄はくして斬きりかかろうとしたが、その前にアルヴィンの生成した何枚もの盾が立ちはだかる。盾は空中を滑すべるように動き、アストにつきまとってその動きを妨ぼう害がいした。

　実戦経験で言えばアストのほうが上だが、今はそうも言っていられない事情もある。

　魔術師の戦いは常に領域ドメインを確保するところから始まる。より広く、より有利な場所に。魔術を発動する前のそうした駆かけ引ひきで勝負の何割かは決まると言っていい。

　広大な領域ドメインで常に相手を圧倒してきたアストは、至近距きよ離りからの魔術の撃ち合いに必ずしも慣れていないのだ。

「くそっ」

　どうにか盾をすべて振り払って後退したところで、アルヴィンが晴れやかに笑った。

「ははっ、楽しいですねえ！」

　確かにその表情は今までに見たどれよりも生き生きとしていた。女学生の歓声に応こたえている時よりも、……リトフィアに臆おく面めんもなく愛を囁ささやいている時よりも。

　その姿をアストはどこか不気味なもののように見つめる。

　アルヴィンの様子はまるで、領域ドメインを乗っ取られたことより勝負そのものを優先しているかのようだ。アストに侵奪させたのは作戦上のこととしても、普ふ通つうはその後に何としても取とり戻しに来るものではないか。

　領域ドメインとは魂たましいの境界線――いわば自分の存在そのものなのだ。

「……そこまでして」

　アルヴィンが自分に勝たなくてはならない理由は何だろうか。これはあくまで模範試合であって天てん帝てい選考の本選ではない。あらかじめ自分の手の内を知っておきたいにしても、ここまで捨て身になる必要はないように思える。

　ならばコルネリオの思おも惑わくか。だがこの試合で自分が天帝の秘密を暴ばく露ろすることなどあまり考えられないと思うのだが。

「どうする……」

　考え込んだ数秒が仇あだになった。

　アストが退いた直後、アルヴィンは空いていた領域ドメインを埋め尽くしていくつもの小さな魔法陣を描いた。いっせいに発生した炎は空中でひとかたまりとなって唸りを上げる。

　今までの一進一退の攻こう防ぼうとは一転して、このままではアストはおろか演習場の学生たちも巻まき添ぞえにしかねないほどの規模だ。

　審判役の講師が何事か叫さけんだが、ごうごうと風まで渦うず巻まき始めたせいで聞き取れない。

「ちょっと待っ……」

　アストも思わず叫びかけたが、すぐに後こう悔かいした。

　戦いの最中にあれこれと思い悩なやんで余計なことに頭を巡めぐらせた自分が悪い。

　考える剣など、さきほど投げたなまくらよりも酷ひどい。つまらない算段だの周囲への影えい響きようだの、そんなことを考える暇ひまは一瞬が勝負を決める戦場にはない。

　今ばかりは自分よりもアルヴィンのほうが上だ。彼はさも面おも白しろそうに――いや、アストと戦うことしか考えずに、今にも強大な魔術を放とうとしている。

　自分もかつてはそうしていたはずなのに、どうして忘れてしまったのか。

「どうする――？」

　一秒にも満たないごく一瞬の思考。

　周囲の雑音がすべて消え去り、自分しかこの世界にいないような気がする。過程も証明もすっ飛ばし、直感だけで答えを導き出す。

「失せろ！」

　アストは短く吠ほえ、拳こぶしを青く輝かがやく地面に叩き付けた。

　地面にふたたび青白い火花が散る。だがやったのは侵奪ではなく、むしろ逆だ。

　乗っ取ったアルヴィンの領域ドメインにふたたび干かん渉しようし、無意味な情報を山のように送り込む。解析するのではなくただ引っかき回すだけの、ひどく乱暴な手段だ。

　だが……領域ドメインそのものを撹乱ジヤミングされては、少なくとも魔力は保持できない。

　アルヴィンはふたたび地面に膝をつき、その周囲から魔法陣と炎の渦うずが消えた。

「……ぐう……」

　ただアストも無事とはいかない。撹乱で意識が混こん濁だくするのは両者とも同じ、むしろ防衛手段を持たないアストのほうが反動は大きいだろう。

　視界がぐにゃりと歪み、足が笑いそうになるのを必死で堪こらえてアストは駆け出した。

「なめるなッ!!」

　だがアルヴィンが立て直すのも速かった。すぐさま撹乱された領域ドメインを丸ごと消去、新たに展開し直して魔術を構築する。

　青く輝く地面から何本もの槍やりが飛び出した。今にもアルヴィンに肉薄しようとするアストに、その鋭するどく輝く先せん端たんが追いすがり、

「――――」

　そして両者は無言で睨にらみ合った。

　アルヴィンのこめかみにはアストの拳が当てられ、アストの背には魔術の槍の穂ほ先さきがぴたりと狙ねらいを定めていた。どちらもあとほんのわずか力が加われば、容よう赦しやなく相手の身体を抉るだろう。

　そのまま二人とも動けない。

　その額から汗がしたたり、ぽたりと地面に落ちた頃ころ、

「……や、止め！」

　ようやく我に返った審判が試合の終しゆう了りようを告げた。
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「君に頼たのまれていた、マリノ・フォン・ウェズレーの調査だけど」

　魔ま道具の手鏡の向こうでセドリックは資料を片手に切り出した。

「だいたいは君が聞き出したとおりみたいだね。ウェズレー男だん爵しやくの一族には魔術師がほとんどいなくて、しかも隣となりの領主との小こ競ぜり合いを抱えてる。素質のある子供がいないか周囲に聞いて回っていたという証言もあった」

　マリノの養父であるウェズレー男爵はバルテノムの貴族ではないが、セドリックは他国の貴族にも伝手つてが多い。そのため調査にはさほど苦労しなかったようだ。

「そこで聖堂に養子の仲ちゆう介かいを頼んだ？」

「そうだね。奉ほう献けん院の斡あつ旋せんで男爵は君の幼おさな馴な染じみを養子として迎むかえ入いれた。ただし」

　セドリックの唇くちびるがアストには見慣れた形に歪んだ。

　彼かれがこういう笑えみを浮かべたときはたいていこちらにはろくなことがない。

「その時の調査で彼女の本来の身分も判明した。――生来の名はマリノ・レイデン。由ゆい緒しよ正しい家のご息女だそうだよ」

「……俺は聞いてないぞ、そんなことは」

　アストは呆ぼう然ぜんと呻いた。

　今も昔もマリノはそんなことは言っていなかった。自分と同じ、親の顔も知らない孤こ児じではなかったのか。

「このレイデン家というのは十年近く前に滅ほろんだ家でね。遠とお縁えんにあたる伯はく爵しやくの暗殺を企くわだてたとして処しよ刑けい……と言えばよくある話だけど、実際は自宅を焼やき討うちして妻子もろとも殺害し、後から罪状を押しつけたような状態だったそうだよ」

　セドリックは特に同情するそぶりも見せずに淡たん々たんと語った。

　こんな話は今も昔もありふれている。セドリックとリトフィアの母とて無実の罪で獄ごく死ししたうちのひとりだ。

「焼き討ち？　でもマリノは生きて……」

「伯爵夫妻は執しつ事じに娘むすめといくばくかの金を託たくして、屋や敷しきが焼け落ちる寸前に脱だつ出しゆつさせたそうだ。もともとどさくさ紛まぎれに起こしたような事件だ、焼け跡あとに子供の骨がひとつ足りなくても追つい跡せきしきれなかったんだろうね」

　もうひとつ幸運だった点があるとすれば、マリノは女だった。これが跡あと取とり息子むすこなら草の根を分けても探し出しただろうが、女の継けい承しよう順位は低い。

「だが、あいつと一緒にいる大人なんていなかったぞ」

「執事はしばらく彼女を連れて逃げていたそうだが、やがて面めん倒どうになって主君の娘を放ほうり出したのさ。金だけ持もち逃げしてね」

「……本当に、よくある話だな」

　アストがきつく拳を握ったことに、手鏡の向こうのセドリックは気づいただろうか。

　ありふれたことだ。……けれどだからといって、当事者が辛くないわけではない。

「だから君が知らなかったというより、彼女自身が事情をよくわかっていなかったんだろうね。焼き討ち当時、彼女はまだ五歳さいか六歳だったはずだから」

「……いや」

　賢かしこいマリノのことだ、おそらく自分の身に起きた出来事を正確に理解していただろう。ただ当時のアストや他の孤児たちは貴族の家名など知らなかったし、説明されたところでマリノを敬遠するだけだったのではないか。

　彼女は生き延びるため、その過去も血筋も自分の胸ひとつに沈しずめた。

「しかし、よく今になってそんなことがわかったな？」

「件くだんの執事がたまたま詐さ欺ぎで捕つかまって、ついでにそれも白状したそうだよ。しばらく前からレイデン家の縁えん者じやが彼女を捜さがしていたところで、最終的には彼女自身がレイデン家の紋もんの入った指輪で身の証を立てた」

「あれか！」

　出会ったときは腹が立ったものだが、勇気を振り絞しぼって取り戻して本当に良かった。あれはマリノの身分証明であると同時にたったひとつの形見だったのだ。

「途中でこのことが判明したせいで、男爵家はちょっとした騒さわぎになったそうだよ。最終的には奉献院の長官が出てきて、親しん戚せきを説得して彼女を男爵家に入れることで話が付いた。まあ滅びた家を名乗るよりはそのほうが現実的だからね」

「奉献院の長官？」

　つい最近、自分はそんな話を聞かなかったか。

「……枢すう機き卿けい、コルネリオ・ラ・ルチア」

「おや、君がよくそんな名前を知っていたね」

　コルネリオとのやり取りをまだ聞かされていないセドリックが首を傾かしげた。

「ウェズレー男爵にとっては彼女は拾い物だったろうね。レイデン家みたいな神官の一族の末まつ裔えいには、今でも優すぐれた魔術師が多いそうだから」

「いや、……本当にあいつを拾い物だと思ったのは別の奴だろうよ」

　血が滲にじむほどの強さでアストは唇を噛みしめた。

　おかしいとは思ったのだ。この時期……天帝選考が近づきつつある今、自分の唯ゆい一いつの家族が偶然入学してきたと考えるほどアストは楽天的にはなれない。

　マリノがいつの頃から目を付けられていたのかはわからない。かつてセドリックへの報復としてリトフィアが狙われたように、〝英雄〟の弱点である親族を捜そうとした者もいたのではないか。

　結果としてマリノは聖堂……コルネリオの手の中に入り、おそらくは彼の思惑通りにこの学院までやってきた。

「何を考えてやがる、あの枢機卿」

　ぎりぎりと歯を食いしばりながらアストは呻く。

「……何もしてやれてなかったんだな、俺は」

　幼い少女が自分を慕したってくれて、兄と呼んでくれるのが嬉うれしかった。しかしそれは自己満足でしかなかったのではないか。長いこと彼女を顧かえりみることもなく、そのくせ自分のせいでマリノを陰いん謀ぼうの渦か中ちゆうに巻き込んでいた。

　目の前のセドリックにも妹がいる。

　リトフィア自身はセドリックに思うところもあるようだが、とにもかくにも彼は戦時中も妹を保護し、今も彼女の望み通りの道に進ませている。それはアストにはなし得なかった輝かしい功績だ。

「落ち込むとは君らしくもない。――戦いたまえ。家族は守るべきものなのだから」

　アストを激げき励れいするセドリックの言葉は自信に満ちていた。それは何よりもアストを勇気づけてくれるものだったが、ふと脳のう裏りにかすかな疑問が浮かぶ。

　家族とは守るべきもの。それに異論はない。

　――だがお前の妹リトフイアは、守られるだけでいいと思っているのか？
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　ぱちぱちと炎が爆はぜる小さな音が響ひびく。

　もう春ではあるが、大陸の内陸部にあるこの学院は夜になるとひどく冷え込む。部屋の中央に置いたストーブを囲みながら、リトフィアはちくちくと針を動かしていた。

「ええと、ここで三目拾って……」

　隣にいるエルゼとマリノも同じように針仕事をしているが、速度の違ちがいはいかんともしがたい。少々いたたまれなさを感じつつもリトフィアは布地に目を凝こらす。

　刺し繍しゆうや編み物では厳密に数の管理をしなくてはならない。縫ぬい目め、編み目がひとつでもずれると模様がぐちゃぐちゃに崩くずれてしまうからだ。美しい作品を生み出すために必要なのは何よりもまず根気である。

「おお、殿でん下か、なかなか見事な出で来き映ばえではないか」

「やっとここまでできました……」

　リトフィアはぐったりと膝の上に突っ伏した。

　エルゼとマリノの特訓の甲斐かいあって、リトフィアはどうにか最低限の刺繍ができるようになっていた。むろん複雑な工程は無理だが、針をへし折っていた当初と比べれば格段の進歩だ。

　なおアストの感性のひどさは訓練でどうにかなる類のものではないので、彼は今も厨ちゆう房ぼうで皿洗いをしているはずである。

「エルゼさんのは綺き麗れいですねえ……」

　エルゼも手にしているのは一本の編み針だが、その指先から生み出されているのは、以前見せてもらったものとはだいぶ様子が違っている。

　花を図案化したレースであることは変わらないが、蔓つるや葉の部分が大きく盛り上がり、花びらは何枚も重ねられて、リボンの花飾りコサージユのような躍やく動どう感ある仕上がりである。手巾ハンカチやドレスの裾すそを縁ふち取どるだけではなく、単体でじゅうぶん見み栄ばえがするものだ。

「……懐なつかしいな」

　そのいかにも難しそうな編み物に取り組みつつ、エルゼがしみじみとした顔をした。

「私の故郷……ベルゲン公国では昔、ひどい飢き饉きんがあったそうでな。領民がみな飢うえ死じにする寸前、当時の公妃の発案でこのレースを輸出することにしたのだ」

　衣服には地方ごとに独特の形がある。普ふ段だんは人々は伝統を受うけ継つぎつつも外界に発信することはあまり考えないものだが、たまにそうした独特の模様が大国バルテノムやイングラムの首都に持ち込まれ、大陸じゅうを席せつ巻けんすることがある。

　ベルゲンの女性が夜通し編んだ立体レースは各地でたいそう持て囃はやされ、おかげで領民は厳しい冬を乗り切ることができたそうだ。

「そのレースに私たちがまた助けられるとは思わなかったが」

　手巾ハンカチを縫うだけでは期日に間に合わせることが難しいと悟さとったエルゼは、メアリの前でこの立体レースを作ってみせたのである。

　この特とく殊しゆなレースを編むことができる人間はきわめて少ない。メアリは驚おどろいて「今すぐ作れるだけ作って持ってきなさい！」と叫び、立体レースは手巾ハンカチよりもかなり高い値で買い取ってもらえることとなった。

「ベルゲン公国では女性はみなこのレースを学ぶのですか？」

「その飢饉の名残なごりでな、故郷では今でも女たちが暖だん炉ろの前に集まって編み物をするのが定番なのだ。私はなかなか参加させてもらえなかったが」

　祖母や母、姉たちの夜のお茶会に混じるのは子供の頃の憧あこがれだった、とエルゼはどこか気き恥はずかしそうに語った。

「……家族、ですか」

　リトフィアはぽつりと呟つぶやく。

　彼女には一いつ家か団だん欒らんの記き憶おくがほとんどない。母である皇こう妃ひを失い、セドリックともども追放されたのはまだ幼い頃だ。皇位継けい承しよう戦争が始まってからは遠くの城でセドリックの戦勝の報告を聞くだけだった。

　エルゼの思い出話に限らず、暖炉やストーブはよく家庭を象しよう徴ちようするものとして語られる。ただリトフィアにとってそれはあくまで知識であって、実感は持てなかった。

「暖炉の前でどんなことを話すのですか？」

　唐とう突とつな問いにエルゼは戸と惑まどった顔をしつつ、

「何、と言ってもな……見聞きした面白い話とか、知人の噂うわさ話ばなしだとか」

「考えてみれば、兄様とはろくに食事も一緒にしなかったですしね……」

　暖炉の思い出がなくて当然だ。あのセドリックが噂話に付き合ってくれるわけがない。

「でも、今は楽しいです。ここでみんなでストーブを囲んで」

「いささか貧びん乏ぼうな寄り合いだがな」

　なにしろ金を稼かせぐために針仕事をしているところなのである。エルゼは肩かたをすくめ、

「それもこれもあの男の稼ぎが悪……ではなくて、なぜ奴を亭てい主しゆ扱あつかいせねばならん」

　なにやら自分に言い聞かせるようにエルゼはぶつぶつ呟いていた。

　ちらりとマリノを見ると、彼女は黙もく々もくと針を動かしていた。

　リトフィアとエルゼの会話を聞いてはいるのだろうが、話に入ってくる様子はない。だがストーブの前にいるのにそれではもったいない。

　せっかくなので、ここは前々から疑問に思っていたことを尋たずねてみることにする。

「あの、どうしてアストがお兄さんなんですか？」

　アストとマリノに血の繋つながりはないそうだし、孤児時代に知り合ったことは聞いているが、それなら幼馴染みでいい気がする。

　唐突に話を振ふられたマリノは戸惑ったように首を傾げたが、やがてぽつりと口を開いた。

「……昔、両親と兄が死んだ」

　その言葉にリトフィアとマリノは顔を見合わせた。マリノが自分の……本当の家族について話すのを聞くのは初めてな気がする。

　レイデン家には娘のほかに後を継ぐべき息子がいたが、焼き討ちによって死亡した。その哀あわれな少年はマリノの数歳上、アストと同じ年とし頃ごろだったという。

「そのお兄さんとアストが似ていたとか？」

「全然」

「……そうですか……」

　幼いマリノは自分を庇かばってくれた孤児の少年を「お兄ちゃん」と呼んでついていった。幼い彼女はまだ家族の死もきちんと整理できておらず、身近な……自分を守ってくれる少年をそう呼んでも不自然ではない。

　ただそれはあくまでマリノの事情で、アストは知る由もなかったはずだ。

「……でも」

　ある日、マリノの態度が生意気だと他の子供が騒いでちょっとした騒そう動どうに発展した。アストは「兄である自分も悪い」と言ってマリノを庇い、しこたま殴なぐられて帰ってきた。

　アストを巻き込んでしまったことをマリノはわあわあ泣いて謝あやまったが、アストはマリノの頭を撫なでてこう言ったのだという。

『俺はお前の兄貴だからな。……この分は、他の誰だれかに返してくれればそれでいいさ』

「……母と同じ言葉だった」

　アストがマリノの兄という言葉を否定せず、他の孤児たちに兄妹きようだいとして扱あつかわれることに次し第だいにマリノも馴染んでいった。そうすることでお互たがいに欠けたものを補いながら、少しずつ二人で成長していった。

「アストらしい話ですね」

　リトフィアはしみじみ言い、エルゼも頷うなずく。

「ここにアストもいたらよかったんですけど。家族なんですし」

　だがそう続けたところ、エルゼとマリノは揃そろって複雑な顔をした。

「残念ながら、我わが故郷では暖炉での編み物は男子禁制だったのだ」

「そ、それは残念です……」

「変な刺繍は見たくない」

　身も蓋ふたもない物言いだが、リトフィアには逆にそれが羨うらやましかった。彼女にとってセドリックは他の誰よりも話しかけづらい相手である。

「ところで殿下、さきほどからまったく刺繍が進んでいないようだが」

「え……ええええ」

　よく見ればエルゼとマリノは話をする間もずっと手は動かしていた。エルゼのレースはじきに仕上がりそうだし、マリノは次の刺繍に取りかかりつつある。

「ううう。すみませんすみません」

　リトフィアは目を潤うるませながら、途と中ちゆうで放り出だした縫い目を数えだした。







第四章　家族の領分







　扉とびらを開けたところでリトフィアは怪け訝げんな顔をした。

　七日に一度の休講日、今日はアルヴィンに依い頼らいされた警備室の待機番もないので、リトフィアはいつも通りに借りている空き部屋で針仕事を進めるつもりだった。

　扉の鍵かぎは既すでに開いており、エルゼがマリノが先にこの部屋に来たものと思われた。しかし牢ろう獄ごくめいた重苦しい部屋に彼女たちの姿はない。

「席を外したのかしら……」

　ストーブには既に火が入っており、卓たく上じようと椅い子すの上には針や糸が散乱していた。

　作りかけの薔薇ばらの刺繍はマリノのものだが、几き帳ちよう面めんな彼女はいつも席を立つときにはきちんと道具を整理していたはずだ。よほど慌あわてていたのだろうか。

　しばらく待ってみたが、マリノが戻もどってくる様子はなかった。

「……どうしよう」

　火の始末もしないで飛び出したということは、よほどのことがあったのだろう。

「何かあったのかしら……マリノさんと、もしかしたらアスト」

　あのマリノがここまで狼ろう狽ばいするとなると、アスト絡がらみである可能性は高い。

　リトフィアはしばし考えてから、踵を返して部屋から駆け出した。

「どこから探したものかしら」

　平日なら一年生の教室に行ってみればいいのだが、あいにくと今日は休講日だ。

　食堂の厨房……まあこちらにいるのはアストだが、と寮りようと図書館といったところか。もしそこに彼らがいなければ……

「申し訳ありません、一年のマリノさん、それとアストを見かけなかったでしょうか」

　花か壇だんの近くでリトフィアはすれ違った女学生を呼び止めて尋ねた。

　話しかけてから見覚えのある顔だと思い出した。確かアルヴィンの生徒会での部下だ。

「見かけましたよ」

「本当ですか!?」

　一人目で手がかりを得られたことに驚きつつ、リトフィアは女学生に詰つめ寄よった。

「マリノ嬢じようというのは確か、アスト・パラダンの妹のことですよね」

「そうです、その……」

「彼女ならさきほどそちらに向かって歩いていきましたよ。兄上のほうは知りませんが」

　言って女学生が指さしたのは北の方角、学院と森を区切る高い石壁かべだ。

「遠目でしたが、緋ひ色いろのマントを羽織った方と一緒だったのでよく覚えています」

　緋色は枢機卿にのみ許された色だ。その出いで立たちの人物はこの学院に一人しかいない。

「コルネリオ猊げい下か？　でも、どうしてマリノさんが……」

　首を傾げつつもリトフィアは女学生に礼を言って別れ、石壁の近くまで行ってみる。

　そこにはよく見知った人物が佇たたずんでおり、彼女もまた首を傾げていた。

「ああ、殿下、さきほど妙みような話を聞いたのだが」

　エルゼはリトフィアの顔を見るなり、やはり眉まゆをひそめながら話し出す。

「作業室に向かう途中、遠目にマリノ嬢らしき人ひと影かげを見かけてな。追いつけなかったので近くにいた者に話を聞いたのだが、枢機卿と一緒だったらしい」

「……ええ。それはわたしもさきほど聞きました」

「それが、その者が言うには二人はこの通用門に向かったらしいのだ」

　学院には正門のほか、ぐるりと敷しき地ちを囲む石壁に何カ所か通用門が設けられている。ただ学院の三方は森であり、通用門といっても警備や点検のためのもので学生が出入りすることはない。

　目の前には小さな木製の扉があるが、マリノたちの姿はなかった。

「外に出た？　でも……」

　校外の森に学生が踏ふみ込んだら、すぐに警備室の円えん卓たくが反応するはずだ。

　しかし石壁の上には何人か警備兵や自警団の姿も見えたが、彼らは普段と変わらぬ姿で外周を巡じゆん回かいしている。不ふ審しん者しやを見つけて慌ただしくしている様子はない。

　なによりマリノがコルネリオと一緒というのが解げせない。コルネリオが校外の森に用があるなら講師か研究者を伴ともなえばいいはずである。

　アストはコルネリオをかなり警けい戒かいしており、竜事件について学院に報告した以上のことは言うなとリトフィアたちはきつく釘くぎを刺さされている。だがそれはマリノが入学する前の出来事で、彼女には関係ないはずだ。

「とりあえず、あの上の見張り番に話を尋ねてくる。殿下は待っていてくれ」

　校舎に向かって駆け出すエルゼを見送ってから、リトフィアは眼前の石壁を見上げた。

　この通用門は学院のほぼ真北に位置する。壁の向こう――この先にあるのは、

「廃はい聖せい堂どう？」

　天板に地図を描えがいた円卓を思い出しつつリトフィアは呟いた。







　アストはひとり森の中を疾しつ走そうしていた。

「くそっ！」

　足あし下もとには太い木の根が這はい、頭上には木々が枝や葉を伸のばしているせいで視界も悪いが、今はそんなものに構っていられない。岩やちょっとした崖がけをたちまちよじ登り、枝に手をかけて飛とび越こえながら一直線に北を目指す。

　その道すがら、手にした方位磁針にちらりと目を落とした。

　セドリックから借りたこの魔道具はリトフィアのペンダントと対ついになっており、常に彼女の居場所を指し示す。ウルスラから封ふう命めい晶しようを割れることを聞いたアストはリトフィアの了りよう解かいを得てペンダントの一部を砕くだき、破は片へんをマリノの制服に忍しのばせておいた。

　むろん本来の使い方でないため、二カ所を指すよう命じられた方位磁針の針はふらふらと揺ゆれ動うごいている。それがリトフィアの……そしてマリノの居場所のはずだ。

『廃聖堂の調査のため、君の妹君をお借りする』

　今朝、寮の自室に投げ込まれていたごく短い言こと伝づてだ。

　ウルスラを叩たたき起おこして確かく認にんしたところ、確かに森の北には廃聖堂があるらしかった。秘ひ儀ぎ院のコルネリオがその調査をしようとしてもおかしくはないが、まだ学生……それも入学したばかりのマリノに手伝わせる理由はない。

　短文の意味するところは明白だった。

　コルネリオはマリノを餌えさにアストを廃聖堂に呼び出したのだ。

　だがコルネリオがアストを危険人物と判断して抹まつ殺さつを決めたにしても、ただ呼び出して殺害というのは藪やぶをつついて蛇へびを出しかねない下策だ。学院から学生が姿を消せばたちまち大問題に発展する。

　それにわざわざ廃聖堂に呼び出したというのも解せない。他人の目が届かない場所に呼び出すにしても、他にも適当な場所はありそうなものだ。

　そもそも、なぜコルネリオはマリノを学院にまで送り込んできた？

「……そんなもん関係あるか」

　しばし思し索さくを巡らせてから、アストはぎりっと歯を食いしばった。

「バルテノムの〝英えい雄ゆう〟の妹を傷つけてみろ、地の果てまで追いかけて報復してやる」

　今は何も考えるな。逡しゆん巡じゆんで刃はを鈍にぶらせるな。

　アストはなおも全力で悪路を駆け抜ぬけた。







「森の廃聖堂ですか？　そういえば確かに先日、コルネリオ猊下に尋ねられましたが」

「本当ですね!?　わかりました、ありがとうございます！」

　礼もそこそこにリトフィアが駆け出していくのを見送り、アルヴィンはほくそ笑んだ。

　さきほどリトフィアは生徒会室にいるアルヴィンのもとに駆け込んできて、監かん視し装置の動作がおかしいようだと報告し、コルネリオの動向について尋ねてきた。

　それに対してアルヴィンは嘘うそを答えなかった。真実すべても語っていないが。

「約束は果たしましたよ、猊下」

　先日ひそかにアルヴィンとコルネリオは契けい約やくを結んだ。アルヴィンにアスト・パラダンとの勝負の場を与あたえる代わり、指定した日時に円卓の監視装置を停止させておき、ひそかに廃聖堂に向かうコルネリオたちの動きを見み逃のがすこと。

　アルヴィンにとってはひそかに魔道具を停止、再起動するなどたいした手間でもない。リトフィアに言われたとおりに装置の点検はしてみせるが、その仕事はもう数時間ほど後にしよう。

「さて、リトフィアとエルゼ嬢は動きましたね」

　アルヴィンがコルネリオと約束したのはあくまで円卓の操作だけで、それ以外――配下の学生も使ってリトフィアたちにマリノの動向を伝えたことは含ふくまれていない。

　リトフィアのことだ、マリノとコルネリオの行き先がわかれば後先考えずに飛び出していくだろう。だが監視装置の詳しよう細さいを教えたことを含め、そう誘ゆう導どうしたのはあくまでアルヴィンの独断である。

「アスト・パラダンを試ためしたいというなら、彼かの女じよたちの存在は必ひつ須すですよ、猊下」

　ここにはいないコルネリオに向かってアルヴィンは呟く。
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　聖職者を志したのはごく世せ俗ぞく的てきな理由だった。

　彼は地方の豪ごう族ぞくの出身だったが長男ではなく、家か督とくを継ぐ立場になかったからだ。幸いにして魔ま術じゆつの才能には恵めぐまれていたが、兄とは折り合いが悪く魔ま術じゆつ師しとして一族のために尽つくす気になれなかった。

　家門から離はなれるためだけに彼は聖堂の門を叩き、奉献院に配属されて地方に派は遣けんされた。

　慈じ善ぜん事業は地味、というより実績が目に見えにくい。街の修道女には奉ほう仕しを生いき甲斐がいとする者も見かけるが、組織内での出世を目指す人間から見れば奉献院は流る刑けい地にも等しい。兄を見返すつもりだった彼も当初はそう思っていた。

　だが彼はすぐにその考えを打ち消した。

　勉学と政治にのみ励はげんでいた彼は、誰かに手を差さし伸べたなら感謝されるという当たり前のことをようやく知った。それに感激した後は、不幸な人々のために尽くすことが自分の使命であると念じて日々の職務に邁まい進しんした。

　だが、やがて彼は行いき詰づまっていった。

　誰の目から見ても悪辣な人間がいたなら、逆に話は早かっただろう。無む辜この民を苦しめる領主がいたなら罰ばつすることができる。暴利をむさぼる金貸しがいたなら告発することができる。

　誰にも悪意はなく、だからこそままならなかった。

　いくら働いても駆かけずり回っても、苦しむ人々はいなくならなかった。誰が悪いわけでもないはずなのに、誰もが幸せになることはできない。

　周囲の人々は彼を褒ほめ、評価してくれた。私たちはみな君に感謝している。少しずつ状況は良くなっている。きっとこれからも良くなるだろう。

　少しずつ。

　ならば完全にこの世界から不幸が消えるのはいつのことだ？

　そんな中、彼は異例の若さで聖職者の最高位たる枢機卿の地位を賜った。

　天てん帝ていユーヴァによる任命式の後、彼は長老格の枢機卿に連れられて、天帝の座所である大聖堂の地下に連れて行かれた。今にして思えば、それが真に彼を枢機卿団の一員と認める儀ぎ式しきだったようだ。

　天帝の玉座の地下で彼は――コルネリオは〝それ〟を見た。

　――そして、理解した。

　自分が何を目指すべきかを。
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「……ここが、女神の廃聖堂」

　マリノは目を凝らして薄うす暗ぐらい森にひっそりと佇む廃聖堂を見つめた。

　以前はそれなりに大きな建物だったようだが、放ほう棄きされてからの長い年月の間に壁や石材の大半が崩れ、なかば土に埋うもれかけている。

　かつてはこの森の奥おくまで大勢の信徒が訪おとずれたのだろう。しかしかつての栄光を失った今、わずかに残った壁や元は石段だったと思われる雑草だらけの岩は、まるで打ちひしがれて地面に蹲っているかのようだった。

「……猊下は来たことが」

「秘儀院に移ってすぐに一度な」

　マリノの前を行くコルネリオは躊躇うことなく石段に足をかけ、建物内部と思われる場所に足を踏み入れる。

「普段はここは封ふう鎖さされているのだが、今だけ学院に立ち入り許可をもらっている。むやみに人を近づけるわけにはいかないから、学生には伏ふせているが」

　マリノをこの場所まで連行してきたコルネリオが淡々と答えた。

　アストから「コルネリオに注意しろ」という厳命は受けている。だが唐突に現れたコルネリオにナイフをちらつかせられ、「命が惜おしいなら付いてこい」と言われればマリノに抗うことはできなかった。

　しかし、小こ柄がらな少女とはいえ人間ひとりを抱かかえて足場の悪い森を行くのはコルネリオにも無理な相談だったらしく、今もマリノは特に縛られたり口を塞がれたりはしていない。

　もっとも逃にげ出すそぶりを見せればすぐに刃が追いかけてくるだろうが。

「…………」

　マリノは不安と興味の入り交じった顔でコルネリオに続いた。

　マリノの生家、レイデン家は古くは聖堂の神官や巫女みこを務めた家系だ。とうの昔に特権は失ったが、屋敷には神話や遺失魔術にまつわる書物が多く残されていた。両親に読んでもらった内容を今もマリノは覚えている。

「……それは」

　コルネリオが壁の土つち埃ぼこりをざっと払はらうと、あちこちがひび割れた壁画が姿を現した。

「おそらく、創世神話を描いたものだな」

「……ソティラスとカーサ」

　この廃聖堂に祭られている女神カーサは女と家庭の守護神であり、神話において主神ソティラスの妻とされる。人々が信仰を失った今でもその名を耳にすることは多く、天帝の側仕えの女性をカーサの巫女と呼ぶことがあるくらいだ。

　壁の内側にはその他にも何枚か、神話の一場面を描いたモザイク画がある。

　ただこれらは歴史的には貴重な資料だろうが、魔ま術じゆつ的てきに見て面おも白しろいものでもない。少なくとも秘儀院のコルネリオがやって来る意味はあまりないように思えた。

「表にあるものに用はない。私たちが用があるのはこの奥だ」

　そしてコルネリオはマリノにある箇所に立つよう命じた。

　コルネリオは土埃を払って床ゆかに描かれた模様を確認していく。あちこち崩れてはいるが、元は石畳に何本もの溝みぞが彫られていたようだ。円や多角形を複雑に組み合わせたその紋様はまるで、

「……魔ま法ほう陣じん」

「いや、ここに描かれているのはあくまでカーサへの信仰を表すものだ。……中心部への目印としての意味合いもあるがな」

　そしてコルネリオは拾った石で石煉れん瓦がのひとつを強く押おし込んだ。

　ずず、とどこか遠くで重い石がずれるような音がした。同時にマリノの足下の石ががたんと音を立てて揺らぎ、マリノは思わず飛び退こうとする。

「動くな！　……それから、あと一カ所」

　コルネリオは覚え書きを見ながら廃聖堂のあちこちを調べていった。今度は壁のくぼみに置かれた小さな彫像を見つけ、それを少し離れた場所にある穴に差し込む。

　がごん、と大きな音がした。

「……！」

　マリノの足下近くの石が数個、音を立てて陥没した。マリノは思わず声にならない悲鳴を上げ、やがて目を丸くする。

　石床に生じた穴の奥に、ぽっかりと暗い空間が広がっているのが見えた。

「……地下聖堂カタコンベ」

　地中から冷たい空気が流れ出してくるのに気づき、マリノは呆ぼう然ぜんと呟く。

「そうだ。こちらの存在を知る者は学院にも少ないが」

　古い時代、神々の託たく宣せんを得るための祭壇を地中に置くことはたまに行われていた。大地から魔ま力りよくを得る際、土に囲まれている方がより力を得られると考えられていたからだ。今ではその説は否定されているが。

　そして聖堂の心臓部たる祭壇を秘匿し、ごく限られた人間しか入れないようにすることも当然考えられる。

「……保存状態がいい」

　千年以上前の機構がまだ動くというのは驚きだ。学院が普段この廃聖堂を封鎖しているのは、地下聖堂を崩さず保存しておくという意味合いが強いのかもしれない。

「さて、では行こうか」

　コルネリオはやはり平然として穴から地下に身を滑らせた。

　マリノもすぐにそれを追って飛び降りる。大半が崩れ落ちた地上部分と違い、地下聖堂はほとんどが健在だ。

　コルネリオがランタンに光を灯すと、自分たちが直線状の通路にいることがわかった。

　地上の壁はほとんど崩れていたが、こちらは壁面をはっきり読み取ることができる。

　通路の壁から天井に至るまで、びっしりと細かな溝が彫り込まれていた。円や多角形を組み合わせた紋様は魔法陣に似ていたが、

「……形式がわからない」

　魔法陣の形で示されるはずの魔術の属性、形状、規模、それらが壁の紋様からはまったく読み取れなかった。さきほどコルネリオが地上で説明したように、魔術ではなくあくまで神への信仰を表すものなのだろうか。

「それとも、……遺失魔術」

　既に遺失魔術の体系は失われており、だとしたらマリノにも解読はできない。

　さほど広くない通路は何度も折れ曲がって他ほかの通路と交差しており、階段も不規則に現れる。魔術を併用したのだろうとはいえよくも地下にこれだけ複雑なものを造ったものだ。

　コルネリオは道順を覚えているようだが、油断すると帰り道すら失念しそうだ。

　道すがら、コルネリオはふと思いついたように話しかけてきた。

「ところで君は先日入学したばかりだったかね、マリノ嬢」

「……はい」

「そうか、それは残念だ。去年入学していれば、天てん帝てい猊げい下かにお目にかかれたのに」

「……そう聞きました」

　昨年末の闘とう技ぎ大会の表彰式に天帝ユーヴァが来訪したこと、そのときに起こった事件の詳細はマリノも聞かされている。もっともアストは「聞いたらお前の身がまずい」と言ってすべては教えてくれなかったが。

「君の兄……アスト・パラダンは、天帝猊下について何か言っていたかね？」

「……素す晴ばらしい方だと」

　釘を刺されたことを思い出しつつマリノは無難な返答をするが、

「心にもないことを言うのは、君の兄の評価を下げることになるから気をつけた方がいい。あれは無む為いの天帝であり、……ただの傀儡だ」

　表情こそ変えなかったが、マリノは内心目を剥むいた。

　口さがない者がそう言っていることはマリノとて聞きき及およんでいる。だが市井の人間が陰口を叩くならともかく、天帝を権けん威いの拠り所とする枢すう機き卿けいの言葉ではない。

「そもそも今の天帝制度は形骸化した慣習に過ぎん。無為の天帝猊下の下で、無能どもが権力争いに明け暮れているだけだ。大陸の統一と恒久の平和など昔語りでしかない。その原因は何だと思う？」

　マリノは名家の生まれであり、現在も男だん爵しやく令嬢という身分だが、彼女自身が権謀の渦中に身を置いたことはない。ただ、今自分はその岐路に立たされているのではないか。

「……わかりません」

「それもこれも、資格のない者が天帝の座に即ついているからだ」

　きっぱりとコルネリオは言い切った。

「今の天帝選考、魔術師たちの勝負などただもっとも運が良い者を選んでいるに過ぎん。あんなやり方で真に優すぐれた魔術師を……天帝の資格者を選ぶことなどできるものか」

「……資格者」

　マリノは唐突なその語を口の中で転がした。〝もっとも優れた魔術師〟が資格だからこそ、天帝選考でそれを見極めるのではないか。

「……なぜ、私にそれを」

「君の兄こそが……アスト・パラダンこそが、真に天帝たり得る者だと思うからだよ、マリノ・レイデン」

　今はもう失われた名でマリノを呼び、コルネリオはマリノを振り返かえった。

　マリノがウェズレー男爵家に引き取られた際に尽力してくれたのはコルネリオだという。彼かれがこの名を知っていることは不思議ではないが、なぜ敢あえてこちらで呼ぶのか。

　いつもの神経質な印象は影を潜め、コルネリオはその細面を紅潮させ、演説するかのように両腕うでを広げて熱っぽく語り続ける。

「私はずっと考え続けていた。なぜこの地からは不幸が絶えないのだろうとね。病気も、貧困も、君や彼のような不幸な子供たちも」

「…………」

「この世界に善い人間は多くとも、優れた人間はそう多くはないのだ。優れた者が人々を治めるべきなのに、そのための国々を越えた制度すら存在するのに、この大陸はいまだ多くの不幸を抱いたままだ」

「……それは、天帝が不完全だから」

「そうだ」

　マリノの呟きにコルネリオは我が意を得たりとばかりに力強く頷いた。

「もっとも優れた王が必要なのだ。いや、優れたという言葉では足らないな。慈悲深く全能な王、彼が治めてこそ安寧は維い持じされるのだ」

「…………」

　歩きながら無言でマリノは考え込んだ。

　神々が地上を治めていた時代、この地にはいかなる苦しみもなかったという。しかしやがて黄金の時代は終わり、神々同士の争いによって地上の楽園もまた終焉を迎えた。

　優れた統治者を望むのは臣民としては当然のことだ。ただ、もしもそんな人物が存在したとしても、すぐにコルネリオが言うような幸せな国が生まれるとは思いづらい。

　……たぶん、コルネリオは疲れてしまったのだ。

　地上に転がる飢えや病や苦しみはあまりに多すぎて、それをひとつひとつ拾い集めていくことに。マリノとて自分の過去を嘆いたことは何度もある。ただ、この世界で自分だけが不幸だったとも思わない。

　全能な王なら一度にすべてを解決できる、コルネリオはそう考えてしまったのだろう。

　ただマリノとしては、それは過程と証明を経へずに結論だけを求めるに等しいのだが。

　それに、コルネリオはまだ肝心なことを言っていない。

「……兄の資格とは何」

　コルネリオが全能な王を求めたのはともかく、それとアストがなぜ結びつくのか。

「君はまだ気づいていないのか？　彼がこの世界にも稀な侵しん奪だつ者だという事実だ」

　その言葉にマリノはわずかに目を見開いた。

　ただコルネリオはその微妙な動きに気づかなかったようで、無感動な彼女にあからさまに苛いら立だった顔をした。まあ仕方がない。感情を表に出すのが苦手な自分の、自分自身ですら気づかない仕草を読み取れるのは今は亡き一家とアストだけなのだから。

「初代天帝……主神ソティラスに祝福され、地上の代理人たる証として竜を授さずかった人物は、侵奪者だったというのが私の結論だ。そして実際に彼は優れた人間としてこの大陸を治めたという実績がある」

「……兄と同じ」

「そう、君の兄と同じだ。彼は大勢の人間の力を束ねてその頂点に立ったのだ。ならばアスト・パラダンもそれができる……そうであるべきだとは思わないか」

　力を込めてコルネリオは語った。

「…………」

　以前、アストは天帝を目指すとはっきり口にしたから、コルネリオの理想とアストの意志が反発するわけではない。兄を褒め称えられ、真なる天帝の資格者だと持ち上げられるのはそう悪い気分ではない。

　だが、マリノはそっとため息をついた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　ぼそりと呟つぶやく。

　それはコルネリオにも聞こえたようで、彼はあからさまに顔色を変えた。

「……どういう意味だ？」

「侵奪あんなものを資格だと思っている」

　マリノから見れば――そしてアストもそう思っているだろうが、侵奪者はただ領域ドメインと魔力が欠落した人間でしかない。

　それを逆に力としたのは、あくまでアストの這い上がろうとする意志である。

　そんなことも知らず、ただ侵奪による結果を讃えるこの枢機卿は大馬ば鹿か者だ。

「……なるほど。それが君の考えか」

　しばし顔を赤くしたり青くしたりを繰くり返した後、コルネリオはおもむろに言う。

　その表情はいつもの平静さを取とり戻していたが、それが逆に滑稽だった。

　コルネリオはマリノの肩に手を置き、首筋に刃を触ふれさせてきた。今までは丁寧に扱ってくれたがその意志もなくなったらしい。

「だが実のところ、君の意志はさほど関係ない。君は望むと望まざるとにかかわらず敬愛する兄に女神の祝福を与えることになるのだ、マリノ・レイデン」

　それ以降、コルネリオは無言でマリノの背を押したまま歩き続けた。

　どのくらい歩いたのか、いい加減に代わり映えしない通路を見飽きてきた頃ころ、

「そろそろ終点だ」

　地下聖堂の最深部に着いたのだ。光源がランタンだけなのでわかりづらいが、肌はだに伝わる空気からしてかなり広い空間である。天井は高く、円形の部屋の床から壁、天井に至るまでやはりびっしりと紋もん様よう状の溝が彫り込まれていた。

「ちょうど良い。君の兄も追いついてきたようだ」

　コルネリオの言葉を裏付けるように、通路の向こうから足音が近づいてきた。







「思ったより早かったな」

　猛然と広間に駆け込んだアストに動じることもなく、コルネリオは淡たん々たんと言った。

　コルネリオはマリノの肩かたに手を置き、その背にナイフを押し当てている。だがマリノには疲労の色こそあったが特に怪我はしていないようだ。

「ご丁寧な招待どうも」

　アストは吐き捨てた。地下に入る通路は開いたままだった上、予備のランタンまで置いてあるという親切ぶりだったのだ。複雑な道順も足跡を追うだけなら迷うことはない。

「こんなところまで呼びつけたからには、よっぽど重要な用があるんだろうな？」

　言いつつもアストはじりじりとコルネリオとの距きよ離りを測り、マリノを奪還する隙すきを探さぐる。それに気づいていないわけでもないだろうが、

「無論だとも。〝英雄〟アスト・パラダン」

　コルネリオはひたとアストを見据えた。

　そして背後の大広間を振ふり返り、

「君をここに招く必要があったものでな。……あれは何だと思う？」

　魔法陣めいた陣じん図を刻み込んだ広間の中心は階段状に盛り上がっており、魔術師の代わりに直方体の大理石が据すえられている。何本もの溝が刻み込まれたその石は、誰かがそこに立つために設しつらえられているようだった。

「……祭壇か？」

「そうだ。これこそが聖堂の心臓部、最古の魔術が行われた場所だよ」

　もっとも古い魔術……つまり、巫女による神々の託宣か。

「私は真なる天帝の資格者が誰なのかを知りたいのだ」

　真なる天帝。そういえば以前、コルネリオはそんな言い回しをしていた。

「今のところ、私はそれにもっとも近いのが君だと思っている」

「……それは俺おれが侵奪者だからか？」

「そうだ。だから神に問い、誰だれの目にも明らかな証を得る必要があるのだ」

　証と聞いてアストには思い当たる節があった。

　伝承によれば初代天帝は主神ソティラスから大陸すべてを領域とするための御み業わざを授かり、主神の地上の代理人たる証として竜を賜ったという。
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「この祭壇はカーサの託宣を受けるためのものだ。カーサは主神ソティラスの妻たる女神。君が真なる天帝の資格者……主神の代理人なら、君の前にも竜が現れるだろうよ」

　以前に倒たおした泥人形ゴーレムの竜を思い出す。模倣品ですらあの威い力りよくなのだから、もしも本物の竜がいるとしたら生半可な存在ではないだろう。

　竜を従えた、神々に選ばれた真なる資格者。それは確かに心躍る言葉ではある。

「……いくつか聞きたいことがあるんだがな」

　だが、アストは険しい顔で口を開いた。

「神様とやらの託宣が欲ほしいとして、どうしてこんな廃聖堂でやるんだ？　天帝のいる大聖堂にもたぶんソティラスの祭壇があるだろう。そっちでやるべきじゃないか」

「あんな無力な老人を選んだ神と祭壇など、何の力もあるものか」

　吐き捨てるような口調だった。

「あんた、本当に神なんてのがいると思ってるのか？」

　アストにとっては神話はあくまで昔話に過ぎない。人々が神々を崇めた歴史があることは承知しているが、本当に神の声を聞くことができたとは思っていない。不安定な魔術で音が生じたのを勝手にそう解釈しただけだろうと。

「愚問だな」

　だがコルネリオは問いを一語で切って捨てた。

　思えばコルネリオは枢機卿……聖職者なのである。わざわざ尋たずねることではなかった。

「あんた、侵奪が本当に力だとでも思っているのか？」

「君の妹も同じことを言ったな」

　そこでアストはちらりとマリノを見た。

　ここに来るまでにコルネリオといかなる会話があったのか、コルネリオの言葉をマリノは眉ひとつ動かさず聞いていたが、その表情には微細な変化がある。

　目め尻じりをかすかにつり上げて唇くちびるを引き結んだその顔は、明らかに怒っていた。

「……この地下聖堂でたとえ託宣が降りるにしても、その魔術を発動するには魔術師が要いるはずだな。――それは誰だ？」

「ここにいるマリノ嬢だ」

　コルネリオはマリノの肩に置いた手に力を込めて微ほほ笑えんだ。

「君は知らなかったかもしれないが、彼女は実はレイデンという神官の一族の末まつ裔えいでな。彼女もまた巫女としての優れた資質を持っている」

「……よく知ってるよ」

「私はこれを知ったとき、これは運命なのだと思った。真なる天帝には神々の采配があるものなのだと。天帝に神々の祝福を授けるのが愛する妹だというのだから」

「運命ね」

　アストは皮肉げに笑った。

　あの出会いを……偶ぐう然ぜんと小さな勇気を他人に必然と決めつけられたくはない。

「なら聞くが、なんであんたは最初にマリノにそれを言わなかった？」

　その手段はさておき、今のところコルネリオの話はアストに不利なものではない。他の人間に聞かれるわけにはいかないにしろ、学院の応接室ででも話せばよかったはずだ。

　沈ちん黙もくし……マリノの肩から手を離そうとしないコルネリオをアストは冷たく見据え、

「なら俺が言ってやろうか。託宣は巫女を使い潰つぶしにしたと言われてるからだよ」

　コルネリオの表情が一いつ瞬しゆんだけ揺らいだ。

「それに、あんたが保険をかけていないとも考えづらいんだよな。……もしも俺が提案を断った場合、あんたはどうするつもりだった？」

「聞けば今、君はたいそう困こん窮きゆうしているのだろう？　英雄たる君に援助することは私としてもやぶさかではないが」

「あんたの差し金かよ」

　アストはげんなりした顔をした。学費問題でアストを追い詰めておいて、アストがコルネリオの同志となれば金を出だしてやり、断った場合はそのままアストを学院から追放する……そんな腹づもりだったのだろう。

　確かに学院の運営に口を出せるのは一部の講師か高位の聖職者くらいだ。枢機卿のコルネリオならばその条件に合致する。

「あいにくと、そっちは仲間のおかげでどうにかなりそうなんだ」

　コルネリオの舌打ちに、こんなものかとアストは内心冷笑した。

　いくら御託を並べたところで、コルネリオのやったことは脅迫と不意打ちでしかない。

「あんたが俺に夢を見るのは勝手だが、肝心の託宣の魔術はマリノにしか使えないはずだな。この期に及んでこいつが素す直なおにやると思うか？」

「……マリノ嬢じようの持つ、レイデン家の指輪」

　コルネリオはマリノを見下ろし、

「以前、彼女の身元調査のために一時的に指輪を預かった。返却する前に、埋め込まれた魔ま道具の起動用の言葉パスワードを分析しておいたのだ。……当時はバルテノムの騎き士しへの対策だったが、役に立つこともあるものだな」

　マリノがびくりと肩を震ふるわせて胸むな元もとに目をやった。護身用の指輪に仕込まれているのはたいてい炎ほのおや爆裂といった単純な魔術だが、指輪を身につけた状態で起動されれば確実にマリノの命はない。

　両親の唯ゆい一いつの形見をマリノは肌身離さず持ち歩いていた。それが喉のど元に刃を突きつけられている状態だとも知らずに。

「あんた……」

「君が驚おどろくことではないと思うがね。セドリック皇子を皇位に即け、〝英雄〟となるために君は何人斬った？　何かを為なすには犠牲はつきものだろう」

　平然とコルネリオは言った。

「……あんた、今まで何人もの孤こ児じの面めん倒どうを見たって言ってなかったか」

「言ったな。だがそれも今の天帝が無能だから起きたことだ。優れた天帝がこの地を治めれば、不幸な子供などいなくなるとは思わないか」

「マリノもあんたの世話になった子供のはずだが？」

「彼女は優れた人間だ。その資質をもって兄たる君に奉仕する、それ以上の幸福があるとは思えないがね」

　――これ以上、アストは続けるべき言葉を見つけられなかった。

　これはもう狂っているに等しい。

　犠牲なくしては何事も達成できない、そんなことは身に染しみて知っている。だがそのために手段を選ばず、自分が助けた少女すら捨て駒ごまにして矛盾を矛盾とも認識しない有り様は、アストと……いやこの世界と相容れないものだ。

　ぎりぎりと歯を食いしばるアストをコルネリオは静かに見つめ、

「言っただろう、これは運命なのだよ。マリノ嬢が女神に問い、私が証明する。そうして君は真なる天帝への道を歩むのだ」

「……もし俺が天帝になったなら、そのときには真っ先にあんたを殺してやる」

「それこそ本望だ。真なる天帝の直々の裁きを受けられるのなら」

　コルネリオは道化めいた仕草で肩をすくめて笑った。

「さて、マリノ嬢。そろそろ運命の時間といこうか」

　コルネリオのナイフに背を押されてゆっくりとマリノは中央の祭壇に歩いて行く。

「マリノ！」

　巫女は使い潰し――それはあくまで遺失魔術の成功確率が低いという意味だ。ここでコルネリオに刃向かって自爆させられるよりはましかもしれないが、それにしても。

「託たく宣せん魔ま術じゆつについては知っているかね？」

「……昔、父さんと母さんに聞いた」

「床のこの模様が託宣魔術の魔法陣なのか？」

「と言うより、聖堂はそもそも託宣を受け取る器として建てられたと言うべきだな。いわば地下聖堂そのものが巨きよ大だいな祭壇で、ここはその扉とびらに過ぎない」

　やがてマリノは数段高くなった祭壇の上に立った。

　首だけでアストを振り向きざま、

「……大だい丈じよう夫ぶ。神様なんていない」

　それは以前アストがウルスラに言った言葉だ。自分もマリノも庇ひ護ご者を失った子供だった。そんな自分たちが神の恩寵など感じたこともない、と。

　やがて、マリノの身体が淡く橙だいだいに発光した。

　足あし下もとから広がった領域の光はやがて床の溝に流れ込んでいった。堰を切ったかのように光はたちまち床から壁かべ、天井にまで至り、一瞬、広間全体が光のレースに包まれたかのような様相となる。

　どくん、と広間……いや地下聖堂そのものが脈打った気がした。

　祭壇の天井、マリノの頭上がひときわ強く発光した。そこから雨水がしたたり落ちるかのように、光の粒が一滴滑り落ち、すうっとマリノの身体に吸い込まれていく。

「マリノ……」

　その姿をアストは祈る……いや、願うような気持ちで見つめた。

　神などいるわけがなく、託宣も竜も現れるわけがない。マリノが操っているのが実際はどのような魔術なのかはわからないが、コルネリオの隙を見てマリノを奪取し、この地下聖堂から逃げるまでだ。

　だが次の瞬しゆん間かん、アストの視界は閃せん光こうに塗り潰された。
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「ここか？」

「どう見ても怪しい……ですよね」

　廃はい聖せい堂どうの床にぽっかりと空いた穴を見つめ、リトフィアとエルゼは顔を見合わせた。

　二人は廃聖堂を訪れたことはないが、アルヴィンや他の上級生から話に聞いたことはある。普ふ段だんここは魔道具も併用して封鎖されているはずだし、なにより地下通路の存在など聞いたこともない。

　おそるおそる崩れかけた床に足を乗せて穴にまで近づいてみたが、地下に続く通路からは冷たい空気が流れ出してくるばかりで、内部の様子は窺うかがい知しれなかった。

「おそらく二人はこの中に入ったのだろうが……」

「ええ……あら、何でしょう、これ」

　穴の近くに石を重しにして紙片が置かれている。状態からしてごく新しいものだ。

　紙には『廃聖堂の調査のため、君の妹君をお借りする』という文言の下に、走り書きのような文字でアストの名が記されていた。アストの名は筆跡からして彼自身が書いたものだが、上の文章は別人の手によるもののようだ。

「……ということは」

　状況はおよそ見当が付く。この紙片で廃聖堂に呼び出されたアストは、自分も地下に潜る前にこの書き置きを残していったのだ。

　そしてアストの妹を連れ出した人物がコルネリオであるのは確実である。

「どうする？　生徒会長殿どのに報告はしてあるし、ここにもいずれ自警団が捜索に来るとは思うが……」

「まずわたしたちも行きましょう、この中に」

　きっぱりとリトフィアは言った。

　リトフィアは胸元から琥こ珀はくのペンダントを引っ張り出した。アストの持つ方位磁針と対ついになるものだが、リトフィア側からアストの位置を知ることはできない。

　でも、これが互いを呼び合ってさえいてくれればなんとかなる気がする。

「ちょっと待っ……」

　穴から地下に降りようとしてさっそくすっ転んだリトフィアをエルゼは慌あわてて支えた。




＊＊＊＊




　マリノが光に包まれ、その身体がわずかに浮かび上がる。

　アストはとっさに飛び出したが、不可視の力に跳はね返されて床を何度も転がった。

「がはっ……」

　それでも息を詰まらせながらも即そく座ざに跳ね起き、立ち上がろうとする。

　だが膝ひざをついた体勢から広間の中央、祭壇に佇たたずむマリノを見上げて絶句した。

　大きな瞳ひとみが光を受けて金緑に輝かがやいている。姿形が変わったわけではなく、氷の色の髪かみも学院の制服も今までと同じだ。ただ、その表情に決定的な違ちがいがある。

　昔から良くも悪くも表情のあまり変わらない少女だった。

　子供らしからぬその態度が生意気だと言われて、他の子供たちと騒そう動どうになったことも一度や二度ではない。今にして思えばそれは名家の名残なごりだったのだが、そのたびに仲裁するのはアストだった。

　けれどもアストは彼かの女じよが決して冷淡ではなく、優やさしい娘むすめなのを知っている。

　――決してこんな、人を蔑んで笑う少女ではないはずだった。

「……マリノ？」

『ふん、我わが館やかたに汚物が入り込むとはな』

　いつものマリノとはあまりにも違う高飛車な口調だった。

　その雰ふん囲い気きはまるきり別人で、迫真の演技だとしてもあり得ないほどだ。なにせ家族のアストから見てもその容姿以外にまったく共通点が見いだせないのだから。

　……まるで、彼女の身体を借りて別の人格が話してでもいるかのように。

「我が館、って言ったか」

　神など存在するわけがない。そんなものを信じたことはない。だがしかし。

　アストは思わずコルネリオを振り返る。

　枢機卿は、恍惚とした表情でふらふらと祭壇のマリノに近づいていくところだった。

「女神カーサよ」

　コルネリオは夢見心地といった表情で声を張り上げ、

「この者に祝福を。彼の者こそは主神ソティラスの地上の代理人。神々の権威をあまねく大地に知らしめんため、我らに加護とその証を！」

『……ふん』

　朗々たる口上を、しかしマリノは……彼女の顔を借りた女神は嘲りの笑えみで一蹴した。

『彼奴きやつが代理人？　笑わせるなよ、人間。彼奴こそ我らが神威を奪うばった者ではないか』

　アストは眉まゆ根ねを寄せた。

　伝承で語られる内容と女神の言葉が食い違っている。

　とはいえ主神との邂逅や竜を賜ったという言い伝えがすべて眉まゆ唾つばで、初代天てん帝ていが権威付けのために勝手に神の代理人を名乗ったと言えばそれまでである。今はその真偽を追つい及きゆうしている場合ではない。

　女神はコルネリオに冷たい目を投げかけ、

「あまつさえ貴様は我が館にこの者を招き入れた。我が館を汚した罪は万死に値する！」

「離れろ、猊下！」

　アストがとっさにコルネリオの襟えり首くびを掴つかんで床に転がすのと、女神が床に領域を展開し、魔法陣を描くのが同時だった。

　領域……床の石煉瓦から飛び出してきた何本もの蔓つるを、アストはナイフで切り飛ばす。

　確実なのは託宣が――コルネリオの思おも惑わくが失敗したというただ一点だ。

　もはや天帝の資格がどうのと言っている場合ではない。とにかくマリノを正気に戻もどし、この地下聖堂から脱出しなければ。

　コルネリオを庇かばって前に立つアストを女神は胡う乱ろんな目で見つめ、

『つまらぬ足あ掻がきをしおって。……その罪、畜生に堕ちて償わせてやろう』

　女神が呟くと同時、ふたたび彼女の足下から床の溝に光が流し込まれた。

　床から壁に光の紋様が浮うかび上あがり、さながら立体状の魔法陣となってアストたちを包つつみ込む。ただマリノの変貌の引き金となった託宣魔術とは形式が違うようだ。

　さきほどマリノ自身に宿った光の粒は、今度は足下からコルネリオを侵食した。

　後ろを振り返るアストの目の前で、コルネリオの身体がずぐんと脈動する。

「っ!?」

　考えるより先に身体が動いた。アストが反射的に床ゆかを転がって距離を取ったその一瞬後、コルネリオが叩たたき付つけた腕が床に突き刺ささり、轟音とともに石材を打ち砕く。

　その腕はごつごつと膨れあがり、長身痩躯だったコルネリオの面影はもはやない。全身が急速に膨ぼう張ちようしたためか黒い僧そう服ふくのあちこちが破れ、枢機卿の緋ひ色いろのマントの下から赤茶けた毛むくじゃらの肌が見える。

　それになにより、鋭するどく伸のびた爪つめはおよそ人間にはあり得ないものだ。

　コルネリオの足下で床の紋様がちかちかと赤黒く明めい滅めつする。

　グルルルルルルゥ……、とコルネリオだった獣けものが唸うなり声を上げた。

「……猊げい下か？」

　身みの丈たけはアストの二、いや三倍近くもあるだろうか。その姿を一言で言えば二本足で歩く牛、もしくは牛の頭を持つ筋骨隆々の巨人だ。

　ぴんと立った耳や角、血走った目と鼻息も荒くアストを睨み付ける頭部は牛そのものだが、後ろ脚でしっかりと床を踏ふみしめ、前脚は地を蹴けるのではなく敵を叩き潰すために発達している。

「牛頭鬼ミノタウロス……」

　それは伝承に登場する化け物の名だ。人の子でありながら人間を食らうこの化け物を、人々はかろうじて迷宮に閉じ込め、定期的に生け贄を捧げたのだという。

　その神話を裏付けるかのように、牛頭鬼ミノタウロスの口からは牛らしからぬ鋭い牙が覗いている。

　共食いの呪い。なるほど女神の怒りに触れた者への罰ばつとしては相応しい。

『はははっ、人間同士で殺し合うが良い！』

　マリノの顔をした女神がふたたび高らかに哄笑した。
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　家族とは何か、と尋ねられたらどう答えるべきか。

　かつて自分を愛してくれた両親たちの姿を思い出す。彼らは忙いそがしい身にもかかわらず何かと時間を作って自分に会いに来て、さまざまなことを教え、毎日何度も抱きしめてくれた。

　そしてアストだ。

　彼は血の繋つながった相手ではなく、たまたま街中で出会ったというだけの関係だ。けれど、何の見返りも求めることなく一日の糧と引き替えにしてまで自分を助けてくれたその優しさは、きっと家族の情にも通じるものだった。

　むろん家族が愛情だけで結ばれるわけではないことも知っている。

　親族同士で争あらそうことなど日常茶飯事だ。たとえばリトフィアの兄のセドリックが争ったのは従弟いとこである皇太子だったし、戦後セドリックは彼らを容よう赦しやなく処しよ刑けいしたと聞いた。

　自分は結局、幼い頃にそれを失ったからこそ夢を描えがいているだけなのだろう。

「このっ……」

　目の前では、コルネリオが変じた牛頭鬼ミノタウロスとアストが戦いを繰り広げている。いや、それは戦いとも言えない一方的な殺戮だ。

　アストが持っていた小型のナイフはたちまち牛頭鬼ミノタウロスの爪に叩き折られた。豪腕をかいくぐってアストが横腹に拳こぶしを叩き込んだが、牛頭鬼ミノタウロスの巨体はびくともしない。

　アストが魔ま術じゆつさえ使えれば、せめてまともな剣けんの一本でもあればここまで苦戦しなかったかもしれないが、アストを丸まる腰ごしでこの地下聖堂に誘い込んだ一因はマリノ自身だ。

『ふん、ちょこまかと逃にげ回りおって』

　自分の身体を乗っ取った女神が苛立たしげに言い、領域をアストの足下にまで広げた。

　次の瞬間、立ち上がった魔ま法ほう陣じんがさながら光の糸で織られた筺はことなってアストを取り囲んだ。次の瞬間、凍てついた彫像と化したかのように機き敏びんだったアストの動きがぴたりと静止する。

　――兄さん!?

　悲鳴を上げる。立体状の魔法陣は数秒で消え、アストはすぐに元の動きを取り戻した。

　しかしそのときには牛頭鬼ミノタウロスが目前にまで迫せまっており、ぶん、と空気すら抉って振り抜ぬかれた腕と爪は、アストの肩をかすめて宙に血の尾を引いた。

　それをマリノはただ女神の目を借りて見つめるしかない。

　――やめてやめてやめて！

　このままではアストが殺されてしまう。自分のたった一人の家族が。

　両親と兄は月のない夜に炎に消えた。自分はまだアストに……たった一人の家族に、してあげたいことやしなくてはならないことがたくさんあるはずなのだ。

『巫女みこよ。あれはお前の兄か』

　ふと声が聞こえた。

　自分の声が自分に投げかけられるというのは妙みような体験だった。女神はマリノが視覚と聴覚を共有していることを知って話しかけてきているようだが。

　マリノが肯定したことは女神に伝わったらしく、女神は小さく頷うなずいた。

『お前はあれをどうしたい』

　さきほどのマリノの考えは女神にも伝わっていたようで、彼女は考えを巡めぐらせる。

　――アストが天帝を目指したいというなら、自分はそれを助けたい。

　コルネリオが語るような真なる天帝、全能なる王は存在しない。王とて人間である以上、そんなことはあり得ない。誰だって自分の拠って立つもの、記き憶おくと意志に基もとづいてひとつひとつ考えて生きていくしかないのだから。

『……ちっ』

　ひとつの身体の中でふたつの意識が拮きつ抗こうした。ひどく単純な、技術も作戦もあったものではない力押おしでの戦いだ。おそらく侵奪に抵てい抗こうするのもこんな感かん触しよくなのだろう。

　だが今は負けない。負けられない。

　自分は家族アストを肯定したい。側にいたい。力になりたい。それから……

　――そのために、今すぐ自分にこの身体を返せ！

　声なき叫さけびとともに、ぱあん、とどこかで小さな音がした。

『く……』

　視界がぐにゃりと歪ゆがむ。女神がよろけたのだとマリノはやや遅おくれて気づいた。

『妾は女と家庭と貞淑の庇護者だ。まつろわぬ巫女であろうと、あいにくと家族を案ずる人間を無碍に扱あつかえるようにはできておらぬ』

　そこでマリノはふっと違い和わ感かんを覚えた。

　いや、逆だ。まるで長い夢から覚めたかのように、遠いものに感じていた音や光が現実味を帯びて意識に流れ込んでくる。女神に奪われていた自分の身体……身体感覚を取り戻しつつあるのだ。

『まつろわぬ巫女よ、貴様に信仰を示す機会を与えよう。……もっともその結果、兄ともども肉片と化したところで妾の知ったことではないがな！』

　その捨て台詞を最後に、マリノに身体の中にいた何者かの意識は消えた。

「……アスト」

「マリノ!?」

　がくりと祭壇から転げ落ちるようにくずおれたマリノに気づいたか、アストが牛頭鬼ミノタウロスの一いち撃げきをかいくぐるなり駆かけ寄よってきた。

「大丈夫か!?」

「わ、わた……し」

「戻ったんだな!?」

　アストの言葉に促うながされるようにして指先を動かしてみると、思った通りに動いた。どうやらあの女神は消え去ったらしい。もっともかなり悪意のある去り方ではあったが。

「よかった……無事で、本当によかった」

　巫女は使い潰しというが、確かに神様とやらがあんな存在なら、魔術が成功したとて機嫌を損ねずに相手をするのは至難の業だ。今回はマリノの願いと女神の立場が噛かみ合あったために難を逃のがれることができたが。

「きゃ……」

　アストはとっさにマリノの腰を抱かかえて横に転がった。次の瞬間、牛頭鬼ミノタウロスの赤銅色の腕うでが石畳にめり込んで放射状にヒビを入れる。

　女神が去ってもコルネリオは牛頭鬼ミノタウロスの姿のままだった。マリノを解放しただけでまだ地下聖堂に女神が残っているのか、この変身を為なさしめたのは女神とは違う何かなのか。

　アストは素す早ばやく立ち上がり、マリノの手を引いて叫んだ。

「逃げるぞ！」
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　昔と同じだな、と思った。

　アストはランタンを掴み、マリノを先導して必死で走っている。だが最初に出会った時と違うのは、ここが陽光も届かない地下聖堂で、自分たちを追ってくるのは怖こわい大人ではなく伝承の化け物だということだ。

　マリノを取り戻した以上、この地下聖堂に留とどまる意味はない。

「……これ」

　隣となりのマリノが、走りながら胸元から指輪を引っ張りだした。

「もうしばらく持っておけ。あの枢すう機き卿けいの様子じゃ……と」

　言いかけたところでアストはマリノの腕を引き、とっさに壁かべ際ぎわの床に伏ふせた。

　次の瞬間、牛頭鬼ミノタウロスの巨躯が獅子もかくやという勢いで通り過ぎていった。突進の余波で服や髪を舞まい上げられながら、アストはマリノを自分の後ろに押しやる。

　その視線の先では勢い余った牛頭鬼ミノタウロスが近くの壁に突っ込んでいる。しかし赤銅色の巨体は傷ひとつついていないらしく、牛頭鬼ミノタウロスはすぐに瓦礫をものともせずに唸り声とともにアストたちに向き直った。

「コルネリオ・ラ・ルチア！　おとなしくしてればあんたを元に……」

　アストは声を張り上げてみたが、牛頭鬼ミノタウロスは苛立たしげに吠ほえただけだった。

　耳は聞こえているだろうが、もはや指輪に仕掛けられた合い言葉パスワードはおろか自分の名すら理解していないようだ。その様相に狡猾な枢機卿の面影はない。

「……くそ」

　広間ならともかく、通路ではそうそう逃げる場所もない。

　加えて地上から広間までに辿たどった道順は覚えていたが、牛頭鬼ミノタウロスから逃げ回まわるうちにアストたちは早々に本来の道を外れてしまっていた。結果として、アストたちは迷宮のような地下聖堂をひたすら逃げ回る羽目になっている。

「そもそもどれだけ広いんだ、この聖堂」

　祭壇を地下に置くのはともかく、聖堂をこれだけ複雑に造った理由は何なのか。

「下がってろ！」

　アストの腕の中から脱し、牛頭鬼ミノタウロスに向かおうとするマリノにアストは慌てて叫んだ。武術の心得もない彼女では豪腕の一撃で叩き潰されるのがオチだ。

　彼女を引き戻そうとしたアストの手は空を切り、マリノの足下が淡く発光した。

　さきほどまでマリノを覆っていた託宣魔術ではなく、見慣れた橙色の領域の光だ。

「……力になると、女神に言った」

「無む茶ちやする……っ」

　言葉と同時にマリノを横に突つき飛とばす。同時に牛頭鬼ミノタウロスの豪腕がアストの頭上を過ぎゆき、背後にあった壁を打ち砕いた。拳打と同時に強靱な後ろ脚が踏み鳴らされ、石畳に放射状に大きくヒビが入る。

　今の一撃でマリノとの間に牛頭鬼ミノタウロスに割り込まれてしまった。牛頭鬼ミノタウロスはアストより魔術の気配のあるマリノを脅きよう威いと思ったらしく、血走った目で彼女を見下ろす。

　マリノにそれから逃れる術はないはずだった。

「マリノ！」

「……さっき覚えた」

　マリノは呟つぶやくとともに床に手のひらをつき、一瞬にして魔法陣を構築した。

　橙の領域から無数の紅い光が飛び出し、光のレースの筺となって牛頭鬼ミノタウロスを取り囲む。

「……え？」

　次の瞬間、今にも彼女に殴りかからんとしていた牛頭鬼ミノタウロスはその体勢のまま静止した。

　アストは目を瞬またたかせた。たとえ牛頭鬼ミノタウロスが急にマリノを殴るのを止めたにしても、まったく動かないなどというのはあり得ない。特に牛頭鬼ミノタウロスのような巨躯なら、伸ばした腕や後ろ脚を支える筋肉の動きがはっきり見て取れるはずである。

　だが今、マリノの魔術を受けた牛頭鬼ミノタウロスにはそれがない。

　マリノを潰さんとするその一瞬を、絵画にして切り取ったかのような――

「あれか！」

　さきほどアストが女神に食らった魔術だ。魔法陣の檻に囚われた次の瞬間、牛頭鬼ミノタウロスが一瞬にして移動したかのように目の前に迫っていた。

　あれを外側から見るとこうなるわけだ。まるで、そこだけ時間が停止したかのような。

「マリノ……」

　歯を食いしばって魔術を維い持じするマリノにアストは目を見張った。

「……さっき、見てた」

　女神に乗っ取られている最中もマリノの意識はあった。アストが女神に〝静止〟の魔術を受けたときも魔法陣を間近で見ており、それを再現してみせたというわけだ。

「遺失魔術……」

　現在の魔術において、魔法陣は領域の上に展開する。

　魔ま術じゆつ師しは領域の範はん囲い内でしか魔術を使えず、魔法陣は常に平面に描かれるのだから、両者を一致させようとするのはごく自然なことだ。

　だが今マリノがやっているように、魔法陣――魔術の設計図を三次元で描くこともできるのだ。平面と立体とでは内包する情報量の次元が文字通り違うため、どれだけ複雑な制せい御ぎよが要求されるのか想像もつかないが。

「立体……いや、三次元型の魔法陣だったのか」

　ごく一部の人間しか使えない遺失魔術だが、書式からして大きく異なっていたわけだ。ウルスラが聞いたら泣いて喜ぶか悔しがりそうな話である。

「……調整はできないけど」

　呟きに合わせたかのように、魔法陣の筺にぴしりと亀裂が走った。

　マリノは女神の魔法陣を丸ごと暗記しただけなので、時間や規模の調整が利きかないのだ。それに女神が使っていたときも静止はそう長くは保たなかった。

　マリノがアストの傍かたわらに戻ってくると同時に魔法陣は完全に消え、本来の動きを取とり戻した牛頭鬼ミノタウロスは獲物が姿を消していることに気づいてか苛立たしげに咆哮した。

「……逃げ回るのも限度がある、か」

　アストは呻うめいて腹をくくった。なにせここはいつ出られるとも知れない迷宮なのだ。

　それに今は一人ではなく、頼たよりになる妹がいる。

　できることならマリノだけでも逃がしたかったが、今はそれよりこうすべきだろう。

「マリノ。……力を貸してくれ」

「うん」

　マリノはどことなく嬉しそうに言い、領域をアストの足下にまで広げた。

　アストに領域を乗っ取られ、領域に火花が散るとともにさしものマリノもがくんと身体から力が抜けた。その身体をアストが慌てて抱だきかかえ、牛頭鬼ミノタウロスの一撃を躱して転がる。

「まさか、迷路で牛頭鬼ミノタウロスと戦う羽目になるとはな！」

　アストは腕を伸ばしながら足下に魔法陣を描き、手の中に長ちよう剣けんを生成した。

　マリノは巫女の資質こそ持っているが領域面積は広くない。いつもアストが使うのは身の丈ほどの大剣クレイモアだが、今の領域からはそれだけの魔ま力りよくを得られないのだ。

「避よけてろ！」

　アストが壁を蹴って飛び上がり、上方から振ふり下おろした剣を、牛頭鬼ミノタウロスはその豪腕で受け止めた。赤銅色の体毛は強度も金属そのもので、剣は甲高い音とともに防がれる。だが、

「わかってたよ、その強度は」

　さきほど拳を当てても牛頭鬼ミノタウロスはびくともしなかったのだから。

　今の立ち位置はぎりぎり自分たちの領域だ。アストは弾き返された剣をそのまま牛頭鬼ミノタウロスの表皮に押しつけ、魔ま剣けんにさらに魔術を追加した。

　鋼鉄の刀身がたちまち熱を帯びて太陽のように輝く。灼熱の刃はに毛並みを焼かれ、牛頭鬼ミノタウロスは牛の声で絶叫した。

「少しはおとなしくし……とっ」

　牛頭鬼ミノタウロスは腕を振り回して強ごう引いんに剣ごとアストを振り払はらった。剣で受け流してかろうじて直撃は避けたものの、アストは後退せざるを得ない。

　焼け焦げた毛も見る間に修復され、ふたたび赤銅色に輝いた。

「これでも通じないか」

　とにかく魔術の出力が足りないのだ。弱点を狙ねらって一撃必殺ならまだしもだが、牛頭鬼ミノタウロスの動きが素早いために目玉といった急所を狙う隙すきがない。

　突進してきた牛頭鬼ミノタウロスを、アストは境界線ぎりぎりで盾を生成して受け止めた。その巨体と速度から繰り出される力は生半可なものではなく、アストは堅固とは言えない盾で体当たりを受け流すべく盾の魔術に全神経を集中させる。

　しかし魔術の制御にかかりきりになったのはアストだけだった。

　アストと力勝負を繰り広げながら、牛頭鬼ミノタウロスは悠ゆう然ぜんと長い尾を振り上げる。

　牛の尾とはいえ、牛頭鬼ミノタウロスの巨体ゆえに太さは人間の手首ほどもある。まるで虫でも追い払うかのような動きで、牛頭鬼ミノタウロスはアストの傍らに佇むマリノを打ち据えようとした。

「……！」

　牛頭鬼ミノタウロスは理性のほとんどを失ったと思っていたが、わずかにコルネリオの知識が残っていたようだ。いかにアストが魔術に長けていようと、領域の本来の主……マリノさえ倒たおしてしまえばアストは魔術師ではなくなる。

　焦るあまり、アストは盾の制御をしくじった。

「かはっ……」

　牛頭鬼ミノタウロスの巨体にはね飛ばされ、まともに壁に叩き付けられて床にくずおれる。かろうじて意識は失わなかったが、全身を強打してはすぐには動くこともままならない。

　牛頭鬼ミノタウロスはそんなアストを嘲笑うかのように、ゆったりとマリノにその牙を向けた。

「ま……、て」

　マリノがふたたび静止の魔術を使おうとしているが、あれの効果はごく短い。その間に自分が立ち上がれなければ……

　床に這はいつくばりながらそれでも手を伸ばしたアストの、懐ふところから何かが転がり出た。

　からんという小さな金属音に一いつ瞬しゆんだけ目をやると、魔道具の方位磁針だった。マリノの所在を確かめるのに使ったものだが今となっては何の役にも立たない。

　針はぴたりと一点を指し示していた。

　焦燥に埋うめ尽つくされた思考にかすかに疑問が生じる。今はこの方位磁針はリトフィアとマリノの位置を交こう互ごに指し示すはずだ。一点で止まることはないはず――

　どん、と何かが崩れる鈍い音と振動があった。

　アストは目を見開き、今にもマリノを磨り潰さんとしていた牛頭鬼ミノタウロスも驚いたように背後の壁を振り返かえる。

　アストたちはおそるおそる耳を澄ませた。

　どん、どん、という音は壁の向こうから聞こえてくるようだが、地下聖堂が入り組んでいるせいで方向ははっきりしない。しかし何をやったらこんな大音声が生まれるのか。

　こんな、破城槌を持ち出だして城や城壁を力ずくで打ち砕いた時のような。

「……まさか」

　ここは千年以上前に造られた建造物だ。いくら封ふう鎖さされて人の出入りがなかったとはいえ、本来ならいつ崩くずれてもおかしくはない。しかしもしそうなった場合、奥おく深くにいる自分たちに逃げる術はない。

　牛頭鬼ミノタウロスも本能的にそれを察したらしく、もはやその血走った目はマリノではなく音の出所らしき方角を見据えている。しかしここは迷宮だ。いくら気になってもそう簡単に壁の向こうに行くこともままならない場所だ。

　音はどんどん大きく……近づいてくる。

「マリノっ！」

　ようやく動けるようになったアストは、マリノに駆け寄るなりその身体を庇って伏せる。直後、ずがあああん、とひときわ大きな音を立てて天井の一部が崩れ落ちた。

　がらがらと石材が頭上から降ふってきて、破は片へんを食らった牛頭鬼ミノタウロスが悲鳴を上げる。

　天井に空いた穴から顔を出した金色の頭の少女は、赤い領域と魔法陣、手には雷石斧ウコンバサラを携えて、それはそれは爽さわやかに告げてきた。

「アスト、助けに来ました！」

　誇らしげに宣言しつつ「とうっ」とばかりに飛び降りる。しかもリトフィアは床に爆ばく風ふうをぶつけて器用に落下速度を調整し、床に降り立った。いつの間にかそんな妙な技を身につけたらしい。

「……君、もしかして」

「殿でん下か！　いきなり突っ込んでは危ない……」

　リトフィアの後を追うようにしてエルゼが飛び降りてきた。彼女は魔術も使わず着地してみせたが、ぜえはあと息を切らして疲れ切った顔を取り繕つくろう余よ裕ゆうもないようだ。

「……リトフィア、エルゼ？」

「助けに来てやったのだ、感謝しろ」

　エルゼはアストに向かってふんぞり返ったものの、その顔はリトフィアに比べると少しばかり後ろ暗そうだった。

　アストとマリノは揃そろって目を丸くする。学院にいるはずの二人がどうしてこんなところに突っ込んでくるのか。

「どうやってここに……」

「お二人がこの地下聖堂に入ったようだったので、追いかけてきたんです」

「追いかけてきた……って、まさかそのために壁から天井からぶち抜いたのか!?」

　アストは悲鳴のように叫び、マリノも顎が落ちる寸前のような顔をした。

　自分たちがさんざん迷った迷宮の突破方法がまさかそれだというのか。

「エルゼさんにあれこれ探査で方向を探っていただいたんですけど、なにしろこの迷宮ですから行き方がわからなくて。迷路の地図もありませんし、なにしろお二人の危機ですから、いちばん手っ取り早い方法で」

　雷石斧ウコンバサラを手にしたままリトフィアはそっと上目遣いにアストを見上げた。

　その表情が、アストが思わずどきっとするほど可か愛わいらしいから質が悪い。

　どうりで轟音が近づくと同時に方位磁針の針が安定するはずだ。リトフィアとマリノがごく近くにいたなら針はほとんど動かない。

「殿下がどんどん先に行くから、私は必死に追いかけて、殿下が瓦礫に巻き込まれないようにお守りしてっ……」

「……お、お疲れさん」

　エルゼはどことなく涙なみだ目めだった。リトフィアが猪突猛進している間、エルゼはさぞ生きた心地がしなかっただろう。

　グルルルルゥ、と牛頭鬼ミノタウロスが吠えた。

　いきなり現れたリトフィアたちを警けい戒かいしてしばらく距きよ離りを取っていたのだが、やがて彼女たちも敵と見なしたらしく、今にも襲おそいかからんとばかりに身を低くして構える。

　その四し肢しに力が込められ、頑強な筋肉がぼこりと膨れあがるのが傍目にもわかる。

　足あし下もとが赤銅色に明滅し、一瞬、後ろ脚が小さく震えた。

「……なんです、これ」

「コルネリオ枢機卿だ」

　アストの答えにエルゼが顔をしかめ、リトフィアが口元に手を当てる。

　牛頭鬼ミノタウロスは脅威ではあったが、その武器はあくまで堅い防ぼう御ぎよと巨体から繰り出される一撃である。リトフィアとエルゼの助けを借りられれば、強力な魔術さえ使えるならいくらでも対処はできるはずだ。

「さあ猊下。――俺おれが天帝になったら、真っ先に殺してやるって言ったよな」

　半眼で牛頭鬼ミノタウロスを見据えてアストは昏くらく呟く。

　その手を、不意にそっと小さな手が包み込んできた。

「マリノ？」

「駄目」

　マリノは頭を振る。アストは一瞬、何について言われているのかわからなかった。

「……あれはコルネリオ猊下」

　アストはしくじったとばかりに顔をしかめた。とはいえマリノはさきほどコルネリオに人質と捨て駒ごまにされかけたばかりである。リトフィアたちならまだしも、当のマリノがコルネリオを庇う理由はないはずだった。

「兄さんが間ま違ちがったら止めると、女神に言った」

「お前……」

　王など私情の塊かたまりでいいではないかと、以前リトフィアはそう言った。

　ただしそれには条件が付く。王が孤独でないことだ。

　王を愛してくれる存在がいるのなら。王の側におり、肯定し、力となり……過ちを犯しそうになったなら、その身と引き替えにしても止めてくれる存在がいるならば。

　たとえば家族のように。

　なぜなら全能な人間がいないように、全能な王もまた存在しないのだから。

「……悪い」

　アストは首を振って薄うす暗ぐらい考えを振り払う。危うくコルネリオと同じ考えに陥るところだった――力さえあればすべてが解決できると。

「しかし、あれは本当に人間……猊下なのか」

　エルゼは嫌けん悪お感を隠かくそうともせずに牛頭鬼ミノタウロスを見据えた。コルネリオの変身を見ていない彼女には、いくら説明されても醜悪な化け物としか思えないだろう。

　つくづく女神は悪あく趣しゆ味みな真似まねをしてくれたものだ。

　コルネリオの言動が気に食わなかったのは確かなようだが、アストの目の前で化け物に変身させたのは、アストを葛藤させて戦意が落ちるのを期待したものだったのだろう。仲間殺しの汚名を負うか、仲間に食われるか選べというわけだ。

「行きますっ！」

　リトフィアの雷石斧ウコンバサラが牛頭鬼ミノタウロスの赤銅の毛並みに打ち込まれた。岩石の刃の一撃には耐たえきったが爆風までは凌ぎきれず、牛頭鬼ミノタウロスはずざっと派手な音を立てて石畳の向こうにまで吹き飛ぶ。

　そのまま牛頭鬼ミノタウロスはゆらりと起き上がる。

　さきほどと同様、見る間に傷ついた毛並みが元通りに修復されていった。むろん実際は内部に傷や疲労が蓄ちく積せきされているのだろうが、傍目からは判断しづらい。

「……埒があかないな」

　攻こう撃げきを続ければいずれ倒せるだろうが、それでは人に戻すという目的は達成できない。

「……ん？」

　アストは目を瞬かせた。牛頭鬼ミノタウロスの姿が一瞬だけ揺らめいた気がする。赤銅色の毛並みも足下に広がる同色の影も変わらないが、その輪郭がぼやけたような。

　エルゼが放った矢を牛頭鬼ミノタウロスが咆哮とともに豪腕の一振りで払いのける。

　赤銅の毛皮は小さな光の粒などすべて弾き返すはずだったが、一粒が腕の中にまで貫通し、肉とわずかな毛を削り取って消えた。

　ようやく牛頭鬼ミノタウロスの力が尽きつつあるということだろうか。いや、

「マリノ。……猊下の動きがおかしくなったのはいつからだった？」

「……リトフィアさんが来たとき」

　アストとマリノは顔を見合わせた。
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「……また派手にやっているようですね」

　校舎の最上階から北の方角をアルヴィンは眺ながめている。

　窓から崩れかけた廃はい聖せい堂どうを見通すことはできないが、およその方角はわかる。隣の警備室では監かん視し装置の不具合が判明したために自警団や研究者が大騒さわぎをしているが、こちらが専門でないアルヴィンの出番はあまりない。

　ちかちかと森の奥で何かが光ったようだった。

　目を凝らさなければ見み逃のがしてしまいそうな小さな光だが、廃聖堂と校舎までの距離を考えればかなりの光量だと推測がつく。地下から発せられているならなおさらだ。

　そして、

「それでこそ僕ぼくの敵に相応しい。これからも血湧き肉躍る戦いを楽しみにしていますよ」

　ひときわ強く、一直線に空へと奔る光を見つめてアルヴィンは眼を細めた。
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　確かコルネリオはこう言っていた。

『聖堂はそもそも託宣を受け取る器として建てられた。いわば地下聖堂そのものが巨きよ大だいな祭壇で、広間はその扉とびらに過ぎない』と。

　この地下聖堂は迷宮さながらで、すべての床や壁かべ、天井に紋もん様よう状の溝みぞが刻まれている。

　つまり地下聖堂そのものが三次元型の魔法陣を形成しているのだ。

　そして魔術を使うには魔力……それを注ぎ込む人間が必ず必要だ。

　あの女神とてそれは例外ではなかった。女神はマリノの用いた託たく宣せん魔ま術じゆつによって姿を現し、あくまで彼かの女じよの身体を通じて魔術を行使していた。

　では、コルネリオを牛頭鬼ミノタウロスに変身させ続けているのはいったい誰だれか。

「……つまり、枢機卿自身だ」

　この地下聖堂は女神カーサの……彼女の威光を示すための場所だ。託宣のみならず、女神の恩寵や呪いに見える魔術をいくつか備えていても不思議ではない。

　女神によって理性を奪うばわれたコルネリオは地下聖堂に魔力を供給させられ、自分で自分を呪いにかけ続けている。牛頭鬼ミノタウロスの足下でうごめく赤銅色の影がおそらく歪んだコルネリオの領域なのだろう。

「猊下。――本当の侵しん奪だつの力を見せてやるよ」

　今、地下聖堂はずいぶん見通しが良くなっていた。

　あちこちの壁が崩れ落ち、リトフィアが最下層の広間に至るまでの床を数枚まとめてぶち抜いたものだから、半球状の天井は見る影もなくなっている。がらがらと上から降ってくる瓦礫をエルゼが障壁を張って必死で防いでいる状態だ。

　アストたちとともに落とされた牛頭鬼ミノタウロスもまた目の前でもがいている。

　あの頑がん丈じような赤銅色の毛並みがあれば、さきほどまでは傷ひとつ負わなかっただろうが、いまやその動きは目に見えて鈍くなっていた。雷石斧ウコンバサラを構えるリトフィアに吠え立てるもその咆哮には力がない。

　共食いの獣の呪いが地下聖堂の機能であるなら、魔法陣を……建物が崩れるにつれて魔術が崩ほう壊かいし、化け物としての力を失っていっても不思議ではない。

「……とはいえ、なあ」

　リトフィアが現れたときは目を剥むいたものだが、それが正解とは思わなかった。

　アストは三人の少女を順番に見つめ、

「頼たのむ。俺に力を……領域を貸してくれ」

「はい！」

「今ばかりは仕方ないな。猊下はお助けしなければならないし」

「……うん」

　三者三様の答えだった。

　やがて石畳に三色――赤、緑、橙の光が入り交じり、やがて蛋白石オパールや螺鈿のようにさまざまな色彩が混ざり合って輝かがやく。

　魔術師は己おのれの領域について指先でなぞるかのように知覚できる。たいていは無視してしまう情報なのだが、地下聖堂の底面に対してアストが展開した領域は、その上に積み上げられた迷宮の構造までアストに事細かに伝えてきていた。

　今なら迷わず地上に出られるだろうが、まあ今となってはどうでもいいことだ。

　アストの伸のばした手の中に虹色の火花が生まれた。ぼんやりとした光はやがて左右に引き延ばされ、身みの丈たけ以上の刀身をもつ巨大な剣へと変化する。

　足下の領域の光を反射して刀身も虹色に彩られている。大剣を両手で構えるアストの姿は、さながら神話の一場面のようだった。

「なあ、猊げい下か。あんたは俺が真なる天てん帝ていの資格者だと言ったな」

　牛頭鬼ミノタウロスが小さく吠えて後ずさった。アストの言葉はわからなくとも、彼かれが手にした剣の威い力りよくは本能的に察したらしい。

　アストの振りかぶった大剣が光をまとい始める。雷かみなり、風、すべての属性の破は壊かい力だけを掬ってより集めたかのような鋭い輝き。ぼろぼろの地下聖堂に風が渦うず巻まき、エルゼがリトフィアとマリノを庇かばって床ゆかに伏せた。

「たとえあんたの言うとおりだとしても、資格があるのは俺だけじゃない。俺と彼女たちが天帝候補だ」

　そしてアストは大剣を振り抜く寸前、ふと思い出したように、

「貴重な遺い跡せきを吹ふっ飛ばして悪いが、そのくらいの責任は負ってくれ。バルテノムの〝英えい雄ゆう〟の妹を拐かした報復としては安いもんだろ」

　そして放たれた虹色の光は、今にも崩壊しかかっていた地下聖堂を地上の壁ごとまとめて砂粒にまで還し、周囲の森までも一瞬にして抉り、地上に――天空に向かって一直線に噴き上がった。

　さながら天上に座する神々まで貫かんとするかのように。







[image: ]










＊＊＊＊




「コルネリオ猊下におかれましてはご機嫌麗しく」

　アルヴィンの慇いん懃ぎんな挨あい拶さつに、しかしコルネリオは虚ろな笑えみだけを返した。

　学院が大聖堂からやってきた調査団のために用意した部屋の、その中でもっとも上等な部屋である。廃聖堂が灰燼に帰した騒ぎのどさくさに紛まぎれてコルネリオが運び込まれてから三日、コルネリオはずっとベッドに伏せったままだった。

「気分が悪い。後にしてくれ」

　コルネリオはごろりとアルヴィンに背を向ける。実のところ体調はほぼ回復しているのだが、今は誰にも会うわけにはいかない。

「いいえ。可か及きゆう的てき速すみやかに猊下に申し上げろとの命を受けています」

　コルネリオは眉まゆをひそめた。学長や講師の伝言ならば彼らが直接来そうなものだし、アルヴィンの言葉には何か含ふくみがある。

「大聖堂のカルド枢機卿からの伝言です。――本日をもってコルネリオ・ラ・ルチアの秘ひ儀ぎ院副長官の任を解き、枢機卿団からも除名する」

　秘儀院の長官であるカルド枢機卿は枢機卿団の中でもっとも任期が長く、事実上の聖堂の最高権力者である。正式には枢機卿の任免には天帝の署名が必要なのだが、カルドに限らず大聖堂の誰もわざわざユーヴァの意向など問うまい。

　つまりコルネリオは聖職者としての地位をすべて失ったということだ。

「なぜ……」

　コルネリオはばっと身体を起こしてアルヴィンを振り向むく。その顔は既すでに蒼そう白はくだ。

「各地の廃聖堂はすべて聖堂の管理下にあります。奸計を用いて無断で立ち入り、あまつさえ貴重な遺跡を消失させる原因を作るとは言語道断、と」

「……貴様……」

　コルネリオはぎりっと歯を食いしばってアルヴィンを睨にらみ付つけた。

　それはつまりアルヴィンがコルネリオとの密約について白状したということである。むろんアルヴィン自身も責任を免れないだろうが、「コルネリオに強制された」との言い訳は効くはずだ。

「そんなわけで、僕も昨日から謹慎を命じられている身です」

　しれっとアルヴィンは言って肩かたをすくめた。

　今すぐにでも跳ね起きてその胸むな倉ぐらを掴みたかったが、とっさに自制した。

　つかつかとアルヴィンがベッドに近づいてきたのにコルネリオは反射的に身を竦ませる。まずい。このベッドから出るわけには、毛布の下にあるものを見られたら……

「失礼」

　まったくそう思っていない口ぶりで、アルヴィンはばっと毛布を取り払った。

　そこにあるのはむろん、寝間着をまとったコルネリオの痩身である。

　だがその両肘から下は赤茶色の毛に覆われ、ごつごつと硬く膨れあがっていた。人間の喉のどなど一撃で掻かき切れそうな牛頭鬼ミノタウロスの爪つめもそのままである。

　アストが地下聖堂を破壊し、遺失魔ま術じゆつを解除したことでコルネリオの姿は元に戻もどったが、強制的に変形させられた肉体は完全には修復できなかったのだ。

「託宣魔術が巫女みこすら使い潰つぶしたように、遺失魔術を親和性が低い……適合しない者が受けると後遺症が残りやすいらしいですね。アスト・パラダンを恨まないでやってください、彼は最大限の努力をしたんですから」

　現代の魔術に身体を再構築する、もしくは外傷を治すといったものは存在しない。そういった生物の肉体や空間、時間を操るものは遺失魔術の範疇だ。

「その腕ではたとえ僕が何も言わなくても、そもそも大聖堂に戻るのは不可能だったのではありませんか。両腕を切り落とす勇気がおありなら話は別ですが」

「黙れッ！」

　コルネリオは顔を真っ赤にして腕を……牛頭鬼ミノタウロスの鋭い爪を振り回した。だがすぐに我に返り、今度は血の気の引いた顔でがたがたと腕を抱いて震え出す。

　そんなことはコルネリオ自身もわかっていた。アルヴィンの讒言がなくともこの腕が天帝と大聖堂への背信の証明となってしまう。

　現在の天帝制度と決別して新たな世界を作りたかった。

　でも、それは真正なる天帝が見つかってからの話だ。

「……私は、どうなるのだ」

「カルド枢機卿からは何も伺うかがっていません。というより、僕にはその情報に接する権限がありません。大聖堂に戻られてから猊下ご自身で確かく認にんしてください」

　そしてアルヴィンは平然と言ったものだ。

「そうですね、秘儀院の研究室であれば猊下の居場所もあるのではないですか。猊下の腕は今や貴重な遺失魔術の痕跡です。研究者もさぞ喜ぶでしょう」

「…………」

　アルヴィンの無礼極まりない言葉を咎める気力は、もはやコルネリオにはなかった。

　秘儀院に所属するコルネリオは当然、魔術の研究室……中身ごと割られた封ふう命めい晶しよう、薬品漬けになった動物といったものも見知っているし、あまり倫理的とは言えない実験にも立ち会ったことがある。まさか自分がその検体の仲間入りをすることになるとは。

「……はは……」

　コルネリオの身体がふたたびぐったりとベッドに沈しずんだ。

　ややあって、コルネリオは力のない声でぽつりと、

「なぜだ。……私は、貴様の望みを叶えてやったはず」

　アストに拒絶されたにしても、アルヴィンの立場なら事実を隠いん蔽ぺいしてコルネリオを庇うこともできたはずだ。だがアルヴィンはコルネリオを切り捨てた。

「ええ、あの模も範はん試合は本当に楽しかった。あそこまで心躍る体験をしたのは久しぶりでしたよ。まったく猊下には感謝してもしきれません」

「ならば、どうして」

「猊下がアスト・パラダンの何を神に問おうとしたのかは知りません。ですがそれは彼が天帝選考を勝ち抜くだろうという期待ではなく、彼だけが資格ありとして、そもそも選考をやろうともしないものだと気づいたもので」

「……闘とう技ぎ大会など、ただもっとも運が良い者を選び出すに過ぎん」

　数日前にマリノに語ったものと同じ言葉をコルネリオは繰くり返す。

「天帝制度が多かれ少なかれ形骸化しているのは事実でしょうね。そうでなければ、あの無む為いのユーヴァ猊下のもとで数十年も維持されているわけがないですし」

「そうだ。だからこそ私は……」

「しかし現在の天帝制度があるからこそ、貧しい子供にも教育と出世の機会があるのも確かです。あのマリノ嬢じようを筆頭にこの学院にそうした身分の学生は多い。生徒会長として彼らを否定する気にはなれませんね」

　そしてアルヴィンは晴れやかに笑って言った。

「それから僕は天帝選考の、最後まで勝ち残った者に権力を与あたえるという単純な図式がなにより気に入っていまして。運が良いだけ？　大いに結構。僕からすれば知力を尽くした戦いに水を差そうとした猊下こそ許し難い」

「……貴様は」

　まさか、戦いたかったから枢すう機き卿けい団に通報してコルネリオを失脚させたとでも言うのか。

「貴様は、帝冠が欲ほしいのではなかったのか」

「もちろん他ほかのすべての魔術師に勝ちたいと思っていますし、大聖堂の玉座にも座すわりたいとも思っています。……ですが正直なところ、権力にも大陸すべての領土にもあまり興味が持てないのは確かですね」

　その言葉にコルネリオは唖あ然ぜんとする。

　魔術師にとってすべての基き盤ばんは領域である。領土を得ること、土地を支配することはすべての魔術師の思考の基本であり、本能と言ってもいいくらいだ。

　だが、アルヴィンの先祖は海かい賊ぞくなのだと彼自身が言っていた。わずかな船上のみを己の領土とし、思うがままに略りやく奪だつを繰り返す恐怖の存在。

「……ならばなぜ、貴様は帝冠を求めるのだ」

　その問いにアルヴィンは首を傾かしげた。

　なぜこんなことがわからないのかとばかりにさも不思議そうに、

「ただ戦いと力を欲する、それに何か問題が？」
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　そして数週間後、アストは学費の支し払はらいを終えてどうにか退学を免れた。

　元はコルネリオの陰いん謀ぼうだったわけだが、コルネリオが撤回や事後処理をしないまま学院から去ってしまったため、支払い義務は残ったのである。女神や牛頭鬼ミノタウロスよりこちらのほうがよほど難敵だったとアストは思ったくらいだ。

　マリノの持つ紋もん章しよう入りの指輪は、ひとまずウルスラに封ふう命めい晶しようを取り外してもらうことで事なきを得た。昔のままではなくなってしまったが危険が残るよりはましだろう。

　そして今、アストはマリノに差し出されたものを見つめて困こん惑わくした。

「……何だ？　これ」

「……あげる」

「俺にか？」

　マリノが差し出しているのは手巾ハンカチである。ただし内職中にすっかり見慣れてしまった薔ば薇らの刺し繍しゆうとレースではなく、茶色のざっくりした布に見慣れない幾き何か学がく的な模様がいくつか縫ぬい取られていた。

　几き帳ちよう面めんなその縫い目めはいかにもマリノらしかったが、

「私が教えたのだ」

　マリノの横から顔を出したエルゼが説明する。

「我わがベルゲン公国には……まあ我が国に限った話でもないだろうが、家や地域ごとに伝わる刺繍の模様にはそれぞれ意味がある。たとえば産着には子供の成長を願う模様を入れるし、戦いに出る男には健康や安全といった具合だ」

　言われてアストはふたたび手にした手巾ハンカチを見つめた。

　色や形は男のアストでも使いやすいように配慮してくれたのだろう。いくつかの多角形で構成されたその模様はレースや魔ま法ほう陣じんなどと比べると単純だったが、……昔、どこかでこれに似たものを見た気がする。

「貴様の生まれがどこだか知らんが、マリノ嬢が昔の居場所は知っていたからな。その地方の刺繍を調べて作った」

「……ああ」

　マリノと一いつ緒しよに過ごした街で、おそらくこれに近いものを見かけたのだろう。当時はあまりに縁えん遠かったそれを、今になって受け取ることになるとは思わなかったが。

「わたしも手伝いました！」

　横からリトフィアがぴっと手を上げた。確かに一部の刺繍は千鳥足の足跡のような縫い目でできている。このあたりがおそらくリトフィアの手になる部分だろう。

　とはいえ贈おくり物ものをもらう喜びの前にはそんな出来の悪さなどは些細なものだ。

「でも、なんでいきなり……」

「……戦いは、怖こわいと思った」

　考えてみれば、マリノがアストの戦いを間近で見たのは先日の地下聖堂が初めてだったのだ。少し前にアルヴィンとの試合もしているがあれとは本質が異なる。

「無事でいて」

　それはたった一人の家族の、掛け値なしの本心だったろう。

　アストの立場も目標も彼女はよく理解している。力を貸し、あるときは止め、……時には無事を祈るしかない。

「ええと、……ありがとう」

　くしゃくしゃと頭を撫でる手は、今回ばかりはぺしっと振り払われることはなかった。

「でも、大だい丈じよう夫ぶだ。次もまたお前……君たちが力を貸してくれるだろ？」

　アストはマリノから顔を上げて、その傍らにいる二人の少女を見つめる。

　リトフィアは満面の笑みで、エルゼは不承不承といった顔で頷うなずいた。

　そこで、きゅるるるるる、と小さな音がした。

　その発生源であるところのマリノは、アストを前に平然としたままだった。まあ幼い頃ころからの付き合いだからいまさら気にするでもないのだろうが、兄としては自分以外の人間の前ではもうちょっと遠慮したほうがいいのではないかと思う。

　あまつさえ、そこはかとなくふんぞり返ってマリノは言った。

「……前に、料理を作ると約束した」

「あー、……そういえば」

　以前マリノに夕食を作ってもらったときのことだ。直後から学費問題で大わらわとなったため、そういえば一緒に厨ちゆう房ぼうに潜り込むほどの時間の余裕もなかった。

「そうだな、手巾ハンカチももらったし次は俺が作るか。ただ品目メニユーの希望は受け付けないぞ、なにしろ何が残ってるかわからんからな」

「まずくなければいい」

「……正直だな、お前」

　身も蓋ふたもない言葉にアストはがっくりと肩を落とす。

「今夜も冷えそうですね。きっと、ストーブがなくては凍えてしまいます」

「……ああ」

　妙みように力の込められた言葉に、アストは首を傾げつつ頷いた。

　とはいえ、彼女たちに料理を振ふる舞まうのはやぶさかではない。

「それじゃまあ、お姫ひめ様さまたちのために一働きするか」

　そしてアストは少女たちを連れて歩き出した。
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　ウルスラは研究棟とうの倉庫にいた。

　校舎から目と鼻の先にあるこの倉庫には、大型の実験機材や魔ま道具、稀覯本などが収められている。どれも下手をすると庶しよ民みんの年収に匹ひつ敵てきするほどの品々なのだが、ここまで管理の手が回らないらしく倉庫は埃ほこりだらけだ。

　棚たなの手前にまで木箱が積み上げられているものだから、倉庫の通路はひどく狭せまい。次の実験に使う器具を探しに来たウルスラは通路をぬるぬるとすり抜ぬけながら棚を見て回り、ふと奥のある一角に目を留めた。

　およそ環境が良いとは言えない倉庫だが、そこだけは綺麗に整えられている。

　板で区切って埃が及ばないよう配慮され、絨じゆう毯たんが敷かれ、何枚もの毛布や薄布の覆おおいがかけられている。ここが倉庫だということを考えなければちょっとした客間にも見えるほどの設しつらえだ。

　まあ、客間というのはあながち間違ってはいない。

　ここにはお姫様が眠っているのだから。

「……マリノちゃんに手伝ってもらえば進むかなあ……」

　呟つぶやきつつウルスラは間仕切りの向こうを覗のぞき込んだ。

　そこには巨大な封ふう命めい晶しようが安置されている。以前アストが泥人形ゴーレムの竜から取り外した、人間の少女が封じられたものだ。

　びっしりと縫い取りがなされた丈の長い服は、数百年前までよく用いられた形である。どれだけ長い間、この少女は琥こ珀はくの中で眠りにつかされているのだろうか。

「んー……」

　少女……というよりその衣装を眺め、ウルスラはふと思いついて目を凝こらした。

　服や模様には地域性、時代性がよく表れる。この衣装がどこのものかわかれば少女の素す性じようを調べる手がかりになるかもしれないと思ったのだ。もっとも出身がわかったところで解放してやれなければ意味がないが。

　ウルスラはこの倉庫に来た目的も忘れ、懐ふところから紙と携帯用のインク瓶びんを取り出し、目立った特とく徴ちようをいくつか書き記してからふと首を傾げた。

　少女は胸むな元もとに大きなペンダントを下げており、その石にも紋様が彫り込まれている。

「斧おの……かな？　斧を家紋にしてる家っていったら確か、バルテノメア家だっけ？」

　冷たい琥珀の中で眠る少女の顔は、どことなくリトフィアに似ているように見えた。
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　最後に謝辞を。

　気がつけば最初に提出したプロットとかけ離れた内容になっていて申し訳ありません担当さん。二巻も美麗な絵を描いていただき、そして今回のヒロインのマリノの胸をばっちり盛ってくださってありがとうございますrefeiaさん。迷走の気配しかしない初稿に夜遅くまで付き合ってくれた友人、校正さん、デザイナーさん、出版に関わる多くの皆様。本当にお世話になりました。おかげさまで今回もなんとか形にすることができました。

　そしてあなたに、心からの感謝を！




二〇一三年三月　藤春都　拝
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤春 都先生／ｒｅｆｅｉａ先生
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